
関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :I… 10

会徐7窯 年 づ月
｀

原子力規制委員会

|

|



使用前検査成績書

1発電所名   、関麟電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 吟靖マ多 年3 月23日

至 城潮能

'年

5月 ス歯′

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者  ―検査結果す覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :こ .10



検査申請書番号

(申請年月日)

1関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

F)尋原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号
関な、心斧 必J七

囲旅窪寿i'サ毛
繋た、益弁台渉父t

(平成 28年 10月 7日 )

(平成 30年 3月 20日 )

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7月 4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月 5日 )

(平成 31年 2月 1日 )

(平成 31年 2月 6日 )

(平成 31年 4月 4日 )

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6月 24日 )

(2019年 8月 23日 )

(2020年 1月 3.1日 )!

(2020年 2月 26日 )

(2020年 3月 24日 )

(2020年 4月  7日 )

ど工守XF午 4Д  ''a)

`ユ

οえ1歩杵 憲月 五ロブ

(>9■ 2ウ# ユ月 ワ屏B少

成績書管理番号 i卜 10

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

r)



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 10

い

特記事項

み し

検査立会責任者 群

声トイク″fア・ギツ/主任技管菅

原子力施設検査官 辞

原子力検査官

力裂I
A え

検査結果

え

検査年月日

かャ津Y'3年

3月 2う 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
1          共通事項

成績書管理番号 :卜 10

検査年月日 :髯群 3年  3 月 えあ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ①・

検査 をす る工事 の正

程、期 日及び場所が輩

請善 どお りである こ

と。

記録確認 ①―

工事計画の認可番号の

記載 が適 切 である こ

と。

記録確認 Oi

r

奪



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 21号機 使用前検査記録

(一号検査)|
成績書管理番号 :卜 10

検査年月日:今か 3年 3月 ユ3由

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ΘI一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ○:―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範睡l、 測定精度を有してい

ること。

記録確認 ⑧―

系統構成が完了していること。
0

⑧―

台



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜 10

検査年月日 :◆紳 3年 3 月 23日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

主配管  別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査、

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

されt据付けされ、所定の性能を有 し

ており、技術基準に適合するもので

あることと

淀 Φ

備考

`記録確認は、工事計画に基づき申講者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

X適 合性確認検査成績書の識別番号 :T2-卜 0107

*検査対象のうち霞視で確認した範囲を除く範囲について確認

,目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照                 ‐

洛



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :卜 10

検査年角日:今か 3年 3月 23日

検 査―場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

アニュラス

串日取合点

排気筒

取合点

耐圧検査、

漏えい検査
別紙 2参照 え 目視

※
!

備考

※ li検査対象のうち別添 2に示す範囲について確認



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :卜と0

検査年月日i令和 3年 3月 23日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

2020.I儀 5

2023.9, 14

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

2020,と 0.5

2023.9.14

以下余白

そ



別紙 2

最高使用

圧カ

(MPa)

耐圧検査

規定圧カ

(MPa)

耐圧検査時

圧カ

(MPa)

保持

召寺聞

く分)

濡えい検査時

圧カ

(MPa)

水圧

気圧

区分

0, 035※
i 0, 035 D、 OB占守 fi ∂t03心 b 気圧

備考             ｀

※ 1:重大事故等時における使用時の値

?



止事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

原子炉格納施設          `
加圧水型発電用原子炉施設に係 るものにあっては、次の事項

3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

t4)放射性物質濃度詩
‐
ll御 設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次め事項

漂
郭
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ヽ
＼

ヌ 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

・常設

変 更 後

材   料

変更なし

SUS304

変更な し

F早   さ

(mm)

(イと″)

3.0

外   径

(mm)

(|と 2)

508

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(性 3)

125

最高使 用

圧  力

(MPa)

変更なし

(ユ 13)

0,035

名 称

変更なし

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
び 制
に 御
格 設
納 備
容 及
器 び
再
循
環
設′

備

変 更 前

材   料

SS41

SS41

SS41

厚   さ

(mm)

(ヤ I:0)

2.3

('と 2)

2,3

(ヤ Lツ ,・ I)

2.3

/
2.3

外   径

(苗 m)

(iL 2)

508

(IL 2)

500

X

500

(v笠 2,ll)

500

×

500

/
508

最高使用

温  度

(℃ )

115

最高使用

圧  カ

(MPa)

0,015

名 称

('1:1)

アニュラス

出 園取合点

排気筒

取合点

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
び 制
に 御
格 設
納 備
容 及
器 び
再
循
環
設
備 遭

郭

μ
　

（
Ｎ
＼

ω
）

↓
轡
∞
■

∞
渤

〕
ω
Ｈ

:検査対象範囲



(注 1)班ヨi事計画書に祀載がないため記載の適正化を行 う。記 1,,党 内容は、設計図書による。

(注 2)公称値

(れ 3)重大事故等時における使用時の値 ´

(注 4-)人 口と出国の口径が異なる管である。

(注 5)本設備は既存の設備である。
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第71せ t2図

検 il範丘l手 国 (配 i姓 ぺ」lィ.2)

■:4丁 ,「 F藪望i丁 中言Ⅲ

高 浜 発 電 研 第 2号 機

原子Ⅲ格納施設に係る機器の

配どとを明示 したは1面

(圧力低減設備その他の安全設備

(放射性物質淡度侑1御股術及び

可然性ガス濃度制御設備並ひに

格納容器再循獄設備),(1,/6,

関 Pb十七 カ 株 式 会 社

湮
郭

呻



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 10

＼
鮮

特記事項

作 し

検査立会責任者

本わ ― ターと″ィ主任技管者

原子力検査官

彰 八 誓

ォン引
1匁 凋

検査結果

え

検査年月日

会4,4年

ど 月ュ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :と -10

検査年月口 :今

～

電 年 e月 之 日

検 査 場 所 :闘西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使′用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q,一

検 査 をす る正事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と心

記録石荏認 ⑧:一

工事計画の認可番号の

記載が適 切で ある こ

と。

記録確認 0・ T

/年



′    添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(二号検査)          .
成績書管理番号 :卜 10

検査年月日 :琴覇ヤ 宝年 ゛ 月 2 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

石荏認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q
必要な図面等が準備されていること: 図函等確認 Q:―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。  ´

記録確認 Q

系統構成が完了していること。
立会/

範 Q

/F9



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(一号検査)―

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :1710

検査年月日 :ノ
器許 ぇ 年 θ 月 2 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

原子炉格納施設            :
i原子炉格納容器

原子炉格納容器本体

機器搬出入口

エアロック

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

燃料移送管貫通部

固定式酉己管貫通部

伸縮式配管貫通郡         |

電気配線貫通部

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査、

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

孔ヽ
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※ )・による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1006、 T2-1と 0323

i17



別添 1(1/42)
(令和4年3月 2日

設 備 概
―

要
工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成28年 6月 10日 認可))

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

1 原子炉格納容器に係る次の事項

(1)原子炉格納容器本体の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、設計漏えい率、主

要寸法、材料及び個数

(注 1)SI単位に換算 したものである。         イ

(注2)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「内圧 2.66外圧 ―」 と記載

(注3)重人事故等時における使用時の値

(注4)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「%/day」 と記載

(注5)公称値

(注6)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「下部鏡中央部内半径」 と記載

(注7)記載の適正イヒを行 う。既工事計 lttl‐ 書には「下部鏡すみの丸みの内半径」と記載

(注3)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和46年 2月 27日 付け

45公第13560号にて認可された工事計画の資料2-1「 原子炉格納容器板厚ならびに補強板

等の計算善」によると

※SA使用前検査の変更申請(2020年2月 28日 付け関原発第562号)

を行つたことから、一部検査対象から除く(別図参照)

変 更 前 変 更 後

名 称 原子炉格納容器
変更な し

種 類 上部半球、下部さら形鏡円筒形

最 高 使 用 圧 カ MPa 0.261(注 1,2) 変 え な し

※ 0.305(注 研

最 高 使 ・用 温 度 ℃ 122
変更 な し

138(注 3)

設 計 漏 え い 率
(注 4)

%/d

変更な し

主
要
寸
法

打同 内 径

上 部 鏡 板 内 半 径 mm

下部鏡板中央部ハJ半径 (注け
mm

下部鏡板隅の丸み半径 (注 7)
mm

胴 板 厚 さ 祖m

上 部 鏡 板 厚 さ mm

下 部 鏡 板 厚
(さ

mm

島 さ (注 9)
mm

材 料

個 数 1(掌
iH)

/驚



ノJJ紹ヽ上 とヽ/4と ノ

(令和4年3月 2日う

(注0)記載の適正化を行 う。班工事計画書には「全高ど と記載          _i
(注 10)記載の連正化を行 う。既工事計画書には「ASTM A516 Gr。 70A300(JIS SB49相 当材う」

と記載

(注 11)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による′。

/字



(注 を)

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

力彎拗ヽ ■ (6/4Zブ
(令和4年3月 2日 )

(2)機器l般 出入日の名称、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料及び個数

記栽の適正化を行 う。既工事計画書の「種類」の記栽を削除

SI単位に換算したものである。

既工事計画書に記載がないため記栽の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書 「原子

炉格納容器」の記我による。

重大事故等時における使用時の値

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「1同 内径」 と記栽

公称値

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、昭和46年 2月 27日 付け

45公第13560号 にて認可された工事計画の資料2-3「 エアロツクぉょび機器搬八日応力解

析書」による。

記載の適正化を行 う。班工事計画書には「胴板厚」と記載

(注9)記栽の適正化を行 う。班工事計画書には と記載。なお、昭和46

年2月 27周 付t,45公第135oO号にて認可された工事計 lと豊iの 資料2-3「エアロツクぉょび機器

、 搬人口応力解Ⅲ善」にて、最小板昭
の部材を解析条件に考慮していないため、既工

事計画書?      の記載を削除

(注 10)記裁の適正化を行う。既工事計画書には「首板板厚」と記載

変 更 前 変 更 後

名 称 機器搬入口 lylけ
変更なし

最 高 使 用 圧 ―カ MPa 0.261 :立1:?,3) 変 民 な し

0.305(ユ Lり

最 高 使 用 温 度 ℃ 122(注 3) 変 更 な し

138(才 1・ )

主
要
寸
法

内
ヽ

径
(た 5)

mm

変更な し

胴    長 さ mm

ふ  た ,内  半 径 mm

胴 板 厚 さ (ユ と働
mm

ふ た 板 厚 さ ●:lω
mm

材 料

個 数 上

,f)｀



ガ打コミ上 (生/上士乙ノ

(牟・不日4年13月 2日 )

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

(注 9)

(3)エア早ンクの名称、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料及び個数

記載の適重化を行 う。既工事計画書の「種類」の記載を削除

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載ハ弓容は、既工事計画書 「原子

炉格納容器」の記載による。

重大事故等時における使用時の値

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「胴内径」と記載

公称値

記載の適正化を行 う。班工事計画書には「胴板厚」と記載           
―

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、昭和46年 2月 27日 付け

45公第13560号 にて認可された工事計画の資料2●3「エアロツクおよび機器搬入日応力解

析書」による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「扉板厚」と記載

記載の適正 Fヒ を行 う。既工事計画書には「各 1」 と記載              ‐

変 更 前 変 更 後

名 称 通常用及び非常用エアロック (注 1)
変更な し

最 高 使 用 圧 カ MPa 0.261(ユと2) 父 民 な し

0.305(ユ 桂3う

最 高 使 用 温 度 ℃ 122(IL2)
変更なし

138(イに3)

主
要
寸
法

内 径 命丘→
mm

変更なし

嗣    長    さ mm

Л「Hl板 厚 さ (了 上0
mm

と び ら 厚 さ (ユ士働
mm

材 料

個 数 通常用 1、 非常用 1確め

)|



）

）

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注1)

(注3)

(注 6)

(注 7)

(注8)

(4)原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部の名称又は貫通都番号、種類、個数、最高使用崖力、最高使用温度、袴成、主要寸法及び材料
a 燃料移送管貫通部

雛工事言+画書に記様がないため記競の道正化を行う.

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うざ配哉内容は、既工事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用圧力の値

既こ事計威書に記載がないため記戦の道工化を行うこ記載内容は、既工事計画書に記載の原子炉格納容器の最再使用温度の値

記載の適正化を守うc既工事計画書には        」と記載

既工事計画書に記載がないため記破の適正化を行うε記載内容は、設計図書による。

公称値

重大事故等時における使用時の値

記絵の適正化を行う。Bモ 五事計画書には
'SUS27HP」

と罷載

首
こ
さ
ク
ト
　
′
Φ
＼

い
卜
ヽ

（↓
習
ド
常
ω
油
囀
Ｒ

一
変 更 後

材   料

変更なし

主要寸法 (lll醸 )

厚   さ長   さ
'卜

 径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

最 :断便用

圧  力

(MPa)

変更なし

0.305

変更なし

個教

変更なし

種 類
責通部

番 号

変 更 前

材  料

主要寸法 (Mlm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

ス リープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

122

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.261

0.24

個 教

1

種類

tとB

質通部

貫通部

番 号

200



b 国定式配管貫通部

滓
Ｎ

変 更 後

材   料

変更なし

変更なし

主要寸法 (mれ )

厚   さ長   さ外   径
帯   成

最高使用

温  度

(彰ご)

変更なし

138

変更な し

変更なし

138

変更な し

承高使用

圧  カ

(ヽlPa)

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

0.305

変更な し

個 数

変更なし

変更なし

種類
貫通部

番 号

変 更 前

材  料

主要寸法 (aa)

厚    さ長   さ外   径

構   成

ス リープ

端  本反

責通配管

(■ !,

ス リープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(‐C)

122

122

ユ22

122

最高使用

圧   力

(ヽlPa)

0 261

0 261

0 261

0 261

個 数

6

種類

68

交通部

8B

責通部

貫通部

番 号

3之 8

409

325
327
358
379

597
6,7

（↓
智
卜
載
ω
油
〕
コ
）



υ

へ
ゝ

変 更 後

材   料

変更なし

変更なし

変更な し

主要寸法 (ll‖ l)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し
イヽニユ

'138

変更なし

変更なし

変更なし

138

変更なし

変更な し

変更なし

133

変更なし

最高使用

圧  力

(ヽlPa)

変更な し

0.305

変更なし

変更なし

0 305

変更なし

変更なし

0 305

変更なし

個 数

変更なし

変更なし

変更な し

種 類
質通部

番 号

(lFJ'

224

227

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

ス リープ

端   板

貫通配管

1.lt

ス リープ

端   板

質通配管

スリープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(C)

〕22

ゼ00

200

122

200

200

122

10

最高使用

圧  力

(MPa)

0.261

172

0 261

41

0 261

0,98

個 数

】

1

I

種類

10B

貫通部

12B

質通部

4B

賞通都

貫通部

番 号

と24

227

Z圭 〔;

（◆
譜
卜
載
∞
沌
Ｎ
ｍ
）



υ
　
（
′

変 更 後

材   料

変更なし

変更な と

変更なし

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(‐C)

変更なし

138

変更なし

変更なし

138

変更な し

変更′だし

変更な し

138

変更なし

変更なし

最 高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

0 305

変更な し

変更なし

0.305

変更なし

個 数

変更なし

変更な し

変更なし

種 類
女通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (nm)

厚   さ長   さ外   径

構   成

スリープ

端   板

女通配管

(1111

ス リープ

端   板

貫通配管

スリープ

端   板

貫通配管

最 高使用

温  度

(℃ )

122

122

122

291

291

122

と91

Z91

最高使用

圧  カ

くヽIPa)

0 261

0,24

0 261

7 48

0 26t

7 18

個 数

1

1

種 類

3/1B

質通部

2B

質通部

3/18
賞通部

貫通部

番 号

とZtJ

ι31

苫
〓
ぶ
ヤ
洋

（↓
営
ふ

／
Ｏ

＼
、

眸

は

ヽ

常
ω
ｈ
Ｎ
翌



ツ

ド

材  料

変更なし

変更なし

主要寸法 (m腱 )

厚   さ長   さ4  径

構   成

最高使用

温  度

(HC)

変更なし

138

変更な し

変更ナトヽと

変更な し

13S

変更なし

変更なし

最高使用

圧  力

(1lPΔ )

変更な し

0、 305

変更なし

変更な し

0 305

変更なし

個教

変更なし

変更なし

種 類
貫通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径

構   成

スリープ

端  板

貫通配管

ス リープ

端  板

責通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

291

ゼtJ l

122

291

291

最高使用

歴  カ

(MPa)

0._961

7 1t,

0 261

7 48

個 数

1

種 類

3/48

責通部

2B

貫逓部

貫通部

番 号

232

233

連
」
蓉
郷
卜
　
´
く
＼

お
く
ヽ

（↓
智
ふ
載
∞
沌
〕
コ
）



静
ミ

変 更 後

材   料

変更なし

変更な し

変更なし

主要寸法 (れul)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

188

変更なし

変更なし

変更なし

138

変更な し

変更な し

変更な し

138

変更なし

最高使用

圧.カ
(MPa)

変更なし

0 305

変更な し

変更なし

0 305

変更なし

変更なし

0.305

変更なし

個 数

変更なし

変更な し

変更なし

種類
貫通部

番 号

変 更 前

材  料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端  板

貫通配管

スリーブ

端   板

責通配管

スリ‐プ

端   板

貫通題己管

最高使用

温  度

(C)

122

150

lS0

122

ユ30

150

122

50

最為使用

圧  カ

(MF'a)

0.望 61

7S

0 261

17 2

0 261

t`υ

個 数

l

種 類

18

賞通部

3/48

質通部

18

責通部

責通部

番 号

とも1

254

ゼ55

（↓
轡
卜
＝
∞
油
や
コ
）



浄
り

変 更 後

材  ♯,

変更なし

変更なと

変更なし

主要寸法 (ほm)

犀   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変質なし

138

変更なし

138

変更な し

138

変更なし

(イ Jl)

161

変更な し

161

変更なし

138

変更なし

変更なし

段高使用

三  カ

(MPa)

変更な し

0.305

変更なし

12

変更なし

0,303

変更なし

変更なし

0,305

変更なし

個数

変更なし

変更なし

変更なし

種類
貫通部

警 亨

↓1lS)

266

で,こ とこ,

257

変 更 前

材  料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径

構   成

スリープ

端   板

貫通配管

スツーブ

端   板

資通配管

フ、リープ

端  板

責通配管

最高使用

温  度

(C)

122

95

l之2

95

122

と00

と00

最高使用

圧  カ

(ヽlPa)

0.261

0 98

0 を61

0 98

0 261

17 2

個数

l

l

種類

12B

貫通部

128

責通部

10B

貰通部

貫通部

番 号

Z56

251

と5d

（↓
洲
ロ
ト
常
∞
沌
〕
コ
）



卜
や

変 更 後

材   料

変更な し

変更な し

変更なと

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径

構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし
(ィ 11

138

変更な し

変更なし

変更なし

138

変更なと

変更なし

138

変更なし

変更なし

力

′
変更`な し

0 305

変更なし

変更なし

0,305

変更なし

変更なし

0,305

変更なし

個 数

変更な し

変更な し

変更な し

種類
責通部

番 号

261

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚 ・ さ長   さ外   径

構   成

スリープ

端   板

貫通配管

スツープ

端   板

交通配管

(1(1

ス リープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(C)

122

150

150

122

95

122

150

150

最高使用

圧  カ

(MPa)

0 261

172

9 ゼ61

18 8

0 261

17.2

個 数

1

1

種 類

38

交通部

2B

貢通部

38

貫通部

貫通部

番 号

Z5(J

260

Z61

（◆
営
心
＝
ω
油
囀
コ
）



し

う

変 更 後

材  ■,

変更なし

変更な l´

変更なし

主要寸法 (llln)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(tC)

変更な し

138

変更なし

変更なし

変 更な し

138

変更なし

変更なし

変更なし

,38

変更なし

最高使用

圧  カ

とヽlPa)

変更な し

0,306

変更なし

変更な し

0 303

変更な し

変更なし

0 305

変更なし

個数

変更なし

変更なし

変更なし

種 類
賓通部

番 号

263

変 更 前

材   料

主要寸法 (航m)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端  板

賞通配管

ス リープ

端   板

責通配管

ス リープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

150

150

12?

200

200

122

95

最高使用

圧  力

(ヽlPa)

0 261

172

0 261

172

0 261

1も 8

個数

1

1

と

種類

3B

貢通部

10B

芙通部

2B

貫通部

資通部

番 号

Z62

263

と75

ゝ
ぃｉ
さ
カ
ト
　

´
卜
●
＼

い
ふ
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（↓
営
か
＝
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コ
）



〕
　
ヽ

変 更 後

材   料

変更な し

変更な し

変更な し

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

歳高使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

変更な し

変更なし

138

変更なし

変更な し

変更なし

(′ 11'

138

変更な し

変更なし

最高使用

圧  力

(XIP■ )

変更なし

0 305

変更なし

変更なし

0.305

変更なし

変更な し

0 305

変更なし

個 数

(変更な し

変更なし

変更な し

種 類
貫通部

番 号

277

変 更 前

材  ド,

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリーブ

端   板

黄通配誉

スリープ

端1  板

賞通配督

ス リープ

端   板

東通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

150

150

IZ士:

ゼ00

200

122

170

170

離高使用

圧  力

くヽlPa)

0 261

17.Z

0 261

4 1

0,261

07

個 数

1

l

種類

3B

貫通部

とをB

賞通部

2B

質通部

貫通部

番 号

276

277

278

ヽ
こ
さ
身
卜
　

′
卜
眸
＼

い
ヽ
ヽ

（↓
営
卜
常
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〕
コ
）



ψ

ン

変 更 後

主要寸法 (mln)

構   成 材 オ}

外   径 長   さ 厚 さ

変更な し

変更な し

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

変更なし

変更なし

138

変更なと

変更なし

138

変更なし

最高使用

圧  カ

rxlp′ !Ⅲ

変更なし

0 303

変更な し

変更なし

0.305

変更なし

変更な し

0 305

変更なし

個 拗

変 更な し

変更な し

変更なし

種類
貫通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (Hm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スツーブ

端   板

賞通配管

スリープ

端   板

賞通配管

ス リープ

端   板

責通配管

最高使用

温  度

(C)

122

191

291

12と

95

12=

95

最高使用

圧  カ

(MPと )

0 261

48

0 ゼ61

0 98

01961

07

個 数

1

種 類

28

貰通都

3B

賛通部

18

真通都

費通部

番 号

と79

B80

を81

導
こ
ヽ
ク
ト
　
だ
卜
σ
＼

浴
ヽ
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譜
膵
載
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〕
コ
）



影
　
Ｖ

変 更 後
・

主要寸法 (麟n)

特   戒 十1

外   径 長   さ )事   さ

変更なし

変 更な し

変更な し i

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

変更なし

138

変 更な し

変更なし

138

変更なし

変更な し

最 i苛 使用

圧  力

rMP方、

変更なし

0.305

変更な し

変更なし

0 303

変更なし

変更な し

0.305

変更なし

個 数

変更なし

変更なし

変更な し

種類
責通部

番 号
材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径

構   成

ス リープ

端   板

貫通配督

スリープ

端   板

賞通配管

スリープ

端   板

資通配雀;

最高使用

温  度

(C)

122

95

122

95

122

291

291

歳高使用

圧  カ

(MPa)

0 261

0 18

0.ゼ 61

188

0 261

7 48

個 数

1

1

1

糧額

3/4B

貰過都

23

質通部

3ノ 4B

質通部

費通部

番 号

と8と

284

首
ｆ

→め
轡■
■ド
ー館行
い 0
流 ＼

コ こ



し

ヽ
ミ

変 更 後

材   料

変更な し

変更なし

変更な し

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

変更なし

138

変更なし

変更なし

変更なし

138

′変更なし

最 高使用

圧  力

(MPとⅢ

変更なし

0,305

変更なし

変更な し

0.305

変更な し

変更なし

0 305

交更`なし

個 勢

変更なし

変更なし

変更なし

種 '願

貫通部

替 号
材   料

主要寸法 (mm)

厚    さ長   さ外   径

棒   成

スリープ

端   板

貫通配管

ス リープ

端   板

賣通配管

スリープ

端   枝

質通配管

:辞だ高使用

力

(ヽIPa)

景

了且

高使用

圧 疲

(℃ )

l芝 2

95

122

ゼ00

200

l玄老

95

0.261

0 9d

01261

l4

0.望 61

0,98

個 数

1

1

1

種 類

3出

質通部

ゼB

貫適部

3B

質通部

貫通部

番 号

986

ど86

287

首
〓
谷
″
ト
　

オ
ト
ふ
＼

傘
卜
ヽ

（↓
営
掛
令
ω
油
〕
Ｒ



】

府
′

変 更 後

材  料

変更な し

変更なし

変更なし

主要寸法 (れ n)

犀   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

138

変更な し

138

変更な し

変更なし

138

変更な し

辱て高使用

に  力

(llPa)

変更な し

0、 305

変更なし

変更な し

0 305 
｀

変更な し

変更なt

0 305

変更な し

個 数

変更なし

変更なし

変更なし

種 類
貫通部

番 号

288

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端   板

貫通配管

ス リープ

)語   板

貫通配警

ス リーブ

端   板

貫通配管

最斎J使用

温  度

(℃ )

12Z

υ6

122

6S

!を老

30

最高使用

圧  力

(ヽlPa)

0 _'61

ld芯

0 261

0 98

0 ゼ61

0 98

個 数

1

l

種 類

3B

資過部

3B

賛適部

3/1B

貫通部

費通部

番 号

28(J

290

首
こ
さ
カ

（↓
卜
　
　
だ
卜
０
＼
、
い
ふ
ヽ

淵
コ
ト
韓
お

沌

〕
コ



ジ
　
ヽ

変 更 後

材   料

変更な し

変更なこ

変更な し

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

変更なと

変更な し

138

変更なし

変更なし

138

変更な し

最高1吏 用

EE  力

とヽlpa)

変更なし

0,305

変更な し

変更な し

0 305

変更な し

変更なし

0.305

変更なし

個 数

変更な し

変更なし

変更な し

種 類
貫通部

番 号

301

変 更 前

材   料

主要寸法 (mln)

厚    さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端  板

貫通配管

スリープ

端   板

貰通配管

スリープ

端   板

質通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

170

170

122

95

lZセ

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.を 61

0.7

0 261

0.98

0,Z61

0 98

個 数

士

1

f重 類

3/1B

賞通部

38

貫通部

8B

貫通部

貰通部

善 号

ヒ91

801

326

善
こ
さ
カ
ト

（↓
営

′
卜
電
＼

い
ヽ
ヽ

卜
玲
お

油

Ｎ
コ
）



υ

Ａ
Ｊ

変 更 後

|´l  牟|

変更な し

変更なし

変更な し

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ休  径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なじ

138

変更な し

i3じ

変更なし

変更なし

138

変更なし

変更なと

最高使用

圧  カ

rxIP′ tⅢ

衷`:更 なし

0,305

変更な し

0 98

変更な し

0 305

変更なし

変更な し

0 305

変更なし

個 教

変更なし

変更なし

変更なし

種 類
貫通都

番 号

373

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端   板

貫通配管

ス リープ

端   積

貫通配管

ス リーブ

端   板

女通配管

最高使用

温  度

(℃ )

12魃

50

122

95

129

843

343

最高使用

圧  力

(MPa)

0 261

0 8と

0 261

0 98

0 ど61

172

個 数

1

種 類

2B

貫通部

6B

交通部

3/48

貫通部

貫通部

番 号

378

と2(J

331

迪
」
ヽ
ク
ト
　

だ
ヽ
ｃ
＼

浴
ミ
ヽ

（↓
営
卜
載
ω
油
Ｎ
Ｒ



Ｊ

「猾
″

変 更 後

主要寸法 くれm)

本

'
外  径 長   さ 厚   さ

変更なし

変更なし

変更な し

構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

188

変更な し

(1'1'

138

変更なし

変更なし

変更な し

138

変更なし

変更な し

歳商使用

圧  カ

rxl,Й Ⅲ

変更な し

0 305

変更な し

0 98

変更な し

0.305

変更な し

変更なし

0 305

′友`更なし

個 教

変更なし

変更なし

変更なし

種 類
貢通部

番 7デ

(lEIψ )

332

変 更 前

材  料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端   板

貫通配管

スリープ

端   板

貫適配管

ス リープ

端   恢

質通配管

最高使用

温  度

(で )

と2Z

50

1とを

343

343

12を

150

150

最高使用

圧  カ

(MP3)

0.ど 61

0.83

0 26芸

17Z

0 =61

1.9

個 数

1

種類

28

責ュ題部

43

貰通報

3/48

賞通部

貫通部

番 号

332

353

354

瀬
こ
ミ
Й

卜
　
　
だ
Ｎ

卜
＼
、
い
ヽ
ヽ

（
か
執
コ
ト
爺
あ
沌

〕
コ
）



υ

０

変 更 後

材   料

変更な し

変更なし

変更本 し

主要寸法 (おm)

厚 さ長 さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

188

変更なし

変更なし

】38

変更なし

188

変更なし

1.38

変更なし

最高使用

圧  カ

`ゝ

lP´AⅢ

変更なし

0 305

変更なし

変更な し

0 305

変更なし

0 303

変更なし

0 305

変更な し

個 教

変更な し

変更なし

変更な し

種 類
貫通部

番 号

3?5

材   料

主要寸法 (am)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端   板

費通雷己管

スリープ

端   板

貫通配管

ス リープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

lZ2

122

122

122

65

最高使用

圧  カ

(ヽIPa)

0 261

0 24

0 261

0 24

0.261

0 98

個数

1

1

種 類

3/18
×2

貰通部

1 1/11:
×2

貰通部

18

賞通部

貰通部

番 号

355

375

377

ｕ
ｒ
ミ
刀

卜
　
　
だ
Ｎ
く
ヽ
＼

心
ミ
ヽ

（↓
智
添
令
ω
れ
Ｎ
コ
）



＼
ヽ

ヽ
プ

変 更 後

|オ   ■,

変更な し

変更なし

変更な し

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径

構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

変更な し

変更なし

t′ II)

i38

変更なし

変更な し

変更なし

138

変更なし

変買なし

残高使用

圧   力

(MPa】

変更なし

0 305

変更な し

変更なし

0 305

変更なし

変更なし

0 305

変更なし

個 数

変更なし

変更なし

変更なし

種類
貫通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

端   板

貰通配管

ス リープ

端   候

貫通配省

スリープ

端   板

賞通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

120

122

360

860

122

360

360

最高使用

圧  カ

(lIPa)

0 261

7

0_ツ 61

172

O Z61

17.2

個 数

l

1

貫通部

番 号
種類

ZB
交通部

1/8B

共通封
`

3/1B
貫通糾

とも0

381

38と

ｕ
ｉ
§
”

卜

（↓
掛

か
ヽ
α
＼
、
か
Ｎ
ヽ

卜
常
∞
沌
〕
コ



＼
ヽ

ヽ

変 更 後

材   料

変更なし

変更な し

変更な し

主要寸法 (れれ)

厚   さ長   さ外   径

構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

変更なし

138

変更な し

変 更な し

138

変更なし

最高使用

圧  カ

`MPaⅢ

変更な し

0 305

変更な し

変更なし

0.305

変更な し

変更なし

0,305

変更なし

個獅

変更な し

変更なし

変更なし

種 類
賣通部

番 号

要`: 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外  経
構   成

スリープ

端   板

貫通配管

ス リープ

端   板

女通配管

ス リープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(で )

122

95

上望2

122

1??

υ5

最高使用

圧  力

(MP9)

0 261

0 98

O Z61

0 24

0 261

0 98

個 数

1

l

種類

38

貫通都

ユ 1/1B
Xと

貰適闘i

3B

黄通糾

質通部

番 号

3も 3

455

と81

逹
」
蕊
拓
ト
　
オ
Ｎ
滲
＼

ド
こ

（↓
智
ド
常
ω
沌
〕
■



ヽ

ヽ
　

ン

変 更 後

材   料

変更な し

変更な し

変更なし

主要寸法 (肛 ln)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

13惑

変更なし

変更なt

変更な し

138

変更な し

変更なと

13S

変更な と

最高使用

圧  カ

`Mpn】

変更な し

0 305

変更なし

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

0,30S

変更な し

個教

変更なし

変更なし

変更なし

種 類
貫通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (m■ )

厚   さ長   さ外   径

構   成

スリープ

端   板

貫通配管

スリープ

端   板

貰通配管

ス′―プ

端   板

交通西己管

最高使用

温  度

(℃ )

122

360

360

122

12_'

iZZ

122

最高使用

圧  カ

(llPa)

0 261

17 Z

0 261

0 24

0 ゼも1

0.24

個 数

1

1

1

種 類

3/4B

賓通部

3/1B
賞通部

6B

質通郎

貫通都

番 号

385

386

101

ｕ
こ
貞
刃

卜
　
　
だ
ヽ
σ
＼
、
お
Ｎ
ヽ

（↓
営
卜
常
ω
油
Ю
コ



変 更 後

材  料

変更なし

変更な し

変更なし

主要寸法 (商 )

犀   さ長   さ外  径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更な し

変更な と

(イ 〕1)

138

変更な し

変更な し

変更な し

138

変更なし

変更なと

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

0 305

変更な し

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

0.305

変更なし

個 勤

変更な し

変更なし

変更なし

種類
質通部

番 号

450

(,工 !0)

451

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
構   成

スリープ

ylこ   板

貫通配管

スリープ

端   板

資通配管

ス リープ

端  板

質通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

122

IPゼ

160

160

122

150

150

景高使用

屋  カ

(MPa)

O Z61

0 24

0 261

2 1

0 ゼ61

2 1

個 数

1

l

上

種類

3/43

貫通部

6B

賛通部

6B

質通部

貫通部

番 号

104

150

151

導
手
弱

刑
卜

　

だ
く
０
＼
＼

い
Ｎ
ヽ

（↓
智
卜
＝
ω
油
〕
瓢
）



変 更 後

材   料

変更なし

変更なし

主要寸法 (mln)

厚   さ長   さ外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

変更なし

138

変更なし

最高使用

圧  カ

(ヽlPa)

変更なし

0.308

変更な し

変更な し

0 305

変更なし

個 数

変更な し

変更なし

種類
責通都

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ休   径

構   成

スリーク

|

端  板

資通酷笹

スリープ

端   板

貫通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

1望を

122

122

最高使用

屋  カ

(ヽlPa)

O Z61

240

0 261

0 24

個 数種 類

3/4B
X3

責通部

68

交通部

女通部

番 号

152

153

肖
〓
さ
力

脂
　
　
′
ふ

ヽ
＼
　
辞
ふ
ヽ

（↓
轡
卜
常
ω
れ
中
コ
）



ヽ
ヽ

り
′

変 更 後

材   料

変更な し

変更な し

変更なし

主要寸法 (m「 E)

摩   さ長   さ外   径
構   成

最高使司

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

変更なし

変更なし
〔ィ)1】

138

変更なし

変更なし

変更な し

138

変更なし

変更な し

最高使用

圧  カ

`MPと

う

変更なし

0 305

変更なし

変更な し

0.306

変更なし

変更なし

0 305

変更なし

個翔

変更なし

変更なし

変更なし

種 類
貫邁部

番 号

457

477

tiⅢ せ(1)

178

変 更

．

前

材   料

主要寸法 (mm)

厚   さ妹 径
1長

さ構   成

スリーブ

端   板

質通置]管

スリープ

端  板

交通百こ管

(ィ Ⅲl)

ス リープ

端   板

質通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

150

150

1セツ

150

150

122

150

150

最高使用

圧  カ

(ヽIPa)

0 261

2.1

0 261

2.1

O Z61

2 1

個 数

1

1

種類

8B

貰通部

S8

賞通封;

6B

貫通鶏;

賞通部

番 号

157

177

178

百
〓
ヽ
ク
ト

（↓
智
心

ｒ
ヽ
α

載
ω ＼

、
浴
ミ
ヽ

沌

〕
コ
）



ギ,

厚   さ長   さ

主要寸法 (mm)

外   径
構   成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

tfと ,)

138

変更なし

変更な し

変更テだし

138

変更なし

変更テrと

な し

0.305

な し

0 305

変更なし

0_305

圧   カ

変更なし

変更なし

変更な し

種類

481

貫通部

番 号
材   料

厚   さ長   さ

主要寸法 (Inm)

外   径

構   成

スリープ

端   板

質通配管

スリープ

端   板

貫通配管
(ス リー

スリーブ

端   板

責通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

150

150

122

lZ」

122

輩r高 使用

圧  カ

(MPa)

0.261

2 1

0 261

0 24

0.ピ 61

0 24

個 数

1

種類

6B

賞通部

8B

芸通都

4t,B

貰通部

変 更 前

貰通部

番 号

181

151
180

376

ヽ
ヽ

、

む
こ
谷
ク

ト
　
　
オ
ヽ
電
＼

浴
ミ
ヽ

（か
筑
ロ
ト
命
Ｓ
ｈ

囀
コ



さ

鸞

変 更 後

材   料

変更な し

変更なし

変更な し

主要寸法 (nm)

厚   さ長   さ外   径
構  成

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更な し

変更な し

138

変更なし

変更なし

138

変更テrし

最 高使用

圧  カ

(lIPaⅢ

変更な し

0,305

変更なし

変更な し

0 305

変更な し

変更なし

0 305

変更なし

個 類

変更なし

変更なし

変更な し

種類
貫通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (nl“ l)

厚   さ長   さ外   径
構   成

(1ヽ 1)

スリープ

端   板

資通配管

スリープ

端   枝

貫通配管

スリーブ

端   板

責通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

12Z

122

12を

lZZ

122

最高使用

圧  カ

(ヽIPa)

0.芝 61

Z40

0 261

0.24

0 ゼ61

0.24

個数

1

種 類

12B

責通郡

1を B

質通部

1=B

責】重部

質通部

番 号

158

15(J

載60

首
こ
ぷ
ク
ト
　
だ
は
Ｃ
＼

ド
に
ヽ

（
か
執
口
添
爺
お
沌
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変 更 後

材   料

変更な し

変更なし

変更なし

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   径
棒  成

最 l葛使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

変更な し

138

変更なし

変更なし

138

段高使用

咀  力

rvβぅ、

変更′に`し

0 305

変更なし

変更なし

0 305

変更なし

変更なし

0 305

個 数

変更なし

変更なし

変更なし

※

種 類
貫通部

番 号

変 更 前

材   料

主要寸法 (nln)

厚   さ長   さ外   径
構   成

ス リー
~ノ

端   板

女通配管

ス リープ

端   板

質通膏己管

ス リープ

閉止板

最高使用

温  度

(℃ )

122

122

122

122

122

最高使用

圧  力

(卜IPa)

0.261

0 24

0 261

0 24

0 261

個 数

1

4

種 類

128

貫通部

128

質近都

10B

予備

貢通部

女通部

番 号

475

476

302

330
387

388

＼
ヽ
０
レ

(注 1)記載の適正化を行 う.既 工事計画書には 「       」と記載

(注 2)公称値

(注 3)既 工事計画書に記戦がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による

(注 4)重 大事故等時における使用時の値

(注 5)既 工事計画書に記載がないため記故の適正化を行 う。

※SA使用前検査の変更申請(2020年2月 28日 付け関原発第562号 )

を行ったことから、■部検査対象から除く(別図参照)

(注 6)既工事計画書に記載が′だいため記栽の適正化を行う.記殺内容は、既工事計画書た記載の原子炉格納容器の最高使用圧力の値         1
(注 7),電工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用温度の値

(注8)既工事計画書に記l腱 がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和46年 2月 27日 付け45公 第135dO号にて認可された工事計画の添付図面第8-3図 「資通部スリープおよび補強板寸法図」による。

(注9)質通配書については、原子炉冷却系統施設のうち余熱除去設備及び原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子沖
‐
注水設備と兼用

(注 10)記載の適正化を行うラ班工事計画書には l SUS321tP」 と記載

(注 H)SI単位に換算したものである。
~

瀬

郭

μ

↓
譜
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億
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〕
■



(注 12)

(消Li3)

(注 H〉

(注 16)

(注 16)

(注 17)

(粧 18)

(注 19)

(注 20)

(連ど1)

(とH22)

驚造配督については、原子炉玲却系統施設のうち余熱除芸識縛と兼用                 ‐

JIS CttlS SGV49411当 |オ                                                                                            ,

麓歳(′ 適ヽ誕化を行う"単毛工群計画警には「SUS?7■ P」 と識織                                            : ・

質通配管1とついては、原子炉玲却系統施設のうち原子炉犠機冷却設欝と兼用                                      ―

賞通配管に,いては、原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉滋水設鶴及び計測制御系統施設サ),ちほう酸滋

^機

権を有する設備と兼用  '      
「

記穀の適重化を行うド′)猛五事計画鶴には fAstt A516 Gr70 A300,と 認殺           !
賞通配簿については、原子炉格納施設のうち歴力低減設鱒その他の安全絞備 (格納容繹安全設備)と 策用

資通配管に,いては、掛十搬制御系統施設のうち制御用空気設1密 と策月

質通醗督については、環千炉冷蝉素縦施脅費のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉溢本設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減毅綺その他♂)安全設備 (格納谷串安全設備うと兼用

縦致 (′ )適道化を行うⅢ班工事計画書には「AStt AS16 GF,70A30ё」と寵栽

費通配管についてはt計洵制御系読施設を兼用

ヽ
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ド
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仲縮式配管貫通部

〉
)

変 更 後

主要寸法 (mm)

卜,

休   径 長   さ )早   さ

変更な し

変更な し

構   成

最高使用

ィ盈  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

138

変更なし

138

変更な し

138

最高使用

圧  カ

(MPa〕

変更なし

(イ |も ,

0.305

変更なし

0,305

変更なし

0 305

変
‐
更な し

0 305

個 数

変更なし

変更な し

種類
貰通部

番 号

181

15之

変 更 前

受通部

番 号

最高使用

圧  カ

(‖ Pa)

最高使用

温  度

(℃ )

主要寸法 (mm)

種類 個 数 構   成 材 本|

クト  径 長   さ 厚 さ

スリー

伸縮継手

0 261 122
端   板

151
14B

くスノー

取付)
質通部

端  板
(配管
取付 )

短   管

0 24 122 貫通配管

ス リープ

仲結継手

端  板
(ス リープ

取付 )

端  板
(配管
取付 )

短   管

質通配管

段22

122

0 261

0 24

1lB

賞通部
15望

導

→蒻
ト
　
オ
∝
∝
＼
、
お
Ｎ
】

蛸
コ
ヽ
命
お

油

Ю
コ

）



け

ヽ

変 更 後

材   料

変更な し

変更な と

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ
'卜

  径
構   成

最高使用

温  度

(Ψ())

変更なし

13も

変翼な し

変更な と

138

変更な し

138

殿高使用

旺  カ

(MPぉ Ⅲ

変更な し

0 305

変更な し

変更な し

0.305

変更な し

0 305

個 数

変更なし

変更なし

種類
貫通都

善 号

175

変 更 前

材  料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ
'卜

 径
構   成

ス リープ

伸縮継手

端  板
(ス リーフ

取付 )

端  板
(配笹
取付)

短 ,管

質通配管

スプープ

伸縮継手

端  板
(kリ ーフ

取付 )

端  板
(配管
取付)

短   管

賓通配管

最高使用

温  度

(C)

122

132

122

122

最高使用

圧  力

(MPa)

0 =61

0.=4

0 ?61

0 24

l困 牧

1

118

質適部
I

種類

118

質通部

貫通部

番 号

153

175

道

〓

冬
いク
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，

）

変 更 後

主要寸法 (mm)

構 成 本|

外 径 長   さ サ率  さ

変更なし

スリープ 1司 左

伸縮継手

端  板
(ス リープ

取付)

端  板
(配管
取付 )

短   管

貫通配管

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

351

変更な し

351

変更なし

138

変更なし

351

変更なし

351

職i弱使用

I  カ

`MPィ

どⅢ

変更なし

0.305

変更なし

80

変更なし

0.305

変更なし

80

佃 数

変更なし

変更なし

種 類
貫通部

番 号

225
231

35Z

変 更 前

材    料

主要寸法 (れ珀)

厚   さ長   さ外  径
構   成

‐スリー ブ

伸縮継手

端  板
(ス リーラ

取付)

端  板
(配管
取付 )

短   管

貫通配管

スリープ

伸精継手

端  板
(ス リーラ

取付)

端  板
(晉こ管
取付 )

短   管

貫通歯こ管

最高使チR

温  度

(℃ )

122

0,261

を91

7 1S 291

lZZ

291

を91

最高使用

圧  ヵ

(MPa)

0 261

7 18

個 数種類

30B

質通部

308

貰通部

貰通部

番 号

と25

251

35ツ

道

〓

ぷ
一
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卜
　
　
／
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今

馬

変 更 後

材   料

変更な し

同 左

主要寸法 (mm)

犀   さ長   さ外   径

同 左

構   成

Xリ ープ

伸縮継手

端  板
(‐ノ、り=プ
取付 )

端  板
(配管
取付)

短   管

貫通配管

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

351

変更な し

3Si

変更なし

138

変更な し

35と

変更なと

351

残高使用

王  カ

(MP`ょ う

変更なし

0 305

変更な し

8.0

変更な し

0 30S

変更な し

8.0

個 数

変更な し

変更′卜`し

種 類
貫通部

番 号

226

250
351

変 更 前

材   料

主要寸法 (mln)

厚   さ長   さ外   径
構   成

ス リーフ

伸縮継琴

端  級
(ス リーラ
取付)

端  板
(配警
取付)

短   管

貰通配管

ス リープ

伸縮継予

端  板
(ス リーフ

取付〉

端  板
(配管
取付)

短   管

賞通配管

最高使用

温  度

(℃ )

よ22

230

引
|

7 1Ь を30

12_'

O Z61

230

230

最高使用

圧  カ

(ヽIPa)

0.261

7 18

個 数

1

種類

163

女通部

責通都

番 号

226

（↓
掛
卜
常
ω
沌
〕
コ
）



ふ｝
へ
ヽ

く瀧1)班五群,「 画誉に記戦がないため舘数の適工化を行うど              ′

くれ2)既五事計画答に記報がないため記報V)適 正化を行う.記戦内容は、班工事計画審に記戦の原子炉格納容器の燥
｀
高使用圧力の値

(注 3)lt先工事計画機に記取がないたゅ翠数の適エイヒを行う～記殺内容は、F>電 工事計画善に記載の原子炉格納容器の最高使用温度のl蔵

(注1)記蚊(′,題エイはを行う。既工事計画善には        Jと 記載                          、

(注 5)公称値

(注 6)既 I事 計lttl響 に出コし敏がないため記栽て′〕適正化を行う.記戦内容は、設計国群による.

(注7)記載の適五十とを行 う。既工事計画群には「ASTM A516じ r70A300及 びSuS27HP」 と語救   |
(注8)業大事故等時にお1)る 使用時サ)値

(江9)記舜確♂,適正化を行う。班正寧計画書に偉 「ベローズ1と 記1寵

(注 10)班 正翌ド計画終に組織がないため露ど職♂)適正化を行う。記載内容は、昭和48年 10月 26H47公 第180号にて認可された■彗
=計

画番t′)添付資料lZ-11安全注入再張環間己籍、内部スク
|レ

再僑チ漿配智格納本器,1過部強度

計算答 (分割郷7決 中船分 資料8■ )tと よる。

(注 11)記職ィ)適正化を行うi瞬と事呂l画替には「SUS304HPJと 記殺

(注 12)賞通配管につぃては、原子炉冷却系統施設¢)う ち主素気・主給水設備と兼用:

(注 lも,P禿 工事計画歯・に紀載がないため記穀
`′

)適正イヒを行う。記段内容はてB彗和48年 10月 ツ6日 47公第139号にて認可された工事計画審の添付資料12-2f蓬蒸気管格幸白容器質過都強度計算書 (分善
tll第7次申船分 資料ぷ―t)

による。

(注 ■)Scr480キ 11当

(Ⅲ 18)既 ■事書Ⅲ画密に

“

ど窮建が
'ょ

い`ため記戦の通正花を行う。記戦内蓉は、4召和48年 10月 26日 47公第139号にて離可された工事計画密の添付資料12-3「 主結水笹格納容器黄通都強度計算警 (分割第7次 申請分 資料と-3)

による。

(旗 19)貫通配管については、原子炉冷却系統施球♂)う ち非省用炉心冷却報備その他原子炉注水設備と飛用

（↓
智
卜
常
ω
れ
〕
Ｈ
）



d 電気配線貢通部

材  料
長  さ  厚  さ外   径

主要寸法 (露 ln)

構   成

変更なし

磯高使用

風  度

(℃ )

変更なし
(注 |)

138

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(,と ,1

0.305

個数

変更なし

種類材  料
1 貫通都

i番 号

最高使用

温  度 構

(℃ )
|

成

厚   さ外  径 1長  さ

主要寸法 (口m)

ス リープ
(ユ11,

122

溶接

本  体

端  板

リング

変 更 後変 更 前

最高使用

種類  個数 圧  カ

(MPa)

(た 2,

甲
貫通都

528
2     0.261

貫通部

番 号

捺

（↓
営
ヽ
令
ω
沌
Ｎ
ｍ
）



鉾
』

材   料

|

長  さ  犀  さ外   径

主要寸法 (mm)

構  成

変更なし

変更な し

破高使用

風  度

(℃ )

変更なし

変更なし

138

138

(,17,

(,Iつ

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし
てとと7)

0.305

変更なし
命工7)

0,305 1

個数

変更なし

変更な し

種類材  料
質通都

番 号

最高使用

温  度 構

(℃ )

成

厚   さ外  径 長  さ

主要寸法 (lll甑1)

スリープ

スリープ
(1■ 4)

'I:3,

122

122

変 更 後変 更 前

最高使用

種類  個数 圧  カ

(MPa)

0.261

`,IP)

貫通部

貫通部

５５‐
５５Ｓ
６００
６０‐
碑
６３０
６３‐
６５‐
６６‐
６６２
蠅
６７５
６７８
６７９

軍

‐
電線 14     0 261

貫通部

番 号

552、  554
556、  560
562、  575
576、  577
578、  579
580、  625
626、  627
628、  632
650、  652
653、  654
655、  656
658、  659

660

ぐ
◆
執
面
卜
輸
出
沌

囀
コ
）



身
『

材   料
厚   さ

主要寸法 (mm)

外  径 長  さ
構  成

変更なし

変更な し

同 左ス リープ
同左

A333 Gr
及 び

段高使用

邑  度

(℃ )

変更なし
(,17)

138

変更なじ

変更なし

138

(,こ P,

138

最高使用

圧  カ

(XPa)

変更なし
(立17)

0.305

個 数

変更なし

変更なし

0 305

0 305

変更なし

変更な し

※

変更なし

種類
通 部

料材
質

番

変 更 後
変 更 前

最高使用 最高使用

種類  個数 圧  力 温  度 構

(MPa)  (℃ )
|

法

|

(llun)

さ

主要寸

長径外
成

厚   さ

質通都

番 号

‐ m)的  的

電線  1  0.261  122

スリープ

貫通都

557

ス リープ

ス リープ

開上板

(イ ||)

質通部

(I二 .l)

(注0)

‐
電線 6     0,261     122

3    0 261     122予1ll

質通部

※SA使用前検査の変更申請(2020年 2月 28日 付け関原発第562号)

を行つたことから、一部検査対象から除く(別図参照)
珀
こ
駕卵
騨
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Ю
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材   料成構

さ1   厚   さ外  径 1長

主要寸法 (盟重)

変更なし

酵高使用

記  度

(℃ )

廷更なし

138

段高使用

EE  カ

(MPa)

密更なし

0,305

個数種類

変更なし

※

貫通蔀

号番
料材

変 更 後変 更 前

最高使用 最高使用

種類  個数 圧  力 .温  度 構

(MPa)    (℃ )

径外 厚   さ長   さ

主要寸法 (mm)
貫通都

番 号

H
602     予備    2
603  貫通部 |

ス リー

開止板

0。 261     え22

(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

(注3)既五事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

記載内容は、既工事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用圧力の値

記俄内容は、既工事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用温度の値

と記載(注4)記載の導正化を行う。既工事計画書には

(注5)公称値

(注6)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書によるc

(注7)重大事故等時における使用時の値

(注8)記載の道正化を行う。既工事計画書には「25組」と記載

(注9)既 工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和48年2月 19日 付け47公第 11429号 にて認可された工事計画の添付資料9「格納容器電線ケープル貫通部強度計算書 (通産省告示第501号 によ

る計算春)」 による。

(注 10)記載の綽正化を行う。;モエ事計画書には |||||と 記載                                                                  、

(注 11)記載の道正化を行う。既工事計画書には
'14組

」と記載

(注 12)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1線」と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「5組」と記載

(注 14)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和46年 2月 27首 付け45公 第13560号 にて認可された工事計画の資料21「原子炉格納容器板厚ならびに補強J板等の計算書」による。

(注 15)記戦の道正化を行う。既工事計画書には 記載

(注 16)既工事計画各に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和46年 2月 27日 付け45公第13560号 にて認可された工事計画の添付閣面第8-3図 r貫通部スリープおよび補強板寸法図」による。

※SA使用前検査の変更申請(202冦
稼露訴健捻黒鉄

関原
警
第562号)

を行つたことから、下部検査対象か
釣
中

ｕ
重
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原子炉格納施設                 工事計画本文 (関原発第123号 (平成30年5月 24日 ))
(4)原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部の名称又は貫通都番号、種類、個数、最高使用圧力、最高使用温度、構成、主要寸法及び材料

b.固定式配管貫通部

ｒ今
や

敷局使

)」
「   アッ

,rヽ  虹 前

一
え` 環1 後

質1自 由:

善 号

最高使 用

温  度

(で ,

122

13も

4要 寸法 (mm) 最高使用

,島   度 構

(で ,

主要 寸法 (距m)

種類  lttl 構   成 材   料
真】亜部

昔 号
種類 成 材 材

外  径 長  さ   ,V  さ 外  径 長  さ   好  き

スノープ

3,4P,

質通葡t

● =Sl

ll tI〕 6
291 17o  鶏  檄 変更な し

0.7 170  質通出番

ス リープ
122

138
変更な し

3B
301

質通部
塊   板 変更な し 甕`:更 な し

友`吏なし
0,98 95  賞遜配賛

138

ス リー プ
0.261

0.305

122

13S
も28

二!;

,1逓 部
端   恢 変更な し

0.9S り5  歯通健管

最高使用

圧  カ

(‖Pa)

0.ピ 61

0、 31〕 5

更な し

Z,7

ミ

．」
養

４́

卜
　
　
／
博

‘
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営
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'関西電力株式会社

高浜発電所第 2!号機

使用前検査成績書
∩

要領 書番号  :原規規収第 1610072号 ‐99

成績書管理番号 il‐ 11.

∩

併 4牟 12月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 警籠 4年 12月 班I白

至 資挙卒午
'2角

221

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果工覧表のとおり

成績書管理番号 :1=H

∩

∩

6検査結果  i 検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

1



関原発第 321号

関原発第 435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発葬 416号

関原発第Ь05号

関原発第513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第205号

関原発第511号

関原発第543号

関原発第618号

関原発第 23号
関原発第 23号
関原発第 293号

関原発第 5o2号

関原寿第585号

関原発第 137号

関原発第2o9号

8年 10月 7日 )

0年 3月 20日 )

0年 4月 20日 )

0年 7月 4日 )

0年 8月 20日 )

0年 12月 5日 )

1年 2月 1日 )

1年 2月 6日 )

1年 4月 4日 )

9年 5月 16日 )

9年 6月 24日 )

9年 8月 23日 )

0年 1月 31日 )

0年 2月 26日 )

0年 3月 24日 )

0年 4月 7日 )

1年 4月 30日 )

1年 8月 2日 )

2年 2月 28日 )

2年 3月 15日 )

2年 6月 10日 )

2年 7月 1日 )

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

検査申請書番号

(申請年月日)

成績書管理番号 :1-H

/~ゝ

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



み

・

)検
査結果■覧表

成績書管理番号 11=H

い

特記事項

み し

検査立会責任者

大イラゥ・ 夕,ど iプ 革任技術者

原子力検査官

ゑ 歿 魚

号 オヽ a 顔

検査結果

掟

検査年月日

令和 4年
,ユ 月を二日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
・  成績書管理番号 il一 H

襟套年月日 :命件 4年 ,2月  21 日

、検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査 申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査 に係 る使用前

検査 申請書 (変 更 申

請を含 む。)が準備 さ

れて いる こと。

記録確認 0-

検査 をす る工事のエ

程
て
、期 日及び場所 が

申請書 どお りで ある

こと。       生

記録確認
・ く0-

工事計画 の認可番号
.

の記載 が適切で ある

こと。

記録確 認 Q―r  ト

4



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(一号検査 )

成績書管理番号 11-H

検
.査

年月日:今件今年 12月 と歩 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

ハ

確認事項 確認方法 結 果 備 考

申請者の品質記録が準l府

‐
されているとと。 記録確認 0-

必要な図面等が準備 されていること。 図面等確認

検査用計器が校正 されてお り有効期限内

であること及び必要な測定範囲、測定精度

を有 していること。

記録確認 良

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良

と



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(一号検査 )

添付資将 3下 2

使用前検査記録

鱚 年月日 :毎4年 ,2月 をと層

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

・原ヽ子炉冷薄系統施設

蒸気 タエ ビンの附属設備、一次冷却材の循環設備、主蒸気 :主給本設備、余熱除去

設 r,簿 、非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、原子炉補機冷却設備

・原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )、 放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並び に格納容器再循環設備

主配管 の支持構造物    別添 1参照                .

検査項 目 判定基準 検査結果 検査方法

外窪見検 査

組立て及び据付 け状態を確認

す る検査

設備及び機器が工事 計画 に従 い

製作 され、据付 けされ、所定の性

能 を有 してお り、技術基準 に適

合する ものであること。

2 〇

備考

・記録確認は、工事計,画 に基づき 申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1適 合性確認検査成績書の識別番号 :T2-卜 0219、 T2-と 0219(そ の 2)、   ′

T2-1-1903、  T2-1-1913、  T2-1-1915

※ 2 霞視で確認 した範囲 を除 く範囲について確認

。日視で確認 した範囲 :添付資料 3-3参 照

6



添付資料 3‐ 3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
イ  (ヽ一 号検査 )

(立会検査 )

成績甍管理番号:1-11

検査年月日 :今か4年  12月 争1日
、        検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査結果

子
全

検査対象設備名 十項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子 炉冷却系統施設 :

下次冷却材の循環設備

非常用炉心冷却設備そ の

他原子炉注水設備

外徘検査

組 立 て 及 び 据

付 け 状 態 を確

認す る検査  '

え 目視
※

備考 :

※ :検査対象設備のうち、 目視 によ り確認 した支持構造物 は以下
「
のとお り。

P― CF-21B-006A、  P― CF… 21B1007A. PiCF-21B-009、  P―AC-27G-013、  P―AC127G-005

7



施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 配管サイズ 確翌日

離気タービンの附B般韓

弁(2口性980A.B,C及び2冊 550A、 B、 C)～弁
¢FW 50払 、B、 Cl

|

,・IF-20FЧXttA

後 4舟

12R芝日

「

1卜 21卜 011

田 F-20F 001R 4

P―:卜 21F‐ 008

P‐IF-21F→07 ■

卜IF 21F-000

P■ 卜20卜005R 4

,■F-20F-004N

P‐F… 2BF‐ tЮ3R 4

卜 I卜 2,F021 4

,■Fi21F‐ 020 4

「

1卜 21卜 019 4

P‐F…2,F`018

卜F-21F O,7 4

卜F21F Ote

曲

「

21F01じ 4

卜 I卜 21「 014

,■F-28卜 019A

P■F-2'F031-1

P‐ lF‐ 2,F‐ t131 4

,―F-20F01之 N 4

卜 I卜 21F Ca0 4

曲

「

28卜 01lR 4

四 F‐28F―010N

田 F-20F OODR 4

卜 IF‐ 21F-021

Pい:F TaF 00BR 4

P IF 21F‐ 024

P■卜21F023 4

家 2AS-100A、 B)

タービン動補助給水ポンプ

2貯MS‖ 870A

2H―MS卜 0700 0

2卜MS卜 005

2昨MS肝 800A 0

2昨MSH 808B 0

2H‐mS州-30'

2‖―MS出 800A 0

,々1-MS出‐a"B

2昨障SH―SG2A 6

2H・ MS‖‐002日

2‖‐MSHia,lA 0

2件MS卜 871B

2H‐MS卜 872

0

2‖―MSW‐80,A

0

2‖報 SH→欝

211‐ MS‖-8,9A 8

2‖ MSH卜 0,3日

2H‐MSH-0“ 0

2H― MSH―aS9A 0

2H― MSW…809B

2H‐MSH-832 0

2H― MSH-0ア 4

2H‐ MS出―aSl 0

2件MS「 852

2‖‐MS‖―a14 0

2‖―MS‖-859

2出‐齢S‖―a20 `  。

2H― MS‖-2000A 0

2H一 MS出‐2000B

つ
・
1れfV,

(1巧σ

8



施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 配管サイズ 腋露日

弁(盈AS-100A、 B)

,―ビンn補助伯水ポンプ

霜気タービンの附H設●

夕iビンn補助構水ポン`プ
～弁12円卜550A.B、 C)

領ホ,ンク～奮水″ ク出日配管分岐粛

往水タンク出口配管分岐点

B電働補助給水ボレジ入口配管分岐歳

2出‐MSH‐Ы

'

f浄4'4

1え獄22凰

0

2腑‐MS卜 2810

0

2H‐ MSH 2011

Ms}ri9 0

MSH-20 9

MSH-21

0

MS卜 23

0

MSH 26

MS卜 20

MS肝30 B

2「MS「 aec

MSH-09 0

MSH-34

MS閑-1020

0

MS卜
'∞

5

MSH-100D 0

0

卜 3

0

干 0

H-10

H→ 0

C

W-9 C

出 E-27U-247 0

P■Eセ ,u-240

10 恥

"患

捧,2R21
APS「 Ⅲ20

神 41春

12R22B

APS‖‐盈t

APS「 2'

APS「 29 10 ,

10

APS卜 25 10

APSH卜 26 10

APSH-2,

APS‖ -20

APSHヤ 0

APSH‐ 90 10

之H APS昨 90‐ 2

APSH卜 31 10

APSra2

APSH‐ 33 10

APS卜 34

APS出  35 10

t0

APS卜 50

APS肝 01 iO

APSH-38-1

APSttS2

APSH― Sa

2備―APSL002-i

P―tB‐2,S‐003

ゎ]|ンタ I

tZると

?



施設区分 段強区分 嶺目表 サポート番辱 配曽サイズ 確認日

薫気夕れビンの附属設

“

復水
'ン

ク出日配管分岐汽
～At働組助給ホポレプ

2H―APSH‐ 12-1

今紳4与

12R22曇

0

APS出‐OS

APS‖-54 0

APSH卜 5お

B遭働補助結水ポレプ八日再,管分岐粛
ギB載 1と掩助綸ネポシプ

APSH‐50

APSH卜00 0

APSHrel

住水タンク～タービンL編助結水ポンブ

10

APS昨 2

`じ

APS卜埼

i0

APS「le

APS日い

'

10

APS‖‐0

APSH卜 10 10

APS出‐11 10

10

肝 APSH-1'‐ 1

2H=APSH-12-2 10

APS‖‐13

APSH卜 14

APSH卜 15

APSH―
'C

10

APSHJ,

APS‖-19

10

APs昨 3a

APStt aB 10

APSH-40

10

APSH 42

A'Sh 49 10

APSH 44 10

APSH卜 48

2「APSH卜 45-1 10

APSH―■0

2H―APSHJG-2 10

APSH-40-1

AFStt-47 10

APS卜 10 10

APSH-40

10

―次冷却材の掘駕改樹
128余路除去ライン用曽台
～弁(2鮒 OV-8702A、 8)

P― CF‐ 21辟001A.

牟俸44
12R2:日

P・CF-21隣 001B

P―CF 21B ω2

P‐CF-21B‐003

卜 CF,l「 004A

卜 CF-218‐ 001B

,― CF-21日 に005

ドC卜2180∞ A

P‐OF-218∞ GB 12

P―CF 21B 00,A

P― CF‐ 21B-00,8

P―CF-218000

P― CF‐ 219■ X'9

RHnTi39

RHR 130N

う11小

(3/3c

卜θ



′⌒

旋設区分 設備属分 晏目表 サポート書母 配管サイズ 碇協日

―久冷却材の確瑕般●

1つ B余鶴除去ライン用管台
～弁(つ MOV‐B,02A、 B)

RHR-142N… 1

命か今
'身

I峯Rオ I鳳

R出肝 IttN立

R旧卜 141N

MR-140N-1

R‖卜 140N=2

R出n「 150R

R‖R-3000N

加圧尋～叙 2MOV 8000A、 8)入 ロレジューザ(GX
3)

0

PRL‐01R I

PRI餌 脱 0

PRL‐,0

4B―次冷却系スプレライン用管台
～加圧番

RS卜3,N

RSP‐ 3aR

RSP-94N

RS卜15N 4

RSP-32S

RSP‐ 90N

RStta,R 4

nSP-2■ 27

RS卜85R 4

:iS出 OR

RS四 411

4

RS卜00R‐ 2

FC‖ -21B‐ 000 4

P‐ C‖…218010

P―CH― l々辟じ11 4

P… 0中…2,辟 01た 4

RSP-81N 4

P→肝 21B―師3

′―C昨21B-014 4

卜 CH‐21B‐ 015 4

P‐OH-2,D=010 4

卜CH-218‐017 4

RSP― ,6N

RS'一

'4N
4

ASP‐ 80R

RSP 40員 4

RSP― ,3N 4

4

RSP-40N 4

RSP ,lR l

RSP‐

'ON
RSP-44R 4

RSPい 09N 4

RSP→ フト 1 4

RSP対 7辟2

RSP-00R

RSPお 04R

4

RSP→ 9R‐ 1 4

RSP→ 3昨2

RSP-02N 4

曲 昨 21B‐ 001 4

t,‐CH‐219002

P―CH-21B-001A 4

P-OH‐2,隣 003B

1!lみ

令/,6

７

く



施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 配管サイズ 確認日

―攻冷却材のほ環設備

4B―次冷却素スプレライン用管台
～加圧器

P-OH-21B004 1

命紳今年
12AみIB

卜CH陸 10‐ 00S 4

卜CI■21B000

囀 ‖セ1卜00' 4

P―C‖-21B00a

弁(2V=0040A、 日、C)
～12B安全注入系ライン用管台

ACL‐ 111

ACL g卜 :A

AOL-ON‐ B

ACヒー20N

AOと…20N

ACド90N

t4B―次冷却桑加圧暑サージライン用管台～加圧
番

SuR-12N 10

14

SUR‐ 10い , 14

SU時10肝 2

SUR‐eS 14

Sυ辟ON-1 14

SυR‐ON―?

SUR■ S 14

SUR 3N

SU卜1予 1 14

SUR-lS-2

加圧器～弁(2い 0010A、 日、C)

、  PRL 84

PRL‐02 0

PRL 80
`

弁QV-0040A、 日、C)

0日安全注入系ライン用曽台

SIS-100N 0

Sl併110R 0

Sl争145R

SIS■ 180R 0

主嘉気・主緒水駿傭

弁12剛ヒ∞2A、 日、C)
～縄助給末配管合茂点

PJF-2,F-005

A副 002N

AFW‐ 001R

AFW卜003R 4

AttW‐ 004R

格納害器貫通部PE`齢 225、 251.352

主謙気配曽分岐驚
弁(2mS-52,A、 日、C)行き

MS-48N

MS-40N 00

MS-17

! MS-105N-1
30

鮒S-185N-2

MS-104R―A 3じ

MS-104R‐B 30

MS-108R A 30

MS-103R‐B 30

MS-16211

MS-102tt 2 30

確S‐ 101ヽ 1 1 OD

M群 101N-2 30

MS-160N 90

MS-00N 30

MS‐36C-1 3D

M併30C2 ao

wS‐ 1581:1 30

MS-33N

酪S-34N

MS-92C-1

MS‐92C‐ 2 30

30

‖餅290-2

夕Ⅲみ i

働 と:

イ之



〆
‐`

,

施設区分 設備区分 要目表 サポート缶骨 配管サイズ 韓認日

主薫気・主給水餓 Ⅲ納響帝1轟評環鵬精ぎs黒 :ま絣誓
気配曽

今静44
12R21B

,

MS-16,N‐ 2

睛S-2S(1)

MS-21(2) 30

MS-158R

MS 25時 A 30

MS-20G-1 30

MS―
'3N

30

MS-24N

MS-20
1  30

30

MS-1'aFt!

MS― r,aR 2 30

MS-1,7N

MS→ON 30

M舒,ON

MS‐ 1,CN 30

MS-68(1) 30

MS→a12) 30

MS-66N

MS OVN 30

MS■17SN― i

MS-1'SN‐ 2

M併 1,9N 30

MttGd印 ) 30

`lS 09(2)

MS-61N‐A 30

睛鮮0[N― B

MS‐02C-1 30

MS→2C-2

MS‐ 50N

M併60N

MS-30N 90

M餅 10,群 1

晴S-10'S-2 30

ac

M併180肝 2

MS‐IBSR 80

MS-2001R

MS‐04‐ 1

MS-154R 30

M∈2000R‐A 30

MS-2000R― B 10

MS 2∞ 0「C

MS‐2007N 30

MS―之008N

MS‐2000R 30

MS-2010R―A

MS‐2010R―B

00

M併0牛2 卿
・

‖S‐04‐ 3 10

MS-201l N

MS 2012R 30

MS-2013R A

MS―⊇013R―a 30

M併 2013R―む

WSや午4 30

M併 14

M鮮
"

30

`lS‐

l14-5 30

丁11姿.

(6/Jb

'3



施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 配管サイズ 機協ロ

30

W併201lR A

MS-2014R― B 30

MS-2C14R-0

MS 2015N

30

M争5'B

30

MS-2020R 30

30

腑S-55酢A

MS卜5SN"a 30

Ms-202定 R―A

30

M辞2022R― C‐

mS‐05-2

MS-20'3N―A 90

MS-2029N… 8

MS 05-3 30

MS-OS‐ 4

ao

MS―空024R―A

00

MS 2021卜 C

30

MS-05→

MS-2026鮮 A ec

M餅202CttB

MS‐05‐

'

30

30MS CC I

MS‐00S-1 30

MS-90S-2 30

MS-2000R 30

M餅2031R 30

鞘争 2032N

MS-82,A 30

MS e2,D

M鮮87 30

MS 80時 1 90

MS‐eSN‐2 30

MS―IB3R 30

90MS‐DIN

MS-92N 90

MS-182「 i

MS-182R2 30

M餅2033R A 30

MS‐2031R‐ B 30

MS-2033R→ 30

ms oo‐ ,

30

M併7'N

30

MS-2034R― A 30

籠併 2004R‐ 8 30

30

MS―∞‐4

30

MS-00-5

30

30

MS-20d5R―C

MSい 06い 0 30

ク'I″密'

(Ч みと

14



う'I狛
F

(蹴 わb

オ
~｀

翻曽サイズ 確認日要目表

MS-11 30

30

MS'010N―
`

MS‐2016N-2 40

MS― ,0,N

00

MS→

晴S‐33 10

MS-61

MS‐20a6R 30

M併 181N

鮒S‐ ,4 30

睛鮮 2037N

FW 201R 10

16

口W―⊇43R

FW 244N

,wE203R ,0

16

10円卜200N A

16口W喧2∞‖―B

円卜宜

"RA
耐
「

20GttB ie

肝 207N

泄 200N 10

肝 200N

10円卜JON

FW‐212N 10

FWr-3, 10

,0

FⅢ 218R 〔0

昨 210N―A

P出し219N―B とo

FW‐220N

ICFW‐221R

剛 2之3R 10

10

耐
「

220N払 10

剛 120N―□

10FW‐22,N

FⅢ 2,91t IC

10

叶 a々ttR

10

PW-234R

FW‐235N=A 10

FWセ 00N

FW 287鳥

FW″ 98R

FW-245R A 16

FW 245時 B

FW-246離 A !0

FW 24,R

10

10

今紳4年

12R''日

Iξ



館設区分 設僧区分 要目表 サポー晴 号 配管サイバ 確認日

～格納害器貫通部,E磁 26、

主落気・主惜ネ撤

"

粛気発生器A.B.0下 流レジユエサ
(3,X30,

～格納暮善貫通鶴PEN″ 225、 251,352

格納容悟貫題部PEN'226〔

～盛気党生器A、 B、 C

FW-250R 10

今分″今界

12R21凰

酢 251N

16

FW-264韓

FW-250N

16

FW-258S

口″-2G5RA 16

FW-265R‐ S

削 2GGN―A 10

,wL200Ni日

,肝287N ,0

口W―た00N

16

昨 2,OS-1

PW卜2,OS-2 10

M併 102い t,

MS-102N2 30

M子 100 30

MS‐ 101 30

MS-104N

MS-105N 30

M舒 100 30

MS引 08N

MS-112 1 30

MS-112-2

晴S―

'13-1

30

朗争 11争2

30

M併111 . ac

‖舒H4N 30

MS-115N

MS‐ 110N 30

研併 118 30

MS-11,N

MS― ,21N-1

MS-12,時 2

30

MS-1抱 0

MS‐ 123N 30

MS-124N 30

MS-12SN 30

MS-127 00

Ms-120N

30

M争 130

‖S-131N 30

M争 132 30

FW-11lA

10

FW‐ 152A

10

Fh卜 100N 10

冊 1電

'S
10

昨 104 11

則 -164N

11

FW-100N― B

!0

FW 103

FW 170

ろ1笏尋
‐
1

t'あむ

,6



ち
Vi狙

卜 1

(19カと
配曽サイズ施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 確認ロ

口W¨

''ON
11

FW‐1,C

10

冊 1,4

10

10

機構暮書貫通部PE卜硝22G、 250、 951
‐本気発生器A、 B、 C

FW‐ 100N‐ B

,(TN-2 002 0

2腑―MSr2802

2H―MS卜 a01B 0

(TN‐ 2-003

(rN-2004 0

2H― VS出Ⅲ2803

2卜MS‖-004 0

КTN-2‐ 001

,H―MS卜 aOD C

主蕪気配管分岐点
弁12AS 109A、 D)行を
～弁(2AS 100A,Bl

2H MSttaOB

9

MS-200SN

MS a03 8

MS―塞珀2R

a

MS―倉0`9N

a

MS 3∝ a

MS-313飩

MS―約ねN 8

MS-301 0

睛餅 302 B

主語気 ,主結水騒芭

弁12MS-520A、 B、 C,行 き
～弁(2M手520A、 B、 C)

生恭気配曽分岐虚

確HR‐50

10

RHR-00R

10

R‖卜00N

10

RH卜 71

RHR‐ ,2

RHR,4 10

RH日■,OS

10

RHR 10,

RHR-100 10

RHR 20'

RHR-202R

10RHR-203

RHド之04

MR-205 10

RttR確 00

RHR-208併 1 ,0

RHR 208S 2

RHR-20,

RHR 211
`0

R‖R2,2 10

RH時 ?13

R‖ R-21lS-2

粂舶除去設備
余需除去ポンプA、 B出 ロレジューサ

(10X8)
～余魚除去クーラA〔 B

:2R夕IB

4'4

'7



/1″
ミ`

″
がう一う

ｔ11彦ど
サポi卜番号 配曽サイズ 碑毘白設償区分

,0

RHR a0 ,0A.B余熱除去クーラ～弁(2HCr603A、 B)

R‖賠222 0

RH時,85R

RHR-200'R

RHR-20,R

RHR-288S

R‖ R-288N 10

R‖肝 D2A

RHR-208N

10

RH卜之ω l

RHR‐ 226 10

剛 卜″ア

10RHR■ 2012

R‖辟22e

ftHR‐220A 10

R‖時 290it

R,lA-20,'t 10

RHR-98 10

10

R出辟 101

RH辟 100

Π聞時2000

RHR 3020N 10

RHR,92

!0

田 賠233

RttR‐233 〔0

R‖詳230

RttR-201S 8

RttR 209N 8

B

a

R‖R203N

Rl→R-204N

A、 B余機陰去ポンプ出ロライン分嫌点

A、 B余働除去クーラ出ロライン合粛藤

RttR-295R

P― CF‐ 21B‐ 012A 12

P―CF-21B-01,B

P―C卜 21B‐ o10

卜 C「 21辟 015

P― CF-21B‐ 016

R‖圧 ‖

RHR-10 1,

p― CF― ,,辟 01,

卜 C■ 21B‐ 018

P‐C府21卜019

RttR‐ 16

RHR■ 17

aHFt‐ 10 12

P-OF-218‐ 020

RttR l17S

RHR-144

R‖Rど

'49

RHR-148

8



施設区分 設常区分 要目表 サポート番号 百!嘗サイズ 韓露日

余擦除衣l殺常

舅〈2MOV B702A、 B)～ 弁(2MOV 8VO!A、 〔ユ)

RHR-140R

袢 物
12風ユIR

F,HR 101R

RHR■ 155N

`ミ

HR-150R

RHR-300,N

RttR‐0008N 12

弁(2MOV‐ 9,01A、 Bl

～格納審B貫通部PE11'227、 定7'

R‖府20

R‖ R‐ 21 1を

田→肝24

余線摯ン夢買召ヨ坪笠と,g長点

IR1lR「21 12

R"R-20

RHR-33

Fと
'lR 33

12

12

R"貯30

nHR‐ 40

RH卜41

R情肝

“
Ft‖ R IS0

R‖ R‐ lG0

R‖R301lN 12

R‖R-102 12

nH卜3003

RHR 3015N 12

RttR 103

RHR-164

R‖R-3010N

RttR‐ lSC

R‖R-107

RttR-3017R
'2

R‖R-100 12

鮒 R‐3018R

R‖R-1'0

RHR-17,

R‖卜 3010R

12

R‖時 1,3

R‖R3002

R‖R3004

RHR‐ 9020N

R‖卜 1,0

RHn卜 1,S

日‖肘 177

R‖卜 1,o

R腑辟 170

R‖貯 101

RHR‐ 3022N 12

R‖辟 18倉

RHR‐ 3∞0 12

余齢除去ポンプ入ロラインとの合流汽
～余熱除去ポンプA、 3

RttR-4G

ち4宅多1

`ぐフい/,ι

1‐ 9



施設区分 設備区分 凛目表 サポート●号 甲管サイズ 稽露日

余熱除去ポレプ入ロラインとの合流点
～余錦除去ポンブA`B

象熟除去設備

吉温臼注入配守分岐慮～弁(2MOV‐881,A、 B)及
び弁(2MOV―agiBA、 日)

弁(2MOV～8000A.B)～
余熱除去ポンプ八ロラインとの合流点

◆れ4与 ―

12鳳 21R

RHR-40

14

R‖肝 101111

F'WR-33

R出辟m23時 t

RHR-3023L2

尉lR-100

R‖R f00 14

R‖R3024N 14

R‖R■1025N

R‖R-3005 14

R出辟 192

RttR‐30'CN 14

RHR 3027,|

14

R‖賠 104

lC

舶 辟 101 10

RttR‐ ,05
′    10

R‖賠i"

10

10

R‖R 1004 10

R‖R‐ ∫005 ,0

R‖時 121 10

R,tR-117 10

RH卜 118

RHR-116 10

RH賠 115

10

:も→時 im0

R‖ロト2∞9

R‖辟238 ,0

RHR 240 10

RllR‐242 10

R11辟 244

R出負‐

'16
R'1鮮 246

R‖南 4, 10

田1肝2000 iC

R‖卜2007 1じ

RHR‐ 248 10

RHR 248

RHR-250

RHR 2005A 10

RHR‐ 200GB 10

期 11251

R‖ R-3028N

RHR-2,3 10

10

10

RttR-255-2 10

RHR… 2004

う
げ
:〃″ l

ti3汐ど

ユθ



ち1徐■

('牛彦1

施設区分 設備区分 要目表 サポートを号 E曽サイズ 確認日

Sl争00R

SIS-61R e

SIS,152N

SIS-11l N

SIS-182N

SIS-1● 3R‐ 1 0

SIS-lea辟 2

S:争104R G

創 S‐ lGSN-1 0

SIS-105N‐ 2

SIS■ 16SN

SIS 10アR

SIS‐ 100N 0

SIS-1'N 0

SIS 17,S

SIS―

'ON
0

SIS ,72N 0

S:争173N

SIS-1,4N 0

SIS卜1,SN

弁(2い80,報
黒漁賊留謂

日配曽含

CSIS-lSaR

SIS 134N

SIS,155R C

SIS-150N

SIS-lS'R G

Sl学160N

SIS-1'CS a

余魚除去クーラ出口弱 合流点弁
(2V―B044A、 日、Cl側

弁12ra045A、 B、 C)

RHR 124
弁て,V8819A、 Bl～

構舶審B貫通師PENⅢ224,203
R‖R-123 ,0

0

SIS-4

SIS-7 0

SIS―●

SIS-10R G

SIS,12 0

SIS‐ 2ヽCA

0

SI併504N

0SISr500N

SISコ 11

SIS‐40.g。 10

S:併
'1

|

SIS―,2 0

SIS 74R C

SI←73

StS-75 0

S:S'電 R

SiS―,7 0

0`

SI併51

SIS-32 0

SIS-123A

C

SIS-45

0SIS-4'

0

StS-112

SIS-25 0

弁(2V00,lA、 B)下流分岐点
～弁(2V― a073A、 日、C)

SIS-1'4A

今争つ4年

IヶR21凰

21



和之移`
(16~ち ♭

施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 配管サイズ 確認日

ACとい01R

ACL-52R

ACい50R

AOし-35
弁(2MOV480BA、 B、 C)

弁(2V-805SA、 B.C)
ACL-37

ACL‐ 48N

ACい 1011

,忠ACL-OR

ACL一 ,'S

ACL-ON

ACL 42N

ACL-4S

AOL-41N

ACL-141: 12

ACい 15R A

ACい 15R‐B

ACL-17N

ACい 10N―A

ACL-10N一 日

ACL-44N

,ACい20S

AOL-18R

ACL― 猶S

ACt-211!

ACL‐ 2,N 12

ACL-26S

弁(2V0056A、 B、 C)

弁(2V8048A、 B、 C)

ACL‐ 31S

14

R"卜 11S

R‖R-13■ 1 14

印 貯 134乾

R‖時 132

R‖R-130 14

14

R‖伴 128

14

R門卜 12C

14

RHR 201

RHR‐ 200

14

舶 R2S,

RH卜1∞⊇

R‖R-113 10

RHIR ll空

AM‐ 1-2A

AM一 I-33R

0

AM l-00N

B内部スプレクラ 出口分岐点
弁('MOV‐ 3'46)行 き

弁(2MOV-8746)

B奈熱除去クーラ出日配管台流点

0

今わ今年
12R21B

22



施設区分 散構区分 妻目裏 サポー晴 号 暉曽サイズ 確認日

弁(2V803SA、 8)上 滝分岐汽
～弁(2V-8035A、 B)

弁Q千0030A、 日)～弁(2V8040A,a)

弁(2raD370)及び弁(2V-8030C)
～弁(2いSall,c)

燃料取替用水タンク～弁(2■,OSe)

弁(2V-8026)～ 弁(2LCV-115B、 D)

燃料取韓用水タンク～弁(2MOV 0100A、 Bl

内部スプレクーラ出ロテストライン分岐点

弁QMOV対 490A、 日)

燃料取善用水タンク

神 十′4.

12R21B

SIS B5N 0

S:S-121A 0

SIS‐ S00R

SIS SOI 0

SIS‐ 502

SIS-122A 6

~` SIS-lCaR

SiS 102R

StS‐ 0,R

SIS-90R 0

StS-191R

StS-113R 0

SIS― ,34N

SIS-135硝 0

StS-197N

Sl争07N

St辞,04R

SIS―,1l R

SIS-1∞R 0  く

SIS‐ 142N 0

SIS-140N

SIS-1“卜
'

0

Si手 1鶴N

SIS‐ 194R

P AF-2,W‐ 005 14

P AD 2,肝 104

P AF-2,W‐ 097 8

卜A卜2W035

卜 A併2,W‐103

P―A卜2肝 002

P―AD-2杵 192 ,4

'―

AC‐27G‐ 001

P AD 271( 170

9併今年
12Rユ a

P―AO‐2Ж‐1,1 4

P A6 2,W038

P AD 2,K‐ lSe 4

V―Aレ27貯 166

卜 AD 2フ К■,50

P―ADセ 7辟
'00

P‐AD-27K■ GI 4

P―AD=2,K― 102

P―AOい27К-16a

F―AO-27К 'C4

P―AD―
'ア

府 reo

P―AD-27貯 ie9

Vい AO‐2,齢‐070 4

P AD 27酢 0'2

P AD 2,M-0,4

P AD― ?フMO'8 4

P―AF-2,Wi12,

PA卜27W028

P AFセ ,W l130

り'I

(lι

級

を
'6

23



り
'件

1

(11ねう
健耀日施故区分 識●区分 要目表 サポート番号 記管サイズ

P AF'7呼 ∝ 1 4

卜A「2,W039

P‐AF-2,W034

P AF2,wi00, 14

時い4捧

12R22B

内部スプレクーラ出口,ス鬱 イン分岐森

井(2MOV 0190A、 Bl

館料取警用水タンク

P‐AF 2肝003

P AC-2,G-002 8

P‐AC‐2,∈003

P AC 27G 004 0

P―AC‐2,←∞5 B

P―AC-2,G卜006

P‐AC‐

'フ

G卜007 ,4

P AC 2,m8

卜 AC‐ 定
'‖

‐001 10

P AC 2,昨 002

10P AC― P,‖‐003

卜 AA 27日 -005 10

P AA 2,H却 ,

10P―AA 2,H∞ 働

トハA2,H-000

P‐

^A27H-010
,9

P―AA工 2,H卜 011

P‐AA‐ 2,卜 012

P AA々 ,昨019

10,‐ハA-2,酪莉,0

P AA2,M-080

P AA2,略 ‐DB' 10

P AA2,M-002

P―AA‐ 2,M‐ 08G 10

卜AA 2,M-004

10P―AA‐ 2,M‐005

P―AA-27M000

,一AC-2,旧 -014 10

10

P AC 27‖卜910

PいACセ
'「

C,7 10

P AC望フトCie

10P―ACセ 7卜Of9

,TAC-2,昨 020

10

F A6セ ,H042

10卜 AC―
'7H-023

P AA,,H025

卜 AA‐ 2,昨026 10

P AA2,HOお 10

P―AA 27Hコ 29

P―AA-27貯 172 10

P‐AA-2,K-173

P―AA-27昨 1,4

10P― AA‐2'K‐ 1'5

P AA 27(1'7 0

,■辟27G05,

,―服Ⅲ27G→ 01

'…

10… 2'G002

P■8-27∝009

燃料取付用水タカ 出日配曽分岐点及び
B電働編助綸水ポンプ入日配住分岐査

原子炉下郎キャビティ注水ポンプ
及び恒設代曽軽圧注水ポンプ

24



施設区分 設曽区分 要目表 サポ
=卜

書号 配管サイズ 確認日

癬料取曽用水タンク出日配管分岐点及び
B電動福助情水ポンプ八日配曽分岐森

鳳子炉下部キャビテイ注水ポンブ
及どほ段代曽低庄注水ポレジ

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水
競

恒設代脅任圧注水ポンプ

B内部スプレクーラ出口配曽合流歳

今俸十分

1,RケIB

P■卜
'76047

卜
`い

27∈010 14

P■ B-276 0St 14

P―IB-2,G「 059 14

P‐le-2,6054

田 辟 2,←00S 14

卜 IB-2,い 023 14

卜IB 2,9-0?4

P‐1日■2,GH125 14

卜隣 270却獅

卜 IB-2,a‐ 027 14

P■ B-2,← 020

PJB-2,G‐ 0之 9 14

P―廂-270や 37

卜lB-27G‐ 038 14

田 辟 276-040

出 8-2,∈ 041

田 B-27G-042 14

田 B… 2,G「043

卜旧
'7G044

14

P‐IB-276015

P AC-27G‐ 022 14

P‐AC-2,G 000 14

P AC'7Gコ10 14

卜AC―p,Gヽl,1 14

卜A∝ 27G却
'2

卜A∝2,G‐019 14

,―AC■2,Gr014

貯AC-2,G‐麒S
'4

P‐AO‐ 2,GrOiC

P―AO-2,G「 91,

P‐AC‐2,G…0'日

P AC-27∞19 14

P―AC-2'G‐ 020

,=AC■2,6「 021

P―AA―定
'M‐

∞1 e

命鉾今″4
1五Rμ凰

P AA 2'M002

P AAを ,31009

P‐AA 27M-004

P AA″卜 000 0

P‐AA-27M=00G 0

P AA 27昨 007

P AA 2γ晴‐008 G

P―郎 -2'眸 ODD

P AA 27肝 田0

P‐AA‐27酢Ы l 0

P―絋 -27M-012

P‐AA-27Mい 010 0

P AA 2,Mれ 14,

P―AA-2,M‐ 0,5 0

P AA 27Mコ 17 6

P‐AA-27Mコ 18

P―AA-2,M・ 0'9 e

P‐AA-27M-020

P AA 27Mや
'1

P‐AA-27M‐ 022 0

P AA 27M約 23

ゲi々ri

(l静 /,ι

2争



御
彿

η

守

み

ｔ施設区分
|

設備区分 要目衰 サポート番号 翻守サイズ 確認日

恒設代,任圧注水ポンプ

B内部スプレクーラ出日配曽合茂点

可担黄代替に圧注水ライン接続ロ

値識代借低圧注水ポンプ出日配曽合魔点

P―AA-27M→ 25

0

0

0

0

6

0

0

0

枠 4年

1主 Rニネn

0

0

C

0

0

0

0

C

P―AA 2,併 0塑 7

P AA 2,MⅢ 29

P AA,7M-001

P AA'7M-033

,…AC-27M-03,

P―AC 2,Mや98

PW'M Oaじ

P AC 2,肝 040

P―AC-2,M‐ 041

P AC-27M-042

P AC-2,M-019

卜 AC-2,lお匈14

P―A卜2,‖
=048

f〕 A卜2,肝 040

,― AD卜,7M 04'

P AD-2,昨 049

P AD 27M OSI

P‐AD-2'M― t102

P―AD 2,Mコ53

V―AD‐27M‐054

V=AD-27肝055

P‐ AD‐⊇,M‐ OSG

P―AD-2,卜 05,

P ADい2,昨 030

卜 AD■2,M卜050

P ADセ
'M‐

000

P AA 2,L‐ 07'

P AA 27L‐073

P―AA-2,L‐
`l,4

P―AD-2,と 001

P― Aじ‐

'7L‐

002

'‐

Ap_2,と 003

P―AD-27と 064

P―AD-27に 005

P・AC―
'7L-000

P―AC-2,い Oc7

P AA 2,L OC8

卜対立 ,L-04,

P―AF 2,L048

P AF 27い040

P AF2,L-OSt

P―A卜 2,L-OS2

P AF2,い 053

,‐AF-2,ビ‐034

,一AD-27L=055

P―AD-27L―OSe

,―AD-27L058

P‐ AD‐27L-059

P―AD-27L-000

62



施設区分 散衛区分 憂目表 サポート晉骨 弱告ウイズ 確認自

斑担挙代けに圧歳水ライン後線口

観駁代0将重注水ポンプ出口諷曽含驚点

PA← 2,Lい 030 0

命停4与

IとR22R

卜 A争 27い010

賠 AG‐27L041 0

P AG‐ 27L042

P AC‐ 27い043 0

卜AGヤ,い044 0

,‐AG 27t‐ 048 0

F‐AS-2,L040 0

P AC‐2,L‐ 000

P―AG…2,い080 0

P‐AS―P,L000

P・AS‐2,L001 C

PA← 倉アL092

P‐AC-2,L-003 8

P‐AC 2,い 02,

P‐AS‐?'L"000 |

卜煎}2,レ 03: 0

P‐AS‐ 2″L■ ,32 0

卜A∈2,■ 033

PA←27L‐ 004 C

,‐AC-2フ し‐00B e

,A←2,L030 C

'―

AC 2,鮮 03, |

P A6 2,い 000 0

P‐Ar2'L-018 ●

卜 A‖-2,L010 a

P‐AH‐2,L-020 9

P‐川 -2'L-0な 1 0

P―組 ‐2'L‐ 022 0

PA=12,い 破 3 0

P AM‐ 27L-0,1 C

PA,Ⅲ 2,L025

P―肝 2,L‐02C 0

「
‐AⅢⅢ2,L027

卜肝 2,L‐ 028 0

P‐F貯 2,L-001

卜出‐2'は 002 0

卜 賠 P'L‐ 003 0

卜昨 2,L‐00, 0

卜F,「 2'L‐008 0

卜 耐■2,[010 0

卜F昨 2,L‐ 0“ 0

P‐冊卜2,L012

Pf卜ぞフL Oia C

卜 F昨2,L014

P‐F昨27t01S 0

卜 FH‐ 2'生‐010 0

,‐ FH-2,と‐01, 0

P AH-2,■‐0,5 0

P―A「卜2,こ-0,G

P Ar卜 2,とや,7 0

P組‐2'生‐0'a 6

P―肝 盆,こ‐0ア0 0

原子炉下部キヤビテイ注水ポンブ

A肉郎スプレクーラ出日配曽合魔点

P―AA 2,К-100 4

P‐AA 2,に 100 0

P AA 27К -110 0

P―AA‐定
'K l,1

C

P AA,7K-112 0

P AA‐ 2,K‐ 119 0

F AA 27K-111

P絋 27К‐ti5 0

,‐AA 2,K-110 0

卜 AA 27t(‐ 117 0

'‐

AA‐2'!く―li8

抑な 1

υぷ彰ちち

27



埼設区分 設備区分 聾目歳

“
「

―卜

"
配曽サイズ 磁露a

B手
"い

伊警雪脅穀 ブ

ー
プレク→ 島霊― 聴虚

'球
いと,X-1'い

枠 4枠

|みR2ユ R

P"崩‐″肝 1'じ

'‐

瓶 ‐2?ヽやtti

9‐AA‐り ‐ヽ

'館

0

P‐盤‐コ ―ヽド

'‐

4‐ 4薫-1" 0

,‐静 1例 (やi獅

卜静 t'に‐taB 0

P鳳 つ ‐ヽ確,

P書静
=亨

【‐1籍 6

Pu磯電な‐IB宮

隣 郎 ra,x,,働 C

'-4'に
―常i 0

,―絲セタ無・ ,W

″れ をV■―t欝 C

|″

…Ⅲ~''… …~輌
恥下

~~~マ ーー‐
P・Aお‐燃 ‐r“

,けAO‐ ,む ―ヽl毎 0

'Ⅲ

籠‐2'確…1“

=,中
AO欧"ヤ3″

キ痣周鷹二
'“

‥ D‐a“●1■ 0

fⅢ
ⅢA併を,無-14▼

V‐AO‐と猟‐14 0

V AD 2,K140

P AO‐27K-150 0

PAじ -27К■151

卜 AO-2,К-152

卜AD-2,K-153

P―AO-2,K-154 0

6

原子炉捕機冷却股常

B充てん/声圧注入ポンプ出日配営分崚点～口充
てん病 圧注入ポレプ海水掛水用ホース■茂旧取

合点

,工 F―之,F-007 4

,‐AF-2,卜000 4

B充てん/声旺注入ポシプ海水
排水用ホ‐ス下流側取合点

～鳳外敏出増

P AF2'卜 000

P―AF 2,F― Opi 4

卜 OF 2'F002

P‐ OF-27F-099 4

i次系冷却水,一うA、 C八ロライン合渡点

●こ次素冷寸冊
読レジェーサ

卜 [E-2,u027

卜 IE… 2,u‐0'a 20

卜 :E■ ,い 陀 9 郷

P IE-2,υ ‐090 20

P IB-2,u-014 20

次ヽ系冷却水ポンプAHロライン分岐点

1次飛冷却水ポンプD出 ロライン分岐点

出 Fセ 7い031

1次系冷却水クーラA.C八ロライン含流,黒及び1友

系冷却水
'―

ラ8上歳レジューサQOX10)

1次系冷却水クーラA、 C農び□

P‐ lB‐27U-019 10

P噂tB-2,U 048

1次系冷却水クーラA.B、 C´

供給母曽1次桑冷却水クーラA、 日,C分岐点

P― !Bセ ,■092
年静4年
,とAλ l凰

供倍母管,次桑冷却ホク→ A分岐点

供給轟管,次桑玲却水ク■ 0分岐点

卜に-27U-09'

今紳勢
I弘 RュλR

P‐に-2,u-034 20

PI=セ ,い 095

P―に‐2'u‐ o96 20

,次系冷却水クーラB出 ロライン分岐森

1次飛機器滞却水母曽分破森格納審番
笛重冷醒房ユニット行を

田 E-2,υ‐088

弁(2MOV→ ,COB)下 読レジュエサ$2X8)

1次系機器冷卸ネ戻り母曽含灘点格納審器循環冷
眠爵と考オ戻り

P―AF 27F 042 10

1次系幅器冷却ホ母曽合茂点格納害薔循環冷暇房
ユニット瞑り

Cヘッダ戻り合流点

出 卜27卜043

み↓角覧ト

tと /`Jと

″メ
″・・ ト

28



飽設区分 段常区分 豪目嚢 サポート番号 配管サイズ 確認日

原子炉糧観冷ヨI設備

格納暮書貫遺郎PEN体 257出 日配管分岐点

震外放出増

令抒4界

12A'ユ巳

,にAF-27F00b

P―AF‐ 2,F‐000

P AF 2フ ト03, 0

卜 A卜
"F‐

088 8

P AFW7F 000A 0

P AF‐ 2,F-000B

P AF 27卜 040 9

P AF2,F‐ 041 8

P払卜2,F044 e

'AF-2,卜
045A

P‐A卜 2,卜016B B

P AF 27F 040A

P‐AF-2'FЧ‖GB 8

F―AF 2,F却 47

P―AF‐ 27F-04aA 8

卜AF-2「 -0400 8

PttAF-2,F― l149

P AF-2,F→ 50 9

P AF-27F‐ 051 8

P AF2,F052A e

P AF2,F-032B

PA卜 2,F‐ 053

P AF 27F 054

0

P AF2,F― OSC

,―AF 2,F05,

P AF2,F058

卜AF-2,F-050 a

卜AF-2,「000

P AF-27F‐(le' 8

卜 AF 2,F却 0之

P AF-2,F‐060 8

P AF2,F004 9

卜 AF‐ 2,F-000 8

P AF2フト000 a

卜A卜 2,「007

P‐AF-2'F CCB 8

P AF-2,F009

P‐AF-2,F‐ 0,0 e

P AF 27FOア 1

P AF 27F‐0'2

海水模り母曽分岐点A～海水農り母管合流点
ao

命径44
12A2Ⅲ凰

P■Bヤンを030

海水涙り母管分岐点A

溝水凛り母管合茂点

P‐1},7Z■18, 30

卜〔B2,矛 120

卜〔8‐2,Z-032 30

!次系冷却水クう A、 日、C

湾水戻り母曽分岐粛A、 B、 C

卜tB-2,Z詢 10

卜 膊一

''Z-011
24

卜 旧-27Z114 ⊇4

田 B-27Z-012

P―ロー27Z― ‖5 控4

1次素冷却水ク→ A、 e、 C

海水Rり母管分岐点A、 じ、C

曲 Bセフト013

P■3セ ,2‐ 116 24

中門慮E入自A、 B系

海水供給母管分岐点及び
1次系冷却ネクーラAiC

人ロライレレジューサ(30X20

田 辟27を 113

次系冷却水クーラ入日配管分岐点
(補償冷却海水側)

次系冷却水

"出
口配曽合茂点

(原手炉補機冷却水側)及び
真系冷却水クーラ海水供給接続回

四 B-27F-973

卜 lB-27卜074

,IB-27F-075

ダIン伊 |

(弟/ノと

2守



1'II作

(2う 廃
施設区分 設備区分 要目衰 サポート番号 配曽サイズ 確認日

P IB 27F-0,8

0

次票冷却水クーラ入日配管分岐点
(掘強冷却海水倒)

次系冷却水クーラ出日配管合茂煮
(原子炉補機冷却水鶴)及 び

次系冷却水クーラ海水供始接擁ロ

',一 ,A01 2,N卜●10/1

10P‐PA01‐ 27N荀10/2

P―,A01-2,Nコ 11

崩 水供給母管接続口

AB、 Ab海ホストレーナ入口配管合流療

P‐PA01‐ 2,N卜 012 10

卜 SAO「2,N-230

P‐SA01-2,N‐218 30

卜 PAO卜 ,7N-004 90

P―PA01-2,時 005 36

卜FAO,W,N00' 30

P―PA01セ ,N‐ 002

P‐PACtセ 7肝 003 30

P―PAC←2,鮮∞0

P―PA01-2711007 30

P―PA01-27N‐000

P―PA餌 ec

卜PA01セ ,N-10,

P‐PA01-2'N-100

卜PAO「 2,N-100

卜PAOⅢ 2,N-110 10

卜 PAO'―

"唯
III 96

30P―PA01-''Nい ,12

30

P―PA01■ 2,N‐206 30

p‐PA01-2'酢 空0'フ 9G

P‐PACIセ 7干P10 90

P―PAOf翌 7N‐20,

卜 PA01-27N-211 30

卜 PA01セ 7N-220

P―PA01-27N-22, 10

P PAO「 2,L222 30

卜 PA01‐ 2,い223 30

30

卜PA01‐ 27N…21た 00

卜PA01-2,L230 30

卜SA01-2,N‐ 0'1

P―SAOⅢ2,N012 30

卜SAO「 2,N‐ 020

00P‐SA01‐ 2,N-013

PiSAOⅢ 27N‐ 014

卜 SA01-2'N028 3D

P―SA01-27N‐CiS

30P‐SA01-27時 029

卜SA01-2,N詢 10

PギSA01-''N OdO

P―SA01-つ 7N-017

P―SA01-食 フN‐010

30P―SA01-27N― Ot

P―SACt-2フ N-020

P‐SA01‐ 27酢 132 Oα

P―SA01-砲 ,N-133

PTSA01-2,い 135

P‐SA01-2,N-137

P―SA01-2,N― f38

OC

P一SA01-2,N… 140

Ab海水ストレーナ八日配曽合流点及び中間違
a入口(e系 )

海末ポレプA,D.C,D

れ 、

P―SAO(・ 2'N-141

39



ァη″ヵ予
4

t,P牛/プと
施殿区分 設曽区分 要目歳 サポート舌骨 翻

'サ

イズ 盛認 日

,‐ SACt-2ン N‐ 142

P―SAOこ -27眸143

卜SA01-27N■

“
P―SAO← 27N― ,45

時SA01-27～‐

'伸

'‐

SA01-2,N‐ 14,

卜SA01セ ,N‐119

P‐SACt-27N‐ 140

卜SAO,-2,肝 iS0

P―SAOli27肝 鰤

P SA01ヤ ,N-104

卜 SA01-27洋 152

P‐SA01セフト 1弾

卜 SA01‐ 2,N‐ 154

P―SAC,セ ,N-105

P‐SA01セ,貯150

卜 SA01セ ,Nコ 0ア

卜SA01-27N… lSe

P―SA01セ
'‖

lSe

卜 馘nl-27肝 iCC

I  P‐ SA01■ 2,N‐1“

卜部耐-2,肝 tep

卜SA01-2,,1-,10

卜 SADi翌,N211

卜SACl-2,N‐212

卜 SA01-2,N―
'13

PいSA,1-2,N‐224

'―

S畑 1-2'時 ,14

P―SA01-2サ 肝 2ρ B

P‐SA01-2,肝 215

P―SAO'セ ,N‐ 22こ

P‐SA01-,71:22,

卜SA01セ,N-210

P―SA01-27N220

島水ル プA、 B、 Ct D

れ ,Ab溝水ストレーサ入ロ
ー 茂粛及び中間H

日入口(B語)

(

卜 舗 麒 セ ,N―

'1,
P‐PAO卜 2,N-101

卜PAO■ 2,N-102

,iPA01-2,N卜 113

,‐,A01-2,N‐ 1∝

卜,AO'-2,肝 104

P‐P畑 ,‐2,ViCB

P‐,知1-27離 108

Pに Pか01‐2フ Nri,4

P―PACt-2,N 201

卜 PA01-2,N-202

P‐PACt-27N 284

P PA01立 ,N-203

P‐PA01ヤ ,N-205

卜SA01-27N叡倉0

卜SA01‐2,N-200

卜PA01-2,N tt12

干P舶 1-2,肝 213

P‐,A01セ7肝211

P―,A01セ 7N「 215｀

P‐

'A01-27貯
2,6

'‐

PA01工 2'性全17

P‐PAO卜 2'N‐219

卜PACt,2,時 倉
'0

P‐PAC卜 2,N‐ 200

P‐PAO,-2'N‐ 231

P!SA01-2,N‐ 00'

P‐SA01-2,N―∞2

「

Sか 01-27N‐ 009

れ、かう海水ストレーナ八田配僧含蔵演
～中樹歯置入口(A栞〉

P‐SAO■2,肝021

30

30

30

00

30

30

今移今″寿

!ュRユIR瞬子炉れ 冷却醍戯

う I



施設区分 般常区分 要目表 サポー購 骨 E曽サイズ 磁譴E

れ、れ海水ストレ‐ナ入日配,含流点
～中間慮n八日(A系)

原子炉冷却系横施設 蘇子炉補機冷却段偏

卜 SAO卜2,い004

今俸今外
1弘RttIB

P～SAOi―之,N‐022 30

P―SA01セ7性005

P―SA01-27N‐02a

P SACt-2,N000

「

SA01セ,N‐024 30

3(l

PTSAO●27酢025 00

P―SA01-之 ,N-000 30

卜 Sか01セ
'N‐

000 90

P‐SA01-27N-010 30

卜SA01-27N-101

P―SAOr-2,唯 102 30

卜SAOⅢ2,L103

P― SA01‐ 27N-104

卜 SA01-2,肝 106

P― SA01‐2,N‐100 30

隣 SAO■2,N―107

卜 SA01セ ,N‐ 100

P―SA01セ,離 100

P一SA01-之 7N-110 30

P‐SA01-2,N-111・ 30

P― SA01-2ア N-112

卜 SAO「2,い113 30

卜SA01-2'N-114

P―SAOⅢ2'N‐,16 90

卜SA01セ ,,1 1lC

P―SA01-2'N-117 30

P―SA01セ7N118

卜 SAOⅢ2,Ll10 30

,一SA01-2,L120

卜SA01-2,N‐ 11a 30

,‐SACt-2,N-121

卜SA01 2,N‐ ,22 30

P‐SAO,セ ,N-123 30

卜Sか01ヤ ,N-124

P―SA01‐ 27N-125 90

卜 SAOl-2,N-120

卜 SA01セ,N-12, 30

P―SAOl―

"N-123
30

P―SA01-£ ,時 120

P‐SAO■27N「
'30

90

卜SA01-'7N‐
'01

卜Sか0「2,肝201 30

卜 SA01-2,N-202

卜 SA01-ρ
'離

203

卜 SAll,-2'NW04 90

P―SA01セ 7N‐2ia

P‐SA01-2,N-205 30

P―SA01-2,N―
'20

P―SA01-2,N-208 30

卜SA01-27N-221

P SA01‐2'N―,22 30

P SA01セフN=207 30

卜SA01セ 7N-223

P―SA01‐ 2,眸208 30

原子炉格納施設
庄方に減餃倍

その他の安全設備
格納害器安全設備

格納繋 ■通部,EN脳 5,、 4,7

内部スプレリングヘッダ
,A、 2A、 IB、 2B前オリフィス

SPH-604

↑膨44
12Ri■ a

SPH‐ 306 a

SP昨500

MK‐ SP昨43,

ィレlレ空『
l

(靴
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施設区分 識●区分 要日表 サポー晴 号 配曽サイズ 強認日

格納審彗貫置鰤PE「母15,、 477

t隠イ線納努ス.

白郎スプレリングヘツγtA、 2A、 9At4A、 lB、 PB、
3a、 4B宙オリフィス

内部スプレリングヘッゲ
(lA、 2A、 3A、 4A、 10、 2B、 9a,4Bl

格納害畢安全設置

ヽ

内部スプレリングヘッダ
(lA、 2A、 4A、 18.2B.4Bl

佃К‐SP昨494

揺 4・鼻|
12風 2去B

MttSP肝 42, a

SPH-49G 8

MttSP肝 414a C

SPH‐507 0

SPH 500

SP‖-500 G

SPH卜510

S,HrSGl

SPHす060

SPH‐ Sti 8

S'昨 CS9 0

舶貯 SPH‐ 4aSb 0

MK SPH‐ 4001:

SPH 408

SP昨 400 0

SP昨嗣

SPH 501

SP肝 502

MК―SP肝400 0

MKィSPHJ98

SPH‐SSB 0

S,昨603

S,"‐ 6$4‐22 0

MK SPH=4019

SP,卜硝← 21 0

睛K―SPH-44010

SPH→ 54‐ 20 0

MK=SPI卜 4401, e

SP卜55午 19

腑k―SP卜 440-lG G

SP‖一SB4～ 18

MttSP肝 443a 0

M〔SPH-44ab

MК―SP‖‐410-21 0

SP‖ 554-1'

MK―SPH‐ 440-15 0

SPH‐ 654-10 0

MttSPH 44● 14

SPH‐ 054‐ 15 0

MK―SPH-44013

SPH‐う0午14 0

MK―SR昨 44併 12

SPh 554■13

MK‐SP田-440-11 G

MК‐SPHJ40-10 0

SPH 554-11

MK―SPH‐ 140‐9 0

0

M〔SPH-4411‐8

Sp‖-554つ 0

MK―SPH-440‐,

SP昨5548 0

MK―SPH-440‐0

SPH「 054-, 0

MK―SPH-442a

MK―SPH‐ 4426 0

う1み I

(比汐

'
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和珍 1

/′ど2ri

施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 配管サイズ 確認日

けゃSP「440-211

SP時55牛0

IXK― SPH-440-4 0

SPH-554-4 ご

0

SPH-554-0

0

SPH― SS4-2

MK―S'H-4411 1 0

SP‖-554-1

MK一SPH‐ 42け22 0

SPH-655-24

6報К―SP‖‐420‐21

SP昨555立3

MК―SP‖‐42020

SPH―る55-22

M縣一SPH‐ 420‐ 19

SP障-555-21

MK―SP‖・ 420‐ 18

S'H 565-20

MK―SP日-42(卜 17

SPttSS矛〔9 S

M,(―SPHJ20-16

0SPH-65S-18

胡k―SP"～ 421o

0

舶貯 SP「42←24

SP‖‐5,5■ 7

研K―S,抒4'け 15

SPttSCS-16 0

MК―Sp‖

“

?眸 14

SP‖ OSS工 15 0

MK―S,H“ 20～ 13 0

SP購 55‐ 14

MК―SP出‐420-11 0

MК―SPH‐ 420-10 0

0

MttSPH‐ 42tl‐ 0

MttSP肝 420‐8

SPH‐ 555,9 0

MttSPH-42併 7

S,H‐ 555・B C

6MK SP肝 42い0

SPH 555～,

“

К―SP肝422a

Mκ―SP常 -4'2b

M(―SPH‐ 42←21 6

SPH-550対

MK一SPH-420-4

SPttrS55-4 0

MК―SPH-420-3

SPH-555-3

硝rSPH-42"2

↑静44

|ケA22R
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駒ラ歩■1

浴急オ
配曽サイズ !   T自開日施設区分 設備区分 要目表 サポート番号

SPH 55,-24

0

MK―SPH‐400‐ 2,

MК‐SP昨100‐20 0

MK‐ SPH-400-t0 0

0MK―SP肝40併 IB

‖府SP昨 100-24 0

sP卜 as卜 13

MK一SPH 400 1,

SPH「 557-1'

MК ttPH-10併 10

SPH‐ 38,… lG e

MttSP卜40∝ 15

SP旧“じ0'‐ 15 0

0MK―SPH 400-14

eSP卜 55,‐

'4

MК―SPH 400 13

SP昨 557-13 6

MK一SPH-400 12

0SPH■ 57-11

MК‐SPH時400-10 0

SPH 55卜 10 0

MКiSP昨 4000 0

C

Mκ‐SP出…10レe

SP‖-50升 9

睛К‐SP昨10併フ 0

MК―SPH-400‐23 0

SF卜 GOた0

0

SPH―SS卜 6

MK―SP‖-4005

SPH‐,C7J 0

MК―S,“-4004

SPH‐ 557‐3 6

MK―SFH-4003

S,昨 057-盗 6

M(―SPH-4002

SP卜 557-1

M(‐SPH-1001 0

SP‖-550-倉 0

0MttSPH“50‐ ta

SP‖-65叶 19

MttSPH-400-1' 0

SP‖‐55(l ia

M〔SPHJ50 10 0

SP‖-550‐ 17

MK―SPr462a

MK―SP‖‐462b 0

請К～SPH-460'0

SP卜 550‐ 10

`

SP‖-550 14

C

全鋳今4
12R2ユ R

4ヽK― SPH‐450-19

3,



「
｀

∩

施般区分 設備区分 要目衰 サポート予母 配Ⅲサイズ 破隠口

SP日 -550‐ 13 0

↑紳4年

1ユR22日

Mtt SP出卜450‐12

SPH‐6oに 12 0

鞘К―SP‖Jる 0‐ 11 0

SPH‐ 55卜11 C

離К―SP昨45∝ 10 C

SP卜55∝ 10 0

MK―S,‖‐1600 0

SPH-50け 9 む

MttSP卜15併0 0

SP卜暉508

MK―SPH卜 450' 0

SP昨癖507

研K―SPH‐ 403a 0

MKiS'卜 458b 6

MK―SPH‐ 4げ0=i0 0

SP肝5800

MK=SPH‐ 480‐6 0

SPH‐ 880‐6 0

鞘k―SP出 -150‐ S 6

S,FOS∝4

‖κ SPl+450‐ 4 む

SPH 5日 ■3 0

MI(―SP‖‐480‐3 G

SPH卜 0こ0‐ 2 0

MК―SP‖‐410‐2 0

SPH‐ OSO‐ 1 C

‖〔S,洋術← , 0

S,‖‐181-2■ 0

MК―S,卜43022

SP“-551-23 0

MK―SPr43峰 1 S

SPH“ 851‐

'2
0

MК―SP出‐43叶之0 0

SPH→ 51-21 0

MК‐SP‖・ 40D10 6

SP卜55卜20

Mκ―SP睛‐43(l ie 0

SnH卜 651-1,

nal〔 $PH-482● 0

睛К―SPH‐ 40お 0

鮒K―S'H-430‐£4 6

SPttCC'コ 8

MК S,卜囀併1' 0

S,‖ ‐SЫ封, こ

MК―SP肝43● 16

SPH‐ 861-16 0

MК‐SP肝430-lS 0

SPH-551-19 8

‖К‐SP肝43併

“
●

SPH巧 51-14 C

佃貯SP卜40い 13 ●

S,‖-561コ 3 a

MК―SP‖-400‐ 12 e

SPH‐ 35,-12

MK―SP‖ 430と 11 む

SP山‐SSf-11 0

MttSF‖ ―

“

0=iC

SPh-68〔 封0 0

MttSPH‐ 43∝9

SP昨 OSi-0 0

MI(SPH=430-8 0

SP昨 95「8 C

‖K‐SPH‐ 43da

う〕Ⅲ第1

tケ
q汐ど
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施設区分 設備区分 i要
目表 サポート番号 配管サイズ 確認日

内部スプレリングヘッダ
(lA、 2A、 4A,1日、2B、 4Bl構鮪審鶴安全設備

咎 今4
12AユR

Mκ―SPHJ30‐ 23 0

SP‖…SSl-7 0

MK一SPH-430-7

SP肝55,対 C

MttSP肝 430‐0

併 1・
′
身

lクR22風

SPH‐ 651-5 0

MK―SP“-430‐ S

SP"‐ 5St-4 0

MK SP‖ 430‐ 1

SPH‐ 661-3

MK―SFH-4309

SPH‐ 05'-2 0

MttSP卜 43併 2

SPH‐ 551-1

6

S,H卜 551-25

SP出‐583セ4 6

MK―SP‖■1併 22

0

MK一SP‖ -41併 2(

SPH‐ 553-22 C

MttSP肝 410‐20

SPH‐ SSa-21 0

Mk SP昨 41鮮 10

S,卜SG8‐ 20 0

Mt〔 SPHJ10卜 19

S'門‐559‐ 19 0

MK―SPH庁 41← :フ 0

SP昨553-19

MK―SP‖■10-24 0

SPH-553-1,

辮(‐SPH‐ 410-1こ 0

sPrss争lo

MK―SP‖-1'0「 15 C

MК―SP"‐ 110-14 6

0

MttSP‖-110-ta

SpH-8531S 0

MК一SPH→ Iけ 12

SPH‐ SS8-12 C

腑К―SPH-41∝ lf

SPH-533‐ 11

MttSPH-41い 10 0

SPH-653-10

MK―SP肝41眸9 C

SP“ 550却

研K‐SP日-41併 8 e

SP11-553-8

MK―SP出-41∝

'

0

離K―SPH■ 19‐ 6

SP晴‐553-6 0

MК―SPH-41023

SP腑‐653‐5 0

SP昨う034

MK―SP肝 41壁4

′oPH-55争 2 0

卯を i

〔
'じ

彦b′

乙7



施設区分 撤倍区分 要目表 サポエト番号 配管サイズ 確毎日

格納害暑安全設備

内部スプレリンケヘッダ
(lA.2A、 lA、 19、 PB、 4B)

MK―SPH卜 41∝ 2

0

4

4

4

4

4

4

4

4

今
'身

4

12R2X臥

4

4

4

0

3

0

G

0

0

0

0

S

S,H‐ SS3-1

MttSP昨 41∝ 1

内部スプレリングヘッダ(oA、 3B,

MK―SP‖ 100-10

MK‐SPH‐ 16〔 l‐ 15

,   MK一S,H-46← 14

朗K―SPH‐ 400-13

MttSP卜 40い 12

MttSPH-461卜 la

MK―SPH 4GO-11

MК―SP肝400-10

MK SPH 4GO,

MК―SPH-100‐ 8

睛K―SPH-400-,

MК―SP肝480-0

1lK‐SP卜芍G05

MК―SPH-4004

MK―SPトト46017

MK―SPH-400-3

MK―SPHi460 2

Mk S,H「 4G0 1

MК―SP脚 0‐ lS

MК―SP府400-14

MК―SPHi480-13

MК―SP‖

“

80 17

催1(―SPH=491-1,

‖К―SPH-18併
'?

MttSP出 80‐

“
MK‐SPH-101-11

Mtts,w-48け
'0

MК‐SP‖ -48併 0

MК SPHJ00 8

MК―SPH-401■

MK―SPH卜 48← ,

mK―SPH卜 480-6

Mκ―SFH 190-6

MK‐SP肝40併 10

‖К‐SP出 48い4

MК―SPH-100-3

MК‐SPH‐ 181-3

MttSPH■48← 2

MK‐SPH-laじ‐
1

原子炉下部キャピ者 注水ポンブ
出口配管分岐点

弁(2MOV-5420,

P AOセ 7辟 14D

F‐AOセ7(141

V AD-27や 142

V―AD-2,K-143

P AD-2,К -144

,AD‐ 2,K¬ 46

卜対>27K―Oi3

P AD 2,K-014

卜AD―
'7K-0〔

0

P‐AO… 2フ 辟01,

p―AO・2フK-0〔 a

P―AO-2,K-010

P AF2,〔 甲8

PttG 2,К ‐020

P状 6-2,K‐ 022

P AS 27K 024

P‐AG「2'K025

ろ
')″
舒Ⅲ

(31ろ b

3名



♭'I力fψ 〕

想2/,ぁ
配曽サイズ 確認日館設区分 設備区分 要目表 サポート番号

P‐AG「2,K-020 0

P払← 27拌倣 ,

P‐AG-27К-02a 0

P AS 27K-020

P―AG-27KЧ 19〔 l 0

P AG-27昨 00'

P―A←2,К 032 0

P=AG「27K-099

0F―AG‐2,K031

P‐AG-27(OaS

P‐AC-27K‐036 0

,払← 27К 097

PA∝2,К‐038 0

弁(2MOr5420)

, 66-2,k-004 0

0P■S27K005

P‐CG-2'κ-000 0

卜 C∝ 27K‐∝
'

P―C← 2,貯 000 G

P―C∈ 27〔 ∞0 0

0由 Ⅲ 2'貯0,0

PC←27K071

PiCS-27К ‐ll'2 0

卜 Cい27K-0,3

P― CG‐2,K-0'4

P―C6-,Vk 075

P OG‐ 2,(‐ 0,0 0

P-OG● 27К O,7

Pや← 27K‐ 0'a 0

P‐CC-2,К―(179 6

卜 CG-27Kコ 00

P―COr2,K001 e

P―C←2,K002

P‐ CF‐ 密

'K-0□

3 0

卜 CF 2,K-004

'―

CF‐ 27K‐ 005 0

,C卜27К 080

P―CF―

'7K‐

097 0

0P― CF⌒27K OBD

G,一CF-2VК 080

P‐ F-27К-090 0

由 け,7k091

P‐ CD‐2,K‐ 002 0

F― CD 27K-003

0卜 GD‐27К‐904

F‐ CD… 27K-005 0

P― CD卜27К‐980 0

Pや Dヤ 7昨097 0

P CDW,κや90

0

弁(2V S421)～ 下部キヤビテイ取合点

P―CD‐27К-000

2-SP出―,43R

2-SPH一ア42R

2-SpH卜
'41,1

2-SP肝740R

02-SPH-730R

2-SP昨738R

2-SP‖‐

'2GR
a

8

歩S昨
'20ft

0

歩SP" 735R

8

構補喜器安全設備

内簿スプレクーラ出口分岐点

外部遠へい整資通部

傘炉4粋

|夕Rュ4日
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う
1″争

'

υ
'/′

ι
設働区分 秦目表 サポートを号 配曽サイズ 韓露日施設日分

8

歩SPH→∞S 0

2-SP肝 002R

92‐SP昨803N

2-SPH-604R

2-SP卜 00SS 8

歩SP‖ -000R

2‐SPH‐ 00'R

2-SP‖-00BR

2‐ SP円卜600R 0

2-SPH「010R

2-sPI■01lR a

歩SP“‐C13R 0

2 SP肝 010R

8

2-SP‖→1'R 8

2-SP時‐m aN 8

2 SPH→ 19R

抱いSPH― CttOS 0

2-SPH-021R

2-SPH‐ G⊇2R 8

2 SP‖卜023R

2-s,‖‐024R 8

歩SPH→ 25R

卜S出‐920A a

2-sP‖ ―
'2,R

倉―SPH ,20R a

0

歩 SP‖―,30R 9

2～ SP昨731R 9

歩 SPI■ 019R

2‐SPH… 650R 8

歩S,H‐ 851A

2-SP‖工082R 8

2-S,"当 88R 8

2●SP‖菊84R 8

8

2-SP卜 080R

2-SP,1‐ 60,R a

2 SP昨 088R

?―SPH… 000R a

B

82-SP昨 091N

8

2-SP卜 093R

2-SPH‐
'3,R

8

歩S,昨094N

02-SPH‐005A

9

2-SPHコ 07S

2-S,「1 668N 0

2-SP‖ 当00R

2‐ SP‖い0'OR

2-SP‖ 当,lR

B

9

砲,SPW-0,4R

外部逮へい曇貫通憾

倍納害吾貫西嗣 PE卜租 5,、 4'V及び
,EMm、 4Si、 4,a、 401上麓分岐汽

40



施設区分 設備区分 要目表 サポート番号 配智サイズ 確認日

外部遮へい壁貫通部

詫餓 幣掘;ξざ緒推録鶴

2‐ SPH卜 G77R

得 今身
Ⅲ2R22R

2-SPH対 フOR

2-SPH‐079R

2-SPH対 80N 8

2‐ SPH‐ Ca,R

,― SPH-730R

2-SP出 ―

'10R

2‐ SPH‐

'12R
2-SPH-713R 0

2‐SPH卜 714N 9

歩SP‖‐7:OFl e

格納寄後貫西部PCN#450、
上滝分岐点

格納補 貫通再PEN,450、 451、 η78、 401

2-S,H a3,A

2-SPH―G38R

2 SP卜 000N 0

歩SPH■ 041S C

2‐SP肝042R

2-SPH a49R C

2‐ SPH‐ 044R 0

2-SPH→ 45R G

p‐SPH-616R 0

2-SPH卜01,R e

2‐ SPH‐ 0おOR 0

2-SP卜 327S

歩SP曲2BR

2-SPH卜020N

歩S,H-030R 0

2-SPH-09'R 0

2‐ S,‖―a3GR 6

2-SPH庁034ft G

2‐SP卜035R 0

2-SP卜 OaOR 0

2-SPH-6S2S

2-SPH卜053R

2-SP‖ -654N

2-SPH 150R 0

2‐SP出‐65,R 0

2-SPH当 58R

2‐ SPH-600N

2-SP‖コ00R

2-SPH―C01R 0

6

2-SPH C63R 6

2-SP‖‐G04R 6

歩 SP出 -005N

2-SPH‐G66R 0

2-SP昨 700A 0

2-SPH卜,00F 6

2‐ SPH卜 7,DS 0

2-SPH― ,10N

0

歩SP肝 722R 、

2-SP日 096S

2-SP肝 OO'R

2-SP‖判gON

0

2 SPH-701R

夢守え?〔

3牛/,ぁ
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施設区分 設備区分 芸自表 サポT卜脅辱 配曽サイズ 確認日

原子炉格納施設
圧力億激般曽

その他の安全撤n
格納審彗安全設備

格納害器貫通部PENttaO、 461、 178、 401

上流分岐点

格納害選貫通部PEN静 450、 451、 178、 481

今争埒各

'2R22B

2-SPH卜 ,011守 0

2-SP"― ,01it

2‐SPH―
'OSN

2-SP卜 ,00R

原子炉構榊施殿
症力低減設硝

その他の安全設付

依射性れ質濃震劇侮段a及び
可燃性ガスと虚宙御設備並びに格綸客

器再爾燎設備

アニュラス出口取合点～梯気悔取合藤

191,S2 ダクト

re4,Sa ダクト

194,田 ダクト

ダクト

IB4,,0(0 ダクト

IB47,O② ダクト

IB47〕■) ダクト

IB4,,l121 タクト

IB4'C, ダクト

ダクト

D AF-2,レ 001 ダクト

ダクト

20S-1,勲F" ダクト

2DS-17じ 029出 ダクト

2DS-17'弦 lFH ダクト

20鮮 1,0 020FH ダクト

:B4,48 ヴクト

lB4740 ダクト

21'S～ 1'0'CIフF脅 ダクト

ダクト

ダクト

2DS-1,0010F‖ ダクト

ダクト

IB00,OT ダクト

IBC092 ダタト

IB007, ダクト

ne098 ダクト

口60'8 ダクト

ダクト

2DS-240‐ 014F‖ ダクト

ダクト

ダクト

te0070 ダクト

1日 00'1 ダタト

IBC00B ダクト

IB0007 ダクト

IB0000 ダクト

IB0004 ダクト

IB0002 ダクト 1

ダクト

lS0000 ダクト

180008 ダクト

IB0000 ダタト

IB6004 ダクト

ダクト

ダクト

IBG081 ダクト

20S‐2■0‐01lFM ダクト

20S‐2■ 0'019,日 ダクト

今年4与

Iユ A2X凰

2DS-2410‐000m ダクト

20S240012F‖ ダクト

20学24.い015F‖ ダクト

ABD320 ダクト

つ=〕

=″
1

(30カと)

牟2



施跛区分 ― 分      1 晏日銀 サポート研 離 サイズ 強露日

卿
その伸の安全舶

ア‐ ラス出口取合点～棒気博敗合森

AB09T' ダクト

命紳4峰

,2Rユみ凰

AB031P γクト

AO日021 ダタト

A80320 ダタト

A9032,

'ク

ト

A日 0300 ,クヽ

A8083, ダクト

2Dtt3々 湾HⅨBF" ダクト

畑 a321 ダクト

AB8925 γクト

A00932 ダクト

AB03籠 ダクト

畑 8384 ダクト

かョB,aB ダクト

A“alC メクト

A08821

_  わS‐32争004FH

ダクト

″ウト

2DS―盟が牧薄市 チタト

わS‐3と勘 ゲタト

20中8部囲脚 ダクト

208-321Ⅲ 00食出 ダクト

夢Ⅶ呼 ｀

(みι彦と

∩

r‐ 、

43た



!関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書
ハ

要領書_番 号 :原規規H又第ヽ 1610072号 99

成績書管理番号 :1-12

分ん『 年 3月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1´ 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請   検査守請す軍茉のとおり

3検査期日 自 分荼ヮξ tt d月 /b日

至 分券口す年3月 ′7白

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5.検査実施者  検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-12

∩

/

√ |



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 2

関原発第 435号 (平成 3

関原発第 47号 (平成 3

関原発第 203号 (平成 3

関原発第 260号 (平成 3

関原発第 416号 (平成 3

関原発第 506号 (平成 3

関原発第 513号 (平成 3

関原発第 .4号 (平成 3

関原発第 69号 (201

関原発第 116号 (201

関原発第 205号 (201

関原発第 511号 (202

関原発第 543号 (292

関原発第 618号 (202

関原発第 23号 (292

関原発第 23号 (202

関原発第 293号 (202

関原発第 562号 (202

関原発第 585号 (202

関原発第 137号 (202

関原発第 209号 (202

関原発第 580号 (202

8年 10月  7日 )

0年 3月 20日 )

0年 4月 20日 )

0年  7月  4日 )

0年  8月 20日 )

0年 12月  5日 )

1年 2月  1日 )

1年 2月  6日 )

1年 4月  4日 )

9年 5月 10日 )

9年  6月 24日 )

9年 8月 23日 )

0年  1月 31日 )

0年  2月 26日 )

0年  3月 24日 )

0年  4月 _7日 )

1年 4月 30日 )

1年 8月 2日 )

2年  2月 28日 )

2年  3月 15日 )

2年 6月 10日 )

2年  7月  1日 )

2年 12月 27日 )

成績書管理番号 :1-12

検査申請す覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果下覧表

成績書管理番号 :■ 二12

ψ

特記事項

み ヒ

検査立会責任者

鯰宅漁旅浄椛そ主柱装術善

原子力施設検査官

孝 十 溢

徹式
か く ハ

検査結果

フ

λ

検査年月日

者予奉日 す 年

日3月 必
′7



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2‐ 号機 使用前検査記録
i    共通事項

成績書管理番号 :1■ 12

検査牟角日:令和 寸 年 3 月 /ち′7日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

∩

∩

確認事項 確認方法 確認結果 備考

1本検査た係る使用前検

査申請書 (変更申請を i

含む。)が準備されてい

ること。

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

記録確認

Θ・一

⑧i―

工事計画の認可番号の

記載が通切fあ るこ

と。

記録確認 Q・ ′二

ネ



添付資料 3二 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-12

検査年月日i令和 十 年 31月 /渉′メ7日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていることc 記録確認 ○・―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲1測定精度そ有してい

ることと

記録確認 Θ

系統構成が完了していること。
② ノイ

/

∽ Q

す



添付資料 3‐ 2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 11-12

検査年月日:令稗 す 年 3月 〃/7日
｀
    検 査 場 所 :関西電力株チ電会社高浜発電″

~舜

検査結果

検 査 対 象

核燃料物質の耳又扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵設備                 '

使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置

使用済燃料ピット温度 (AM用 )

使用済燃料ピブト水位 (広域)

可搬型使用済燃料ピヴト水位

使用済燃料ピット温度

(別添1か照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・警報検査

性能検査

・計測範囲確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、キ居付けされ、所定の性能を有レ

ており、技術基準に適合するもので

あること。

淀 ⑩

翰

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2工 3-0709    ´

。日視で確認した範囲 :添付資料 3下 3参照

ど



添付資料 3二 3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)      ´

(立会検査)

成績書管理番号 11-12

検査年月日 :令和 す 年 3 月/チ′/7日  t

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所  ｀

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

使用済燃料ビット

温度

(2TE-651)

系統機能検査

・警報検査

性能検査

・計測範囲確認

検査

別添 2参照 虎

目視
使用済燃料ピット

温度 (AM用 )

(2TE-652)

性能検査

・計測範囲確認

検査

別添 3参照 豊

以下余白

備考

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :1-12

検査年月日:今和 す 年 3月κ′′7日

※ set iセ ッティング

彦

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校■年月日

有効期限
備考

警報検査
ダイヤル形

抵抗器

202歩 9.21

2023:9i20

以下余白



I封 酔 政 軽微変更申請前 侃 翻 議 第1606105号 (平成28年 6月 10日 ))

卵 の取り前昂靭宝餌廟制電設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

3 使用済燃料貯蔵設備に係る次の事項    i
(6)使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置の名称(種類(計測範囲、取付箇所及び個数

(1,2)
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ヽ
Ｃ

饗錦十区辣荻 軽微変更申請前 傍萌瞬発第 1606105号 僻輔税8年 6月 10日 ))

婢 の取期碗弓靭ま州廟翻電設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

3 使用済燃料貯蔵設備に係る次の事項

(6)使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置の名称(種類、計測範囲、取付箇所及び個数

(イ11,襲 工事「
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二韓 軽微変更申請後 (関原発第 123号 (平成 30年 5月 24日 ))

卵 の取謬碗瑶靭ま州団翻電設

加厩水型発電用原子炉施設に係るものにあらては、次の事項

3 使用済燃料貯蔵設備に係る次の事項

(6)使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置の名称(種類(計測範囲、取付箇所及び個数

(6)史婦斎協斜館森権の温度、水位れぴBえいを強

'す
る妻ほの(名務、愚類、予瀾機霞、取付停所及び働微

翔妖 ―え-1‐2
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工鞘 画柱虻 勒 更申静 鮫原発第 123号 停城 30年 5月 24日 ))

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加匠水型%鷹用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

3 使用済燃料貯蔵設備に係る次の事項

(6)使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置の名称、種類、計演け範囲、取付箇所及び個数

(注 1)平成 28年6月 10露 付 け票規規発第 16“105号 にて黙 可され た氏工事計西守には資更前に屁喩

(違2)本散命は観 書の縦

“

く,あ る,

(造3)1・ a浄機共用の 予担注、 た
'多

・機繊僧 であるt

(2/2)
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ヽ
悦

警報表示

TA651_
使用済燃料ピット

温度高

表示値

模擬入力

Ω

ノ/え aDι

工学値・

℃

47ie

許容誤差範囲

模擬入力

119。 244

119 552

五挙値

℃

49,6

5014

警報設定値

模擬入力

Ω

119.400

工学値

℃

50.0

検査対象

lTagi No}

使用済燃料ピ

:ッ ト温度高

(2TE-651)
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t OOt
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℃
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1 3 8: 5 1
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書
命

要 領 書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1-13

彿 T年
,今 月

原子:力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名   /関 西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一東表のとおり

成績書管理番号 :1-13

√
夕́‐、

、

´ 3検査期日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6機査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

凸/瀞♂む 年〃月2ど 日

季ん移す1年 子月孵F



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月  7日 )

関原発第 435号 (平成 30年  3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年  7月  4日 )

関原発第 260号 (平成 30年  8月 20日 )

関原発第 416号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 505号 (平盛 91年 2月  1日 )

関原発第 513号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月  4日 )

関原発第 69号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 205号 (201,9年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年  3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年  4月  7日 )

関原発第 23号 (2021年  4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年 8月 2日 )

題潔盈野i♭ 2を 〔Z∂ 五2昂 2月 2∂ 風)

題惣窮第§ 6予 (2θ ZZ耳 さ月ノ」‐日)

題恵充芹′倉ク醤こ202之 界ど買ノθ日,

雷 庫 え 写 乃 9【 色z∂之之与 ケ周 ′口 )

完尋W黒 巧と堺靖9這 t2つ |と 年
'2月

2,a)

成績書管理番号 :1-13

検査申請―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

>



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-13

∝

特記事項

丁かし

|

検査立会責任者

撒 籠髯難五術者

宋イ>ヽ ター伊'ノ Ⅲ在技術石

原子力検査官

増 永 を

孝
´
コ
ノ F＼ 一オ〕一今ハ）

ｒ

／

検査結果

良ヽ

検査年月日

令和  ど 年

//月 2r日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-13

検査年角日:灌浙酵a年 //月 2r日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q・ 下

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請 書 どお りで あるこ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記 載 が適切で あるこ

と。

記録確認 Q

4



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-13

検査年月日:冷和 む年 ノノ月 孝 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q“ ∵

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q・ 一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 0‐

系統構成が完了していること。
立会/

廼
Q

「



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(三号検査)

添付資料 3下 2

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-13

襟査年月日 :押 θ 午 ノ/月 彦ど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

蒸気タービンの附属設備

貯水設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

容器

原子炉格納施設

格納容器安全設備

容器

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

く

目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 上検査の品質記録 (※)に本る。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0502

る



蒸気タービンに係るものにあっては、次の事項

2 蒸気夕‐ビンの附属設備に係る次の事項

(3)給水ポンプの種類、原動機の種類、出力、取付箇所、貯水設備の種類、容量及び個数並びに給水処理設備の種類、容量及び個

数

・常設

幻

（
↓

智

ω

れ
ニ

ユ
渤

博

ｏ

口

）

送

柳

ュ

（
ご

＼

ぜ

変 更 後

変更 な し

タービン動補助給水ライン (注つ

変 更 前

ター ビン動補助給水ポンプ (注 D

蒸気夕=ビ ン (注働

kW/個カ出

統系 名

っ(ラ イ ン 名

了
設

一冷

区

置    床

の

号

上護

番

防

画

の

さ上
姉

護
妻

防
必

水
嗣

途

配

類種

類種

給
水
ポ

ン
プ

原
動
機

取
付
箇
所

称名



唖

変 更 後

復水タンク (とめ

変 更 前

復水タンク

力 て 詈 口笛 彰

名 称 (逆と1)

m3/個

℃

mm

工lHl

ェml

mm

縦In

皿 ll

mm

mm

Hlm

ilim

ャ mm

mll

mln

容 香菫(注 3)

最 高 使 用 圧 が 注1,ω

最 高 使 用 温 度 (注H0

月同 内 径 ∝?

月同    板    
「

早    さ (注
8)

屋 根 板 厚 さ

底 板 厚 さ

補助給水ポンプ吸込管台外径

補助給水ポンプ吸込管台厚さ

ブ ーロ 管 台 外 径

ブ  ロ 管 台 厚 さ

タンク補給水入 日管台外径

タ ンク補給水入 口管台厚 さ

側 マ ン ホ ー ル 外 径

側 マ ン 本 ― ル 厚 さ

側 マ ン ホ ー ル ふ た 厚 さ

一励全

(F二 1)

主
要
寸
法

(1/2)

Ｓ

琶

ω
引

ュ

コ
と

Ｎ

Ｏ

Ｅ

】

選

議

コ

憲

＼

、
ヽ



ね

変 更 前 変 更 後
(江 1) 

月同 板 は9)

屋

材
料

底 板

側 マ ン ホ ー ル ふ た

個
は1)1系

数 1(注
10)

同 左

統 名

(ラ イ ン 名 )

取
付
箇
所

設 置 床

防

画
． 防

瑚

水
　
．水

慮

総

区
一澄

配

護  上

番

護  上

要 な 高

の

号

の

さ

(2/2)

（
♪

智

ω
常

ュ

ュ
れ

Ｎ

ｏ

団

）

遵

郭

ュ

（
ヽ
＼

『

）



常設

一
〇

変 更 後

変更なし

変 更 前

電動補助給水ポンプ (注 1)名 称

kW/1回

種 類

種 類

出 力

系    統    名

(ラ イ ン 名 )

取
付
箇
所

設 置 床

澄 水 防 護 上 の

区 画 番 号

冷 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

給
水
ポ
ン
プ

原
動
機

′
Ｊ

ど

６

申

一

い
と

、

０

コ

ヽ

音
儡
彗
１

　
′
卜

ヽ

、
ヽ



検査項 目表

管理番号 :1・ 13

備
考

(主)

(従 )

(従 )

(従 )

(主 )

(従 )

(従 )

(従 )

(主 )

適合性確認検査

要領書番号

3号検査

系統性能検査

容量確認

検査

O

O

O

○

運転性能

検査

○

○

0

○

○

○

○

○

○

スプレイ

検査

O

○

O

系統機能

検査

通水検査

○

○

O

○

○

○

○

○

設備名称

送水車

迷水車

送水車

送水車

送水車送水用 5的 ホース

送水車送水用 5〔)mホース

送水草送水用 50mホース

送水車送水用 5()mホエス

送水車送水用 20mホース

No,

23

100

466

102

42

239

479

152

43

機器区分

(2)ポ ンプ

(1)ポ ンプ

ハ ポンプ

(7)主配管

(7)主配管

イ 主配管

ヅ 主配管

(7)主配管

設備区分

4使用済燃料貯蔵槽冷却浄イ七

設備

7非常用炉心冷却設備その描

原子炉注水設備

2蒸気タービンの附属設備

(3)給水ポンプ、原動機、貯淋

設備、給水処理設備

(1)格納容器安全設備

4使用済燃料貯蔵槽冷却浄イヒ

設備

T非常用炉■冷却設備その他

原子炉注水設備

2蒸気タービンの附属設備

(4)管等

(1)格納容器安全設備

4使用済燃料貯蔵槽冷却浄Tヒ

謝

施設区分

2核燃料物質

の取扱施設及

び貯蔵施設

3原子炉冷芳「

系統施設 
‐

3原子炉冷却

系統施設

7原子炉格納

施設

2核燃料物質

の取扱施設及

び貯蔵施設

3原子炉冷却

系統施設

3原子炉冷却

系統施設

7原子炉格納

綴

2核燃料物質

の取扱施設及

び貯蔵施設

′

ｄ

ｎ
ゼ

Ｃ

３
１

　

“

　

い

ヽ
呂

Ｆ

く

］と

、

　

ヽ
Ｌ
●

ヽ
写

一

　

′

に

ヽ

　

ヽ

口 :■/26検査対象、記録確認検査 :容量確認検査



(従 )

(徳

(主 )

(主 )

(主)

(従 )

(従 )

(主 )

(主 )

(主 )

(主)

備
考

(主 )

T2-3-0502

T2-3-0502

T2-3-0502

適合性確認検査

要領書番号

○

○

○

○

容量確認

検査

○

○

検査

運転性能

系統性能検査

スプレイ

検査

○

○

○

○

○

○

○

○

O

3号検査

系統機能

検査

通水検査

○

復水タンク出口配管分岐点～A

電動補助給水ポンプ

復水タィク出口配管分岐点～B

題動補助給水ポンプ八日配管分
′
    岐点

仮設組立式水槽

復水タンク～タービン動補助

給水ポンプ |

弁 (2AS-108A、 B)～ タィビン動

補助給水ボンプ

復水タンク～復水タンク出口

配管分岐点

復水タンク～復水タンク出ロ

配管分岐点

復水タンク～復水タンク出口

配管分岐漁

スプレイヘンダ

復水タンク

復水タンク

復水タンク

設備名称

143

472

473

106

1()6

470

467

471

205

No,

44

465

105

, 主配管

イ 主配管

イ 主配管

(2)容器

ホ 容器

(2)容器

イ 主配管

イ 主配管

イ 主配管

(7)主醜管

機器区分

(7)主配管

2蒸気夕=ビンの附属設備

(4)管等

2蒸気タービンの附属設備

(4)管等

2蒸気タービンの附属設備

(4)管等

7非常用炉心冷却設備その機

原子炉注水設備

(1)格納容器安全設備

2蒸気タービンの附属設備

(4)管等

2蒸気タービンの附属設備

(3)給水ポンプ、原動機、帯ホ

設備、給水処理設備

7非常用炉心冷却設備その他

原子炉注水設備

(1)格納容器安全設備

7非常用炉心冷剖設備その範

原子炉注水設備

2蒸気夕〒ビンの附嵐設備

(4)管等

設備区分

4使用済燃料貯蔵槽冷簿浄イと

設備

3原子炉冷瀬

系統施設

3原子炉冷却

系統施設

7原子炉格納

施設

3原子炉冷却

系統施設

3原子炉冷却

系統施設

3原子炉冷却

系統施設

3原子炉冷却

系統施設

7原子炉格納

施設

3原子炉冷却

系統施設

、3原子炉冷去「

系統施設

3原子炉冷却

系統施設

施設区分

2核燃料物質

の取扱施設及

び貯廠施設

一ド

ξ
刊
司
Ｅ
６

一

“

と

ト

口

ヽ

苫
゛
蔓

々

一
　

´
Ｃ
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口 :■/26検査対象、記録確認検査 :容量確認検査



(従 )

(主 )

(主 )

(主 )

(主 )

備
考

(従 )

適合性確認検査

要領書番号
容量確認

検査検査

運転性能スプレイ

検査

系締性能検査

○

O

3号検査

検査

系統機能

通水検査

O

O

○

○

B電動補助給水ポンプ入口配管

分岐点～B電動補助給水ポンプ

電動補助給水ポンプれ弁 (2即と

550A、  B、 C)

タービン動補助給水ポンプ～弁

(2FW…556A、  Bこ  C)

弁 (2FV-550A、  B、 C及び ウFW―

テ56A、  B、 C)―弁 (2FV-562A、  B、

C)

設備名称

復水タンク出日配管分岐点～B

駐動補助給水ポンプ入日配管分岐

点

復水タンク出日配管分岐点～B

自動補助給水ポンプ入日配管分岐

点

144

474

475

476

477

No,

206

り 主配管

イ 主配管

イ 主配管

イ 主配管

イ 主配管

機器区分

(7)主配管

2蒸気タービンの附属設備

(41管等

2蒸気夕=ビンの附属設備

(4)管等

2蒸気タービジの附属設備

(4)管等

設備区分

7非常用炉心冷ナ「設備その他

原子炉注水設備

(1)格納容器安全設備

2蒸気タービンの附属設備

(4)管等

3原子炉冷却

系統施設

3原子炉冷却

系統施設

7原子炉格納

施設

3原子炉冷却

系統施設

3原子炉冷去1

系統施設

3原子炉冷去瞬

系統施設

施設区分

幸
い

全完

′

二

‥

ｔ

ｌ

”

口

ｔ

ｒ

く

Ｉ

ヽ
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口 :■/26検査対象〈記録確認検査 :容量確認検査
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検査結果■覧表

成績書管理番号 :1-13

一今

特記事項

嘉 t

検査立会責任者

始 髪蜘賓際 子収″ 三荏技術者

対 う一ノィと"ノ 主丁ユ子」史4i妬

原子力検査官

力段 入 え

彪 八 彰

検査結果

夜

検査年月日

令和  窯 年

ノZ月 ノθ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項 十 :       t
成績書管理番号 :1下 13

‐      、    :     検査年F自 ッ夢神″年 ノ
=月

′
/ク 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

ハ

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請をフ

含む。)が準備されてい

るごと。

記録確認 Q,一

検査をする工事の工

葦呈、デ翻日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認 ③F‐

1工事計画の認可番号の

記載 が適 切で ある こ

と。

′

記録確認 Q・■

tす
1



添付資料 drl

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :と -13

検査年星日
|:ν拶静〔だ年 ノ彦月ヽ ノ沙日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

| ヘ

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧C下

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 e
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してぃ

ること。

記録確認 ⑤゛

「

系統構成が完了していること。
⑬

/

鰯
Q

か 、

tら



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(三号検査)

添付資料3-2

使用前検査記録  |

成績書管理番号 11二 13

検査年月日上彿 交 年 ィタ 月 ′沙 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

主配管

ポンプ

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・スプレイ検査

系統性能検査

・運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

宍
⑩

硼

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-1201       「

。目視¬確認した範囲 :添付資料 3-3姿照

t▼



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 il-13

検弯年月日:ツ◆稗 宝年 /2月 /ρ 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

主配管

スプレイベッダ

ポンプ  、

送水車 (7号車)

スプレイ検査 ※ 1

筏

目視
運転性能検査※2

容量 (m'/h/個 )

ど迄ユ.;て

捜吐出圧力 (MPa)

/:之、了
―

以下余白

備考

※ 1

※ 2

使用済燃料ビット模擬範囲内にスプレイされていることを確認した。

判定基準 i容量 60m3/h/個以上ヽ吐出圧力 1.13MPa以上

ttテ



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :■ -13

襟査年月日:湾浄″年″彦月/∂ 日

検査項目 検査用計器 管理番号 演1定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

機能性能

検査

圧力計
どクを2.bi`

″′≧む.渉 t∫

流量計
2,2/ヵ ごⅢ2'

彦ク2,tr.2ク

以下余白

fl



(令和4年12月 10日 )丹呼添1(V12)

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加匠水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

4 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備に係る次の事項

(2)ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数

及び取付箇所並びに原動機の園気 出力、個数及び取付箇所

・可搬型

(工事の計画の認可 平成28年6月 10所綽→

(1/2)

変更前 変 更 後

名 称 送水草 (注 1)

ポ
ン

プ

種 類 うず巻形

容 量
(と≠2) m3/h/1∃

吐 出 圧 力 (注め MPa

最 高 使 用 圧 力 (注妙 MPa

最 高 使 用 温 度 lΥ主窮 ℃

主
要
寸
法

吸  込  口 径 mm

吐  出  口 径 mm

た て mm

横 mm

局 さ mm

車 両 全 長 mm

車 両 全 幅 mm

車 両 高 さ alln

材
料

ケ ー シ ン グ

個 数

次ページに続く

ユ 0



常ラ帥卑手12月 10日 )男1添 1(2/121

(2/2)

変更前 変 更 後

ポ
ン

プ
取 付 箇 所

原
動
機

種 類 ディーゼル機関

出 力 kV/値l 147

佃 数 2(イ
iを 10)

取 付 替i所 ポンプ と同 じ

(注 1)原子炉冷却系統施設のうち非常用カヨ心冷却設備その他原子炉注水設備、原子炉冷却系統

施設の うち蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安

全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注2)重大事故等時における使用時の値

(注3)核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 (使用済燃

料ピットヘの注水)で使用する場合の値

(注4)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備で使用する場合の

値

(注 5)原 子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)で使用する

場合の値

(注6)原子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備で使用する場合の値

(注 7)公称値

(注8)核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設の うち使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 (使用済燃

料ピットヘのスプレイ)で使用する場合の値

(注 9)ア ウトリガ最大張出時の車両全幅

(注 10)1‐ 2号機共用の予備は、 1号機設備である。

(

次ページに続く

九



予

・可搬型

変 更 後変 更 前

送水車 儀1,労

うず巻形

名 称

T3/h/4

MPa

MPa

℃

lull

mm

llttl

alm

mm

Illlll

種 類

容 量 (10

吐 出 圧 が 注φ

最i高 使 用 圧 力 CIめ

最 高 使 用 温 度 (注働

吸  込  日 径

吐  出  日  径

た て

横

一局 さ

車 両 全 長

主
要
寸
法

ポ

ン
プ

(工事の計画の変更認可 令和〆膨月19断瀬→

(1/2)

（耕
酬Ｒ
■
こ
れ
３
こ

瀬
二郭
Ｈ
ぐ
牌じ

次ページに続く



b

(2/2)

(注 1)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、原子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備及び

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

（↓
営
ヽ
刊
馬
沌
さ
コ
）
ヨ
郭
愛
く
牌じ

変 更 後

ディーゼル機関

147

2

ポンプ と同 じ

変 更 前

藍w/4』

mm

mm

車 両 全 幅

ケ

車 両 高 さ

シ ン グ

取 付 箇 所

材
料

数個

次ページに続く



|う

(注2)本設備は記書の適正化のみを行 うものでわり、手続き対象外である。

(注3)重大事故等時における使用時の値

(注4)使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 (使用済燃料ビットベの注水)で使用する場合の値

(注5)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備で使痛する場合の値

(注6)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (ヽ格納容器安全設備)で使用する場合の値

(注7)原子炉冷却系統施
~設

のうち蒸気タービンの附属設備て'使用する場合の値

(注8)公称値       ‐

(注 9)使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 (使用済燃料ピットヘのスプレイ)で使用する場合の値

(注 10)ア ウトリガ最大張出時の車両全幅

_夕

単

（◆
営
ヽ
「
冨
沌
心
コ
）
遭
郭
Ｐ
Ｃ
騨じ



4 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備に係る次の事項

(7)麹配管の名称(最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・ 口
J〕J足堅」 (工事の計画の認可 平成28年6月 10日認耐

男

（◆
誉
卜
■
驚
れ
さ
Ш
）
遭
郭
騨
Ｃ
岸じ

変更前 変 更 後

取付箇所

保管場所 (注 5,6〉

取付箇所 :

材   料厚   さ

(lnm)

(注 4)

外   径

(mm)

(江 3)

‐

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

名 称

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

次ポ‐ジに続く



(工事の計画の認可 謡成器黎現 10日認硼

(と5,8).

取 付

材  料厚   さ

最高使用

温  度

送水珂D孟ホース
送水車

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

変更前

豫

く
鋲
冦
■
馬
油
ち
コ
）
避
郭
岸
ぐ
ＰＵ

次ページに続く



保管場所 (注 5,lω
:

取付箇所

取付箇所材  料

(mlll)

厚   さ

(mm)

外   径

■

(江 3)(注 2)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

スプレイヘンダ

称名

変更前

や
■

(注 1)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、原子炉冷却系統施設の うち蒸気夕■ビンの附属設備及

び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注 2)重大事故等時における使用時の値

(注3)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(注 4)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。  、

(注 5)1・ 2号機共用の予備は、 1号機にて設置する。

(注 6)当該ホース1本 (必要本数)以上を保管する。
‐
(注 7),本数については当該ル■ 卜で最長に薮設 した場合の記載

(注9当 該ホマス
酔

傷 妻本寡)以上を保管する。

(注9)ス プレイヘ ング本体の材料

(注 10)当該設
■   (必

要台審)必上を保管する!

次ページに続く
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営
ヽ
ｗ
Ｓ
沌
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α薄刷恒醒勧変更届出 羽魂即報朔24日届出)

ぐ
寸
ぎ
補

馬
温
ぢ

コ
）
褪
郭

只
ぐ
騨
じ

保管場所 i

(次頁へ続く)

取付箇所個数

(滋 l

取付箇所 材料名   称
厚 さ

最高
使用 界 径

高

使用

温度圧 カ
個 数材 料

(注 l

変更なしｔ注ｉ２
…
■

儀

　

一一

〔注a)(注2)

や■

使

用
済

燃

料
貯
歳

槽
冷

却

浄

化

設
備

水 車

lm

送水用

送

ホース

名   称
厚 さ使 用 外径使 用

温度圧 カ

ニ

次ページに続く



変 更 後

取付箇所

(注 ど) 頁からの続き) (前買からの続き) (前頁からの続き) (前買からの続き〉

取付箇所 : 取付箇所 :

使
用
済
燃
料
貯
練
槽
冷
却
浄
イビ
設
備

|

:使

用
,済

燃

送水車

送水用

50m

ホー ス

料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
Tヒ

設
備

個数材 料
厚 さ外径

′__ヽ

最高

使用

温度
♂いヽ

最高

使用
圧力

名 称

(注 ll)

取付箇所

(注 11)

個数材 料
厚 さ外径

最高

使用
温度

最高

使用

圧カ
名 称

基

（か
酬
コ
ミ
ポ
牌
〕
溢

牌
ｏ
コ
）
渤
薫
み
μ
含
Ｑ
牌
じ次ページに続く



取付

箇所
個数材料

厚 さ

(贈日I)(E14)

外 径

最高

使用

温度

(℃ )

使
用
済
燃
料
貯
森
槽
冷
却
浄
化
設

変 更 後

名  称

最高

使用

圧力

(澁 H〕

取付箇所

保管場所 :

取付箇所 :

く注:D

佃数

(注 12)

■

材料

(閣Ⅲ

厚 さ

(重 InⅢ

外径

(道 8)(連2)

最高

使用

温度

で℃Ⅲ

(注2)

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

スプレイヘッ

ダ

変 更 前

圧カ

1最高

使用
名  称

ψ
①

(注 1 原子炉 の う 非 の 、原子炉 の

(注2)

(注 3)

(注4)

び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

重大事故等時における使用時の値

メーカにて規定する呼び径を示す。

メーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に道合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状強において強度が穐権保できるものを使用する。

1・ 2号機共用の予備はヽ 1号機にて設置する。

当該ホー拳   (必要本数)以上を得管する。

(注5)

(注8)

ぐ
Ｖ
習
ミ
■
〕
Ю
ｈ

♯
ｏ
コ
）
瀬
愚
み
解
含
く
騨
じ

次ページに続く



ｔ
ｉ
〓

，
′)

中

(注9)ス プレィヘ ンダ本体の材料

(注 10)当 落諜尋   (必要台数)以上を保書する。

(注 11)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規貝1改正に係る道正化

(注 12)1・ 2を機業用の予備は、■号機設備である。

(淳 13)最長に敷諜した場合め本数

以下の設備は、既存の 1号機設備であり、…本工事計画で 1号機、 2号機、 3号機及

び 4号機共用とする。

・可搬型         ´

送水車 (1号機設備、 1・ 2:3‐ 4号機共用)●:1)

(注 1) 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、原

子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のう

ちF上力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用  ~

（◆
轡
ヽ
＝
罵
沌
ち
璽
）
瀬
二郭
Ｐ
（騨啜
騨じ



検査結果二覧表

成績書管理番号 11‐ 13

笠
ψ
リ

特記事項

4し

原子力検査官 検査立会責任者

/ぷ坪クィヽ ターと′ツ 主任技術者

レＶ′不 守 1各 ″く

ノ
ヽ
一
オ身
引
） 野 五各 ウ番冤蠅陥翻 巧絶面宅

検査結果

遺

検査年月日

令和  す 年

/月 /2日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項    
―

成績書管理番号 :1-13

検査年月甲 :鼎D Stt  r月  ,と日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用議検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 C詞・―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申十

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認 Θ―

工事計画の認可番号の

記載が適 切で ある こ

と。

記録確認 ⑧―

,3



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-13

検査年月日:今れ 巧午  'F 'と 日

検 査場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 O
必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ○・

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範薗、測定精度を有してい

ること。   「

記録確認 〇 ―

系統構成が完了していること。
立会/

ω Θ ―

D牛



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録:       (三
号検査)

成績書管理番号 :1下 13

検今年月日:神 ぅ
~年

 1月  ,2日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

主配管く(許1       、
ポンプ            ィ

原子炉冷却系統施設

非常用炉′渉冷却設備その他原子炉注水設備

容器

別添 1参照の太線枠内の範囲

募1:食浄|■ 1月
'4爾

通弟と。なγすをた
!作、翻声裟幣 これオ多線、

すV幸 用す軋 玲去了設時 モn抱 永子ずユ 永多箋構

監れィ‐ひシお磨鳥静分
な争才持 郎施攪         |
上 体々茅ヒ注2指 託の/t♪ 夕全投備「t     (務

加必■拷 鋭ィ痛)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通水検査

系統性能検査

・運転性能検査

・容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従ぬ製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。        、

碓

目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )によるも

※適合性確認検査成績書の識別番号 :12-3-0550(そ の1)、 T2-3-0555

ヲ
『



Ψ

い

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

4 使用済燃料貯蔵槽冷去口浄化設備に係る次の事項

(2)ポ ンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、

動機の種類、出力、個数及び取付箇所

・可搬型             (

原規規溌第 2002193号 令和字年2月 19日 変更認可分

最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原

(1/2)

遥
鶉
只
く
９
（↓
営
釦
常
畔沌
馬
Ш
゛

送水車 (注 1,か

後

一

更

一

変

一

うず巻形

次ページ●続く



デ ィ▼ゼル機 関

変 更 前 変 更 後
一
幅

一
全

主
要
寸
法

― 車  両 工llll

車 両 高 さ

ケ シ ン グ

何 数

ポ

ン
プ

取 付 箇 所

当

(2/2)

(注 1)原子炉冷封]系 統施設の うち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、原子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備及び

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格絡容器安全設備)と 兼用

湮
」一堺
解
奮
＼
∞
）
（か
執
口
頓
申
ど
れ

畔
囀
コ
）

次ページ
^続

く



ヽ
、
ノ

(注2)本設備は記栽の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

(注3)重木事故等時における使用時の値   1.
(注4)使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備 (使用済燃料ビントヘめ注水)で使用する場合あ値

(注5)原子炉冷却系統殖設のうち非常用炉心冷却設備そのi他原子炉注水設備で使用する場合の値

(注6)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全識構)で使用する場合あ値
(注7)原子炉冷却素統施談のうち蒸気タービシの附属設備で使用する場合の値

(注8)公称値

(注9)使用済燃料貯蔵槽冷却浄fヒ設備 (使用済燃料ピット

^の
スプレイ)で使用する場合の値

~

(注10)ァ ウトリガ最大張出時の車両全1堀

~

」
ω

浬
琳
只
く
ｅ

（↓
営
銅
常
牌沌
馬
コ
）



(7)主配管の名称、最高使用,I力 、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・ 可 l段型 関原発第 123号 平成 30年 5月 2雪 日軽微変更届出分

色ノ
6

最高

使用

温度

(℃ )

(滋 lガ

‐

(注 4)

更 変

外 径 厚 さ
く注 ■ ) (注 11)

最高

使用

圧力

(MPa)

外径

(ll』 a)

材料 個数 取付箇所 称 個数 取付箇所

(mm) (Bl11)

保管場所 : 保管場所

(注 3)

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

変更なし

(次頁へ続 く) (次買へ統 く)

(と2)

名  称

最 高最 高

使 用使 用

温度圧 力

(℃ )(MPa)

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

瀬
曇
敷
富

（ぶ
＼
∞
）
（か
執
口
働
申
♯
れ

ド
］
コ
）



む

材 料
外径

(mm)

最高

使用

温度

(℃ )

最高

使用

圧カ

(MPa)

(滋 11,

個数

送水車

送水用

ホース

(浅 ユ

変 更 後
最 高

使用

圧カ

(MPa)

使 用 外 径 厚 さ
(注 H)

厚さ

(激題)

名  称
温度

材 料 取付箇所 名   称 個数 琺付箇所

(℃ ) (mm) (llllェ)

(前頁からの続き) (前頁からの続き) (前頁からの統き) (前頁からの続き)

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

用

槽
冷
却
浄
化
設
備

選
鶉
只
く
９

（↓
営
い＝
騨油
Ｓ
コ
）
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，ノ

変 更 後

取付

箇所

変更なし

|

|

材料 個数
厚 さ

(nlll)

外 径

(mm)

最高

イ吏痛

温度

(℃ )

最高

使用

圧力

(MPa)

名  称

使
用
済
燃
料
貯
蔵
構
冷
却
浄
化
設
備

変 更 前

(毒 11'

取付箇所

保管場所

取

(注 n,

掴数

(注 12J

材料
厚さ

(llllll)

外径

(lnm)

(津 S,

■

最高

使用

温度

(℃ )

1注 2)

■

最高

使用

圧カ

(MPa)

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

スプ レイヘ

ダ

名   称

（
一

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

原子炉冷却系統施設の うち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、原子炉冷却系統施設の うち蒸気タービンの船属設備及

び原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

重大事故等時における使用時の値

え
=力

にて規定する呼び径を不す。                      |
メーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及

‐
び基準に適合するものであって、使用材料の特性を熔まえた上で、

重大事古文等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。

1・ 2号機ズ用の手備は、 1号機にて設置する。

(注8)当該示rを ヽ (必要本数)以上を保替する。

い
こ
郭
只
０
＼
ｅ

（↓
州
コ
銭
常
岸沌
蔦
コ
）

舛 鶏 く



(注9)ス プレィヘ ノダ本体の材料

(注 10)当 該設鵡   (必要台数)以上を保管する。  !
(注 ll)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則改正に係る適こfヒ

く注12)1・ 2号機共用の予備は、 ユ号機設備であるc

(注13)最長に敷設 した場合の本教            ―

帯

湮
」軒
只
ミ
ｅ

（か
営
働
＝
岸ｈ
蔦
Ш
）



別添1(8/8)(令和5年 1月 12日 )

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係る()の (蒸気タエビンに係る()のを除く。)にあつては次

の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(2)容器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用翻支、主要寸法、材料、個数及び

取付箇所

以下rノ ,殻 鮪力 r・ 備は、1批 r正 の 3与・機 i渋備 (3弓‐機′卜ヽえび4な機共用)‐であり、水 li ttf計 市駒rで 1弓

後、2辱・機、〔〕巧‐機及び婁ケ|‐ 機共用 とする

・
'f搬

型

(イ れ,塩大事故等時(iお tす る使用時 y)値

(注
=ヽ

公称値

(亨 i3)と ・ 芝・ 3:■
';‐

機 )(ltt y)〆 儲if土 、 3を‐機殻館でれ,る

仮設組 上式 水

|

純l立 式水1曹

m'・ ll l

人気圧

/γ

l
t再 i

″毅

変 更 歳守 変 更 後

ぐ

触

帥

一

任

さ

ム

ト

数

'歿

    r寸     鮮i    l」 l子

潜i 使 ,韓  '11 カ

高 使 '11 温 度

1'i

l葛

~ノ     レ     ーー

ン      ~

種

４

一
最

最

ｒ

嬰
す
法
　
材
中

　

鯛

獅PS



検査結果下覧表

成績書管理番号 :1-13

拳

特記事項

杖し

検査立会責任者

ホイ井、ア宅/ 主任様術者

鉾絶淵鷺析    名

原子力検査官

,1ヽ―

承 か 徽

イ 身予と 各

検査結果

ヽ

R

検査年月日

令和  ち  年

g 月?▼ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
!  共通事項

成績書管理番号 11■ 13

検査準慮.日
澪峰B● 年 F月 強 7日

検 査 場 所 i関西竃力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

凸

rれ

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む:)が準備されてい

|る こと。

記録確認 ○ |■

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお けであるこ

と。

記録確認 O‐

工事計画の認可番号の

記載 が適 切で あるこ

と:

記録石雀認 OrT

石



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 11工 13

検査年月日 :今
仲 5年  3 月 :7日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ○ ―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Θ―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・○

系統構成が完了していること。
立会/

⑩ ○・―

4b



検査結果

添付資料 3二 2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 11二 13

検査年月日:令れ ら年 S,f27耳
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

蒸気タービンの附属設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされて所定の性能を有し

てお り、技術基準に適合するもので

あること。

R
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 1検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2ど3-0003、 T2r3-0005、 T2-3二〇〇〇6

′

4́H



原子炉冷蜘1系 統施設                         ‐

加圧水型発電用原子炉施設定係るもの (恭気タエビンに係るものを除くさ)に あつては、

蒸気タービンに係るモ)の にあつては、次の事項

2 本気タービンの附属設備に係る次の事項

(4)管等に係る次の事項

イ =配管げ)最高使用圧力、最高使用温度、外径、耳さ及び材枇

。常設

次の事項

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)

ふ
゛

選
郭
畔
含
＼
じ
　
（↓
営
観
載
ω
沌
遥
コ
）

変 更 後

材   料

変更なし

(Yl:3)

SUS304TF

(注 4,5)

SUS304TP

(注 4)

SUS304TP

厚   さ

(mlll)

(注 3,5)

9.3

(注 3,1,5)

9,3

(ツ li3,4)

9.3

/
9。 3

/
7.1

外  径

(阻阻)

(注 3,5)

267.4

(注 3,4,5)

267.4

(11:3,■ )

267.4

/
267.4

/
165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0

名 称

(注 12)

復水 タンク

復水タンク

出日配管分岐点

恭
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

変 更 前

材
´

料

(注 11)

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(汗働

9.3

外   径

(11■ l)

(注 切

267.4

最高使用

温  度

((C)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注 10〕

0

名 称

(注 9)

復水タンク

復水 タンク

出日配管分岐点

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
屈
設
備



ヽ
　

″

基

変 要 後

料

変更なし

(ユ 13,■ ,

7.ユ ー:)|!us

く,Iれ ,こ

304翻

(注3

7.1

/
6."0

(注 4

04町

(注 3,

7.1

/
7.1

/

(平た電

304咽

外  径

(狙m)

('13,'l,5)

165.2

く注3.4)

165.2

/
114.3

(注3,4)

16512

/
165,2

/

最高使用 最高使用

温  度

(℃ )(MPa)

0 40

名 称

変更なし

蒸
気
タ
1

ビ
ン

の

附
属
誠
備

変 更 前

外  径―厚   さ 材   料

(題盟) (鶴盟)

(津 3,

114.31
(Vキ秘,

6.0 lw、ぷ

遠.珂 r熱逮課

高使用

度

(℃ )

(注

0 40

名 称

蒸

気
タ
1

ビ
ン
の

附
属
設
備

復水タンク

出日配管分け支点

A電動補助

給本ポンプ

運
郭
牌
奮
＼
じ
　
（◆
智
朝
■
∞
油
遥
コ
）



ジ

d

変 更 後

材  料

変更な し

(七L4,S

SUS304鶴

(注4

SWS304町

SUS304寄

厚   さ

(ェ llll)

(注 3,4,5〕

7.1

1と8,4)

9。 3

/
7.1

(注 3)

7。 と

/
7.1

/
7.1

外  径

(劇n日と)

(注 3,4す る)

165.2

(滋3,1)

267.4

/
165。 2

t注 3)

165,2

/
166.2

,/

165。 2

最高使用

温  度

(℃ )

(注2)

40

最高使用

圧  カ

(よCPa)

(注2)

0

名 称

(』I

気
タ
I

ビ
ン

の

復水タンク

出日配管分岐点

B電動補助

給水ポンプ

入 百黒管分岐

変 更 蕗

材  料

(,i:il)

SUS304TP

外  径 厚    さ

(皿 li) (出 )

潮
〈注3)

7。 ■

最高使用
|

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

0呵 40

名    称

で盆9)

復水タンク

出日配管分岐点

B電動補助

給水ポンプ

入日配管分岐点

蒸
気
タ
1

ビ
ン

の
船
属
設
備

遭
鶉
Ｐ
６
＼
じ
　
（◆
轡
頓
常
∞
湧
遥
コ
）



ジ

変 更 後

材  料

変更なし

(注4,衝

SUS304割

(荘と1

SUS304Tl

外   径 犀 さ

(lMI) (latt11)

(森 3,4,

165.2 1

く注3.4,3)

7.1

く謝:3,■

165,2

/
114.3

(ユ1:St 41

7.1

/
6.0

高使用

渡

(℃ )

0 40

名 称

変更な し

蒸
気
タ
I

ビ
ン
の

附
属
設
備

変 更 前

材  料

(注 19)

SUS304TP

(注 H〕

SUS304TP

外  径 厚    さ

'(Il題 ) (霊諷)

11:|∫

j)| ｀
(津 3,19)

6,0

i5引
く江働

7。 1

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  力

(炒a)

く注 10〕

0

名 称

蒸

タ
|

ビ
ン

B篭動補助 |

給水ポンプ

入口肥管分岐点

B電動補助

給水ポンプ

の

附

り

(次

^―
ジに続く)

浬
郭
一
令
＼
じ
　

（◆
智
銅
＝
ω
滋
毬
コ
）



ノ

変 更 後

材   料

(!114

SじS304Tニ

厚   さ

(1盟1)

(溢 3,4〕

7.1

/
7.1

/

外  径

(触m)

く注 t,4)

166.2

/
165,2

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

40

最高使用

圧  カ

(凹Pa)

(と 2)

0

名 称

変更なし

蒸
気
タ
i

ビ
ン

の

附
属
設
備

変 更 前

材   料外 径 犀   さ

(観■) (ll題)

最 高使用

度

(℃ )

圧名 称

タ
I

B篭動補助

給本ポイプ

入日配管分岐点

B電動補助

叫
）

運
辣
ド
Ｇ
＼
じ
　
（◆
誉
樹
れ
∞通
導
コ
）



４、ゴ
一

ジ

(観llll)

厚   さ

(l肛■)

外  径

(注 3)

114,3

/
114.3

/
114.3

(注3,4

11,1

/
11。 1

/
11。 1

(注 3,

11.1

/
11.1

/

(注 3,4〕

88.9

/
88,9

/

(注 2)

40

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(ra)

(注 2〉

8,6変更なし

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

(1こと1)(ilun)

材   料厚  `さ外   径

高使用

度

(℃ )

弁 (2FW-550

A、
′
B、 C

及 び

2FW‐556

A、 B、 C)

拐ド(2FW■862

At B、 C)

(ことを3)

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

変 更 前

称名

務

(注 1)記載の適正化を行 う。既I事計画書には f主蒸気管分岐点～タエビン動補助給水ポンプ」と記載

(注2)重大事故等時における使用時の値

(注 3)公称値   ｀          I      ′   `
(注 4)本設備は既存の設備である。

(注5)エルボを示す。

(注6)Sl単位に換算 したものである。    i            ′

選
鶉
岸
６
＼
じ
　
（↓
営
朝
載
∞
沌
趨
コ
）



ノ

翠

(注 7)記載の適手化を行 う。既工事計画書には「制御弁 (2二 FCV-478、 488、 498)卜鳴口合流点～弁 (2-FW-520A、 B(C)」 と記載

(注8)本設備は記載の道正化のみを行 うものでありて手続き対象外である。

(注9)記載の適正化を行う。既T_事計画書には「復水タンク～補助給水ポンブ」と記載

(注10)記載の道正化を行 う。既工茸計画書には「2kせ/cm2GJ I記載

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「STPT38」 と記載                        ・

(注 12)非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼

用              !
(注 13)記載の適工化を行う。既工事計画書には「補助給水ポンプ (が-lA、 lB〉 ～弁 (2■FT-550A、 B、 C)」 と記載

(注14)記載の適正化を行う。既工事計画書には 「STPT42」 と記載

(注 15)記載の適正化を行、う七既工事計itti書には「補助給水ポシプ (Aドー2)～弁 (2-瑚工55oA、 B、 C)」 と記載 /

(注 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2iFWr550A、 B、 C及び2″FW-556A、 ぬ、C)～弁 (2-FW-562A、 B、 C)」 と記載

(注 17)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。          と

(注18)STPT38同等材 (STPT370)‐への取替えを行う。

(注19)既 工事計画書に記載がないため記載の適エイビを行う。記載内容は、設計図書による。   ′

聟
郭
ド
令
＼
じ
　
（◆
智
Ы
＝
ω
ｈ
遥
コ
）



検査結果一覧表

成績書管理番号 il〒 13

鴇

特記事項

夜オし/

検査立会責任者

海箕zm惚空准/ィ 主任様年者

′くlイタータ_ど ',生イア技41%

原子力検査宮

舷八 杉

〈多√く透
'多

千

検査結果

碓

検査年月日

令禾日 J年
4月 IЬ

日

|キ



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-13

棧雹景:健ゑ途ζ≧昇
検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。      ′

記録確認

検 査 をす る工事 のエ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 0

」心



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

検査前確認事項

備考結果確認方法確認事項

記録確認

θ

・
=申請者の品質記録が準備されていること。

図面等確認必要な図面等が準備されていること。

・0良記録確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。 、

∩
立会/

雨
系統構成が完了していること。

ぢ耳



添付資料 3下 2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-13

魅昂健ゑ垂魯え写
検査結果

検 査 対 象

原子炉冷去il系統施設

蒸気タービンの附属設備

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており(技術基準に適合するもので

あること。

λ
鞘

備考 、            モ

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-30003

勁



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 lo日  認可)

原子炉冷ケ^゛I系統施設

蒸気タービンに係るものにあつてtま 、次
')事

項

2 蒸気タービンの附属設備 (■係る次の事項

(4)管等に係る次の事項

イ 主配管の最高使用,主力、最高使用温度、

・歳設     |

外径 、厚 さ及び材料

い”

遭
郭
い
含
＼
К
）

（◆
智
い
＝
ふ
油
ヽ
コ
）

変 更 後

材   料

変更なし

(titt)

S25C

(n4,5)

S25C

(t'3、 1,S'イ    ti'・1.5Ⅲ

(差し込み (耳k‐小)

部の内鶴

61.1

|

6.1

外  径!犀 さ

(Hlm)
|

(mm)

|

(滋 3,1,|

(差 し込客
,   I

部の内径)|

6111 1

(注 1,

(最小 )

7.9

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注 2)

351

(注 2)

351

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

fitta)

8.0
蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附、
属
設
備

変更なし

(注 2)

8.0

名 務ヽ

変 更 前

材  料

f注 !守)

STPT38

STI)T38

(注 1■ ,

STPT370

外

|

イ益|岸   さ

(mm) (mm)

劇
(1∫ 名.19,

5.5

潮
(れな)

11.0

(とよ,1

165.2‖
(lL9,18)

11,0

最高使用

温  度

(℃ )

291

最高使用

圧   力

(MPa)

((■ 1),

7=48

名 鴇ミ

(111

弁

(2AS-108A、  13)

タービン動

補助給水ポング

態

気
ダ

1

ビ

ン

の

附
属
波
捕

(次ベージに続 く)



ゴ

変 更 後

材  料

(江 4,,

STPT38

(す15

STPT370

(イ li4)

STPT38

(注刺

STPT38

厚   さ

(llⅢl)

(注3,4,5)

11.0

トユ1:3,5)| くい:8,6〕

loa2 1 11.0

(注 3,

165.2

/
114.3

(注 3,

11.0

/

8,6

(注3,4)

165.2

/
89.1

(注3,1)

と1.0

/
7.6

外  径

(mm)

(注3,4,5)

165。 2

最高使用

温  度

(℃ )

(平12)

351

最高使用

圧  力

(MPa)

(ユ 1:2)

8.0、

名 称

変更な し

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の
附
属
設
備

変 更 前

材 .料外   径 厚   さ

(阻阻) (盟農)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(獲 :,

弁

(2AS… 108A、  B)

ター ビン動
!

補助給水ポンプ

蒸
気
タ

I

ビ
ン

の

附
属
設
備

蝋
０

(次ページに続く)

遭
郭
牌
命
＼
薫
）

（◆
響
頓
命
卜
ｈ
Ｓ
コ
）



変 更 後

材   料

(遠 4

S25C

厚   さ

(mili)

(注 4)

(注 3)

8.6

/
(最′lヽ)

8,7

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(1ェ Illi)

(注314)

(注 2)

351

114.3

/

(差し込み

卜骨:写
)

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

8,0

名 称

変更な し

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
属
設
備

変 更 前

外  径 厚   さ 材  料

(l阻 ) (llun)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  力

(MPa)

名 称

(注 1

弁

(2AS-108A、  B)

タエビン動

補助給水ポンプ

蒸
気
タ
ー
ビ
シ
の
附
属
設
備

(次ペマジに続く)ヘ

ヨ
募
騨
命
＼
＆
）

（↓
営
碗
常
ヽ
と
エ
コ
）



い
ギ

変 更 後

材   料

(注 4)

STPT38

STPT370

(44)

STPT38

厚    さ

(Httll)

(注3,4)

11.0

/
11.0

/
11,0

(注 3)

165,2

/
165.2

/
165,2

(注 3)

11.0

/
1■ 0

/
11,0

(注 3,4)

165,2

/
165.2

/

(注3,4)

11,0

/
11.0

/

外  径

(mm)

(注3,4)

165.2

/
165.′ 2

/
165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

351

最高使用

圧  カ

(hIPa)

(注 2〉

8.0

名 称

変更なし

蒸
気
タ

I

ビ
ン
の
附
属
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(lⅢl) (1阻l)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

(注 1)

弁

(2AS-108A、  B)

タービン動

補助給水ポンプ

蒸
気
タ

i

ビ
ン
の

附
属
設
備

ヨ
郭
ド
全
＼
薫
）

（◆
智
釧
＝
ド
油
あ
コ
）



lsusi1

(注 5〕

04TP

(注 3,5)

9,3

(れ 3,

267.4

様3‖
く注4,酬

04TF

(注 3,■ ,

9,3

(汁3,1,

267.4

料材

(mm)(mm)

厚   さ外  径|

最高使用

温  度

(℃ )

く注2)

400

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

変真なし

変 更 後

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

材   料

STPT38

STPT38‐

(注 11)

SUS304TP

(mm)

厚   さ

7。 と

(注 3)

(注3)

9.3

(注 3)

9。 3

(阻ull)

外  径

(注 3)

165.2

(注 3)

267.4

267.4

(注 3)

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

匠  カ

(MPa)

(甚 10)

0

復水タンク

タービン動補助

給水ポンプ

(注げ

変 更 前

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

“
ロ

(次ページに続 く)

翌
鶉
岸
Ｇ
＼
に
）

（◆
轡
朝付
卜江
Ｓ
一
）



ノ

材  料

STPT38

(注 4)

SUS304TP

(llull)

厚   さ

(注 3,4〕

9.3

/
7.1

(注3,4)

9,3

/
9.3

/

(注3,4)

26714 -

/
165。 2

(注3,4)

267.4

/
267.4

/

(mm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

く注2)

40

(注 2)

0

最高使用

圧  カ

lMPa)

変更なし

変 更 後

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備
・

材  料

(lttm)

厚   さ

復水タンク

タービン動補助

給水ポンプ

(注9)

称名

蒸
気
タ
ト
ビ
ン
の
附
属
設
備

変 更 前

φ

―卜

翌
郭
岸
合
＼
К
）

（◆
替
碗常
ドＭ
ヽ
Ⅲ
）



材  料

(注 4,5)

STPT42

(イ ]t4,S)

STPT42

(ユ1:4,3)

SUS304TP

STPT42

(注 4〕

(ユ i:3,4,5〕

11.1

(γl:3,1,5)

11.1

(Vl:3,1)

/
11.1

｀
(Hllll)

厚   さ

(注 3,4,働

11.1

(mm)

外   径

(注3,4,5)

88.9

(平 13,4′ 5)

114.3

(ユ113,4,5)

114:3

(113,4)

114.3

/
88.9

最高使用

温  度

(℃ )

(注2)

40

(注 2〕

40

(注 2)

15.7

最高使用

旺  カ

(MPa)

変更なし

(注 2)

15.7

変更なし

変更なし

変 更 後

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

材  料

STPT42

STPT42

(11111)

SUS304TP

(mm)(電Ⅲ腱)

厚   さ外   径

劇88.

(注 3)

11.1

劇114

(注 3)

11.1

引114

('13)

11.1

最高使用

温  度

(℃ )

40

40

(注 6)

1517

くユlⅢ 6)

15,7,

最高使用

圧  カ

(MPa)

電動補助給水

ポンプ

弁 (2FW-550

A、 B、 C)

(注 と3)

変 更 前

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

“η

浬
郭
解
貧
＼
К
）

（◆
営
観
■
ヽ
沌
岳
コ
）

(次ページに続く)



ノ

変 更 後

材  料

(注 4)

SUS304TP

(注つ

STPT42

厚   さ

(mm)

く注3,4)

11.1

/
11.1

(注4,4)

11.1

/
11,1

/
11.と

外  径

(llm)

(注

“

4)

l14.3

/
89。 1

(注 3,4)

114.3

/
114.3

/
114。 3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

40

最高使 用

圧  力

(MPa)

(注2)

15,7

名 称

変更なし

蒸
気
タ

I

ビ
ン

の
購
属
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(阻m) (打B口n)

名 称

(注 13)

電動補助給水

ポンプ

弁 (2FW-550

A、 8、 C)

蒸
気
タ

i

ビ
ン

の
附
属
設
備

ヽ
い

(次ペー:ジ に続 く)

湮
筆
夢
牌

（∞
＼
ビ
ト
）
　

ぐ
◆
執
口
仰
命
ド
沌

岸
∞
コ
）



いコ

変 更 後

材   料

(江 4〕

STPT42

(と4)

STPT42

厚   さ

(Hull)

(注3,4)

11.1

/
11.1

/
11.1

(注314)

11.1

/
1111

/

外  径

(mm)

(泣 3,4)

88.9

/
88.9

/
88.9

,(注 3,4)

88.9

/
88,9

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

40

最高使用

旺 ‐
カ

(MPa)

(注 2)

15.7

名 称

変更なし

蒸
気
タ
1

ど
ン

の
附
属
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(戯m)

最高使用

圧  力

(lIPa)

1最高使用

1温  度

(℃ )

外  径

(醒1)

名 称

くとこと3

電動補助給水

ポンプ

斬ド(2FW-550

A、 B、 C)

蒸
気
タ

I

ビ
ン

の

附
属
設
備

珀
」
一郭
岸

（
Φ
＼
Ｆ
卜
）
　

（
訃
執
『
９
韓
ド
沌

ド
ω
コ
）



変 更 後

材  料

変更な し

(注 4,5)

STPT42

変更なし

(イ 1:415)

STPT42

(注 d

STPT42

(注 4)

STPT42

厚   さ

(mm)

(泣 3,4,5)

1lr l

(ユ1:3,4,5)

14.3

(注8,1)

14。 3

/
12.7

(Vi:3,1)

14.3

-/

11.1

外   径

(皿11)

(注3,4,a

88.9

(専13)4,3)

168,3

(注 S,■ )

168.3

/
141.3

(ユ i:3,4)

168,3

/
88。 9

最高使用

温  度

(℃ )

〈注
',l

40

(注 2)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

12.3

(注2)

12.3

名 称

蒸
気
タ

I

ビ
ン

の
附
属
設
備

変更なし

変 更 前

材   料

STPT42

STPT42

外   径 厚   さ

(鍛盟) (Httli)

剤
(注 3)

11.1

I劇
(注 8)

14.3

最高使用

温  度

(℃ )

40

40

最高使用

圧  .力

(MPa)

(注6)

12.3

(注 6)

12.&

名 称

(注 1司

タービン動

補助給水ポンプ

弁 (2FW-556

A、 B、 C)

蒸
気
タ

i

ビ
ン

の
附
属
設
備

く:::,「・・.

00

波
郭
岸
含
ｏ
＼
爪
）

（↓
螢
銭
常
ふ
油
岳
即
）

(次ぺ
=ジ

に続く)



うヽ

変 更 後

材   料

(注 4)

STPT42

(澁4)

STPT42

(注 ′ll

STPT410

厚   さ

(mm)

14。 3

⌒

14.3

/
11,1

(注 3,

88.9

/
88.9

/

(造3,

11,1

/
11.1

/

(注 3,

89.1

/
89。 1

/

く注3,

11.1

/
11.1

/

外   径

(HuB)

…
168.3

/
168.3

/
88.9

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

屋  力

(MPa)

(注2)

12.3

名 称

変更なし

蒸
気
タ
I

ビ

ン

の

附
属
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(機n)

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(14m)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

(注 IS

タービン動

補助給水ポンプ

弁 (2FW-556

A、 B、 C)

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備 涎

郭
ド
含
ド＼
К
）

（◆
替
ｕ
＝
ド
沌
Ｓ
コ
）



変 更 後

材  料

変更な し

(注 419

STPT42

変更な し

(注 4・ 8)

STPT410

(滋 3)

STPT410

(rF■ ,

STPT42

厚   さ

(mil)

(注 3,4,5)

11.1

〔驚3.4,S〕

11,1

(歯 8,お ,

11,I

〔造■,1〕

13,5

/
11.1

外  径

(m商 )

(注 3,4,S〕

88。 9

〔協411.S〕

114.3

く雄と、6)

li4.3

(性 8、 4〕

114.8

/
8&9

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

40

(,L2〕

40

最高使用

圧  カ

(pa)

(注 21

8.6

(ユ併?〕

8.6

名 称

変更なし

蒸
気
夕

I

ビ
ン

の

附
属
設
備

変 更 前

材  料

STPT42

STPT42

(注 14)

STPT410

厚   さ

(m11)

(注 3〉

11.1

(注 3)

1 1, 1

(注 3)

11。 1

外  径

(nim)

(注 3)

88.9

(注 3)

114.3

I (注 3)

■4,3

晟高使用

温  度

(℃ )

40

40

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注 6〕

8.6

(注 6)

8.6

名 称

(注 16

弁 (2Fヽ▼-550

A、  B、 C

及 び

2FW■556

A、 B、 C)

弁 (2FW-562

A、 B、 C)

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

呵
０

避
郭
牌
（蔦
＼
烹
）

（か
替
萌
常
卜
油
お
コ
）

(次ページに続く)



(と4)

STPT42

材   料

STPT42

(泣 4)

(llll11)

厚   さ

(涯3,4,

11.1

/

11.1

/
11.1

(注8,4)

11.1

/

11.1

/

(注 8,4)

88.9

/
88,9

/

(llull)

外  径

(注3,4)

114.3

/
114.3

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 2)

40

(注2)

8.6

最高使用

匡  力

(MPa)

変更なし

変 更 後

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

材  料

(mm)(ilm)

厚   さ外  径

(℃ )

最高使用

温  度

最高使用

旺  カ

(MPa)

弁 (2FW-550

A、  B、  C

及 び

2FW■556

A、 B、 C)

弁 (2FW-562

A、 B、 C)

(注 I引

変 更 前

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
購
属
設
備

報

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「主蒸気管分岐点
～

タービン動補助給水ポンプ」と記載

(注2)章_大事故等時における使用時の値                          、

(注3)公称値_

(注4)本設備は既存の設備であるも

(注 5)エルボを示す。

(注6)SI単位に換算 したものであるも

選
郭
岸
含
∞
＼
照
）

（◆
替
９翁
卜
沌
あ
コ
）



弩

ホ

(注 7)記載の適正化を行 うё既工事計画書には「制御弁 (歩FCV-478、 488、 498)中 画合流点～弁 (2-FW-520A、 B、 C)」 と記載 、

(注8)本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外であると          、          、

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「復水タンク～補助給水ポンプ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「2kg/cm2G」 と記載

(注 H)記載の適I化を行 う。既工事計画書には「STPT38」 と記載

(注 12)非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備及び原子炉格納施設のうち圧力搭減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼

用

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「補助給水ポンプ (AF-lA、 lB)～弁 (2-FW-550A、 B、 C)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。員元工事計画書には 「STPT42」 と記載              |

(注 15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「補助給水ポンプ (AF-2)～弁 (2-FW-556A(B、 C)」 と記載          ・

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2‐FW-550A、 B、 C及び2-FW,556A、 B、 c)～弁 (2-FW■ 562A、 B、 C)」 と記載

(注 17)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注 18)STPT38同等材 (STPT370)令の取替えを行 う。

(注 19)既工事計画書に記載がないため記載δ適正化を行 う。も記載内容は、設計図書による。

習
郭
μ
含
卜＼
К
）

（◆
智
萌常
卜ｈ
Ｓ
コ
）



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書
ハ

r、

要 領書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 11-14

令衆也5年 多月

原子力規制萎員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請二覧表のとおり

3検査期日 歯会預静 宦年/2月 /?|

至今 珠u FI→ 1月
2θF日

4強査場所   使́用前検査記録のとおり

5検査実加者  検査結果下覧表のとおり

6検査結果    検査結果す覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1下 14

r,I



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月  7日 )

関原発第 435号 (平成 30年  3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 ?0日 )

関́原発第 203号 (平成 30年  7月  4日 )

関原発第 260号 (平成
'30年

 e月 29日 )

関原発第 416号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 505号 (平成 31年  2月  1日 )

関原発第 513号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月  4日 )

関原発第 69号 (2019年  5月 16:日 )

関原発第 116号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年  8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 618号 (20｀ 20年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年  4月  7日 )

関原発第 23号 (2021年  4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 28日 )

関原発第 585号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 137号 (2022年 6月 10日 )

関ヽ原発第 209号 (2022年 7月  1日 )

路躁秀ギ第ぢBO毛 と2022年 )・2】 27P)

成績書管理番号 il-14

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



)

検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-´ 14

"

特記事項

丁♂t

検査立会責任者

潔舞径1・イηl黎子ポ行 主任基恭著

ノk｀イラニ、夕tウ 農了五響V停右

原子力検査官

夕 か 縮気

彰づ彰算ノk

検査結果

ヽ

甍

検査年月日

令和  そ 年

ノを月ノ,日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 rl-14

検査年月日:/曇移 空年 /ZF/ワ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含い。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ―

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ① ―

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。

記録確認 Q・ ―

字



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 11-14

検査年月日 :今和 宰 年 ノ2月 /夕 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 0-

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統結成が完了していること。
立会/

Q―

も
~



添付資料 8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-14

検査年月日 :ハ和 賃 年 ノえ 月 /▼ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

ポンプ

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査結果 検査方法判定基準検査項目

へ飛
目視

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

系統機能検査

・通水検査

系統性能検査

・運転性能検査

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0122

る



(令和4年 12月 19日 )別添1(1/19)

設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

原子炉冷却系統施設       ｀       1

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気夕■ビンに係るものを除くj)に あらては、次の

事項

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(3)ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要

寸法て材料、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇所

守可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

(注3)ネ ジ接続Ь記載内容.は 、」ISB0203に よる:

7

変更前 変 更 後

名 称 可搬型原子炉補機冷却水循環ポンプ

|

ポ
ン

プ

種 頬 容積式

容 量  (注
1) 〓13/h/個 1.0以 上 (1.Ol注め

)

揚 程 lttD m 10以上 (10(とつ
)

最 高使 用 圧 力 (注つ MPa 0。 33

最 高 使 用 温:度 l注 0 ℃ 40

主
要
寸
法

吸 込  日 径 nll■ 18.631(注 2,3)

吐  出  日 径 mlla 18.631(注 2,8〉

た て Ilttl 100(注
2)

横 mm 173.5(注2)

高 さ HIHl 115.5(注
2)

材
料

ケ ー シ ン グ SCS13

個 数 予備

/

取 付 箇 所

原
動
機

種 類
Ｉ
Ｉ
ゝ

二相誘導電動機
Ｉ
Ｉ
プ

出 カ kW/佃 0.4

個 数 1(予備 1)

取 付 箇 所 ポンプと同じ



つ

設 備 概 要
工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

原子炉冷却系統施設                   、

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管o名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

。常設

(次ぺ■ジより記載)            ・

6('

（↓
苦
一
構
篤
ｈ
む
口
）
迎
郭

ユ

（く
む
）



ヽ
　

イ つ

STPT870

STPT370

材  料

(mm)

厚   さ

(注 3,50)

3.4

3.4

/

3.4

/
3.4

(注 3)

(mm)

外  径

(注 3)

34.0

34.0

/

34.0

/

34.0

(注 3)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

(注 4)

1.2

B使用済

ピットクーヲ

供給配管分岐点

～

格納容器雰囲気

ガスサンプ

リング冷却器

格納容器雰囲気

ガスサンプ

メング冷却器

出日配管分岐点

弁  (2V-45204)

(℃ )

高使用最高使用

屋  力

(MPa)

称名

や

（↓
営
｛
常
篤
渤
む
口
）
遭
部

ユ
ス
く
お
）



つ

ゝ
』

材  料

STPT870

STPT370

(mm〉

厚   さ

8,4

/

3.4

/

(注 3)

(注 3)

&4

/

/‐

3.4

(■題1)

外  径

34.0

/

34.0

/

(注3)

34.0

/

/
34.0

(注 3)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

酵高使用

匡 ‐カ

(MPa)

(注 4)

21

B使用済:

料ピットクーシ

供給配管分岐点

格納容器雰圏気

ガスサンプ

チング冷却器

格納容器雰囲気

ガスサンプ

リング冷却器

出日配管分岐点

弁 (2VT45204)

下流側取合点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材  料

最高使用

屋   力

(MPa) (℃ ) (1阻)(mm)

度 厚    さ外
・

径

最高使用
|

名    称

（◆
書
ヽ
韓
蔦
油
む
Ｅ
▼
浬
謝

４

（ミ
む
）



う

ヽ

変 更 後

厚   さ材  料

(血孟)

(注 3,

3.4 STPT370

外   径

(mm)

(注 3)

34.0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4〉

0。 33

名 称

可繊型原子炉
・

補機冷却永

循環ポンプ

八日配管分岐点

可搬型原子炉

:補機冷却水

循環ポンプ

入白接続点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  径 料

(mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

（↓
ぎ
一措
蔦
詢
む
□
）
湮
謝
ユ
（く
む
）



一
　

一 )

変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

厚   さ

(■ llII)

(注 3150)

3.4

(どと3】 50)

913

外  径

(lllIIl)

(注 8)

34,0

(滋 3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

(注 4)

40

晟高使用

圧  カ

(MPa)

(滋 4)

0.33

(注 4)

と。2

名 称

可搬型原子炉 |

補機冷去口水

循環ポンプ

出日接続点

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

襲豊=郵管合れ点v

A海水供給母管

接続日

Aa(: Ab

海水ス トレ■ナ

八 日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(

厚   さ

(mとと)

外   径

(lllill)

最高使用

度名 称

(℃ )

＼
ド

(注 1)記載の適正イヒを行 う。既工事計画書には 「1次索冷却水クエジ▲、と、c～テ身 (20× 20× 16)」 と記載

(注2)sI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

（静
営
一
構
篤
逝
む
コ
）
望
部

ユ

（く
こ
）



＼偽

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示すと

(注7)記載の道正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クエラ出口連絡管」と記載

(注8)記載の適正化を行う。弊手事計画書には
‐「ヘッダA、 B=テ ィ (20× 20× 10)～ レジュー|サ (20X14)」 と記載

(注9)記載の道手化を行うざ既I事計画書には「レジューサ (20× 14)～内部るプレクーラ」と記載

(注 10)記載め適正化を行う。既工事計画書には「今ッダCiテ ィ (16× 16× 16)｀ レジ■―サ (16X12)」 と記載

(注■)当該ラインに|っいては、主配管に該当しないため記載の適正化を行う。

(注12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘジダC:レジューサ (16X12)～ ティ (20× 20× 16)」 と記載       '
(注 13)記載の適正化を行う。既I事計画書には「ヘンダA、 BI内部スプイレクTラ ～レジ干~サ

(20× 14)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:レジューサ (20× 14)～ティ (20又 20X16)」 と記載

(注 15)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次索冷却水ポンプ八口連絡管」と記載

(注 16)記載の適正化を行 う。既工妻計画書には「テ身 (20又 29× 16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

(注 17)記載め適正化を行 う。既工事計画書には「1次不冷去,水ポンプ出ロレジエ

=サ
(16× 1ガ)走テ芽 (20× 20× 上o)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出日連絡管」と記載      ~
(注19)記載の適と化を行 う。既正事計画書には「1次系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20X16)～ 1次ネ冷却水クーラA、 C八 ロティ

(20× 20× 16)」 と言己i絞                                ヽ                   ―

(注20)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷去日本クーラ八日連絡管」と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (26× 20× 16)及びレジューサ (2o× 16)～ 1次系冷却水ク●ラAt C及びЁ」と記

載

(注22)記載の適王化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH=2)A、 B」 と記載

(注23)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クエラ (RH-2)A、 a～戻母管合流点」と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～冷去w材ポンプA、 B、 Cへの分岐点」と記載

（◆
営
ヽ
構
蔦
油
む
口
）
遭
謝

４

（く
こ
）



(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注32)

(注33)

`(注34)

(注3o)

(注 37)

(注38)

(注39)

(とと40)

(注41)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

記裁の道正ィヒを行す。騨工事計画書には

記載の適正化を行うぢ既工事計画書には

記載の適正化を行う。既工事計画書には

記載の道正化を行うと,モエ事計画書には

記載の適正化を行う。既工事計画書には

記載の適正化を行う。既工事計画書には

記載の適正化を行う。既工事計画書には

(2× 11/2)」 と記載

「冷却材ポンプB、 むからの合流点～弁 (2-FCVど 1241)」 と記載

「冷却材ポンプA、 Bか らの合流点営戻管 (8B)合流点」と記載

「1次冷珀水ポンタ八日分岐点～弁 (井5105A、 B)」 と記載     .
「弁 (2-5105A、

‐B)～ 1次系冷去F水歩ンク」と記載 _         ‐

「1次系機器冷却水母管At B分岐点～燃料ピットク■ラ」と記載

「燃料ピットクーラ,～ 1次系機器冷去Π水戻母管▲(色合流点」と記載
「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載
「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合流点」と記載

「1次系機器冷去口水母管～レジユエサ (3× 2)」 と記載           ャ

「レジューサ (3× 2)～計器用コンプレッサーパッケ_ジ IA-lA、 IA-18八 ロレジュ‐サ

＼十 (注35)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用ヨンプレッサーパンケエジIA-lA、 IA-lB出 ロレジューサ (2× 11/2)～ レ

ジューサ (3× 2)」 と記載   :

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

ロレジ■―サ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う志既工事計画書には

記載の適正化を行 うb既工事計画書には

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

1/2)」 と言己奪覚         一

記載の適正化を行 う。既工事計画書には

と記載 
―

「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管」と記載

「1次系機器冷去F水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部るプレポンプ室空調装置入

「レジュ_サ (3X2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

「1次系機器冷却水母管分岐点｀レジュエサ (4× 2)」 と記載

「レジュエサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点
～

レジユーサ (2Xl

ス
↓
営
一
構
誌
逝
む
回
）
迎
謝

ユ

（く
こ
）

(注42) 「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ入ロレジューサ (11/2× 1/2)」



彿

(注43)

(注44)

(注45)

(涯と46)

(注47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注51)

(注 52)

(注 53)

(注54)

(注55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(注64)

既I事計画青に評載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (2× 11/2)～内部スプレポンプ八日分岐点」と記載

記裁の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入日分岐点～、レジ■●サ (1× 1/2)」 と記載

記載?適正化を行う。既壬事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出口合流点」と記載

記球の適正化を行う。既手事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジュエサ (2× 11/力)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除芸ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジユエサ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」iと 記載 :            |
エルボについては管 と同等以上の厚 さのものを選定する。

記載の適正化を行うも既ェ事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3× 2)」 と記載

記裁の適正化を行うb既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジュ‐サ (12× 10)」 と記載

記載の適正化を行う。既I事計画書には fレ ジユーサ (f2X19)～ レジキーサ (10× 6)」 と記載          ｀

記載の適正化を行うЬ既工事計画書には「分岐点年レジューサ (6× 4)」 と記載

記載あ適正イビを行う。既工)事計画書には「レジユエサ:(6X4)ノ 及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (4X2)お よび分岐点｀格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジユ■サ (6X4)みび合流点」と記載     :
記載の適正化を行う。既工事計画書には :レ ジュ●サ (6× 4)～VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記裁

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ■サ (lo× 6)～ レジ位■サ (1?× 10)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ (12X10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (12× 8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載 ,

評載の適■化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷去,ァイン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記裁あ適正化を行 う。暁工事計画書には 「充てん/嵩圧注入ポン7入日分岐点｀レジユーサ (2× 11/2)お よび (21/2ヽ 2)」
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と記載
‐
(注65)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジュエサ (2× 11/2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2本 11/2)」 と記

(注68)

載                                           :  ~
記裁の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (21/2X2)充てル/高圧注入ポンプ

～
レジューサ (21/2× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2文 11/2)お よびレジューサ (21/2卜 2)～充てん/高庄注入ポンプ出

日合流 J点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～菊てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載                        ―

記載の適正化を行うと班ェ事計画書には「海本ポンプから中間建屋入日まで」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載  
―           ´

記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入由～海水母管分岐点及びレジューチ (30メ 24)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)～ 1次系冷却水クィラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ｀戻母管」と記載                 `
記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋出口までの戻母管 (埋設都除く)」 と記載

記載の適軍化を行う。既工事計画書には「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載            
｀

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジュ‐サ (10× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～デイエゼル発電機」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジエーサ (12× 8)及び合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)｀海水戻母管」と記載  ～     ―

STPT3s同等材 (STPT370)べの取替えを行う。

STPG42同等材 (STPG410)への取替 えを行 う。.          .
｀
記載の導正化 を行 う。班工事計画書 イ4は 「STP642」 と記載     _

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

(注66)

(注67)

(注69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注 73)

(注74)

(注 75)

(注 76)

(注 77)

(注 78)

(注 79)

(注80)

(注81)

(注82)

(注83)
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設 備 概 要
工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

原子炉冷却系統施設             |     ,
9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項      ～

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用撮度、外径、厚さ及び材料

・可搬型

(次ページより記載)                   、

＼、Ч
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＼絲

変更前 変 更 後

取付箇所

保管場所 はめ

取付箇所 :

材   料

SUS304

厚   さ

(■lm)

(注 3)

外   径

(■un)

(注 2)

20A

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 1)

0.33

名 称

原
子
炉
補
機
冷

却
設
備

可搬型原子炉補機

冷却水循環ポンプ

吸永呵酢
フレキシブルホース
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取付箇所

保管場所 帷め
:

取付箇所 :

材  料

SUS304

(mm)

厚   さ

(注 3)

(mm)

外
´

径

(注 2)

20A

最高使用

温  ｀
度

(℃ )

(注 1)

40

最高使用

圧   力

(MPa)

0133

(注 1)

変 更 後変更前

可搬型原子炉補機

冷却水循環ポンプ

フレキシブルホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名

送水
Em
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変更前 変 更 後

取付箇所

保管場所 笠め
:

取付箇所 :

材  料

SUS304

厚   さ

(■lm)

(注 3)

外  径

(■ull)

(注 2)

25A

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

60

名 称

最高使用

圧  カ

(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

格納容器雰囲気ガス

サンプ リング冷却水

1屋斥排水嵐li
フレキシブルホエス

(注

0

〕
③

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

重大事故等時における使用時の値

メエカにて規定する呼び径を示す。                                  f
メーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであらて、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する
i。

当該ホース1本 (必要本教 以上を保管する。

1・ 2号機共用の予備は、 1号機にて設置する。

本数については当該ルー トで最長に敷設 した場合を記載 (
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当該ホース酔  (必要本数 以上を保管する。
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【，】、サザ つ

i     )設 備 概 要
・

別表第二及び工認ガイド改正に伴う書類の提出 (関原発第382号 (平成30年 2月 7日 ))

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項  =

(9)主配管の名称、
‐
最高使用圧力、最高使用温度k外′

径、厚さ及か材料

。可搬型

(次ぺ‐ジより記載)    ・              _

Ｗ
Ｗ
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側

取付箇所

保

取付箇所 :

個  数

1

(予備 1)

材  料

SUS304

厚   さ

(mm)

(注 3)

外  径

(mm)

(注 2)

20A  '

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

40

最高使用

圧  (カ

(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

可搬型

原子炉補機

冷却水

循環ポンブ

(注 1)

0.33

吸水用

クレキシブル

ホー ス

名 称

（φ
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〕
ｆ

取付箇所

保管場

取付箇所 :

個  数

1

(予備 1)

材  料

SUS304

厚   さ

(mm)

(注 3)

外   径

(mm)

(注 2)

20A

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 1)

0。 33

名 称

可搬型

原子炉補機

冷却水

循環ポンプ

送水用
`

lm7レ キンブル

ホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営
ヽ
韓
蔦
油
お
口
）
遭
頚

ユ

（お
ゝ
９



取付箇所

取 所

個  数

1

(予備 1)

材  料

SUS304

厚   さ

(Ilttl)

(注 8)

外  径

(mm)

(注 2)

25A

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

60

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 1)

0

名 称

格納容器

雰囲気ガス

サンプ リング

!冷却水

屋外排水用

Emフ レキシブル
ホ ー ス

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備〕

い

(注 1)重大事故等時における使用時の値  !     ´

(注2)メ ーカにて規定する呼び径を示す。                         ヽ

(注3)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準|こ適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧ヵ及び使用温度が負荷された状態にぉいて強度が確録できるものを使用する。

（↓
営
一
樹
蔦
れ
む
口
）
遭
謝
ュ

（む
ゝ
９

(注4)

(注5)1市 2号機共用の予備は、 1号機設備である。

(注6)最長に敷設 した場合の本数

(注7)公称値



う

検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-14

ド

特記事項

嫌 し

検査立会責任者

ホイラ増・ジ‐伊/主任技術者

焼縁籍絡ヤ揚切鉗銘

原子力検査官

レ
望′４ ヤ 守合 え

ノて噺 みるト

検査結果

滋

検査年月日

令和  ` 年

/月 /那



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録

共́通事項        ‐
, 成績書書理番号 :1二 14

.検査年月日 :4今惇う 年  ノ 月 /と 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項  :

使用前検査申請書の確認

∩

凸

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変軍申講を

含むc)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申―

請書 どお りで ある こ
i

と心

記録確認 Θ・T

記録確認 ρ・

2W



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

.      成績書管理番号 :1■ 14

棧覇昂:縄身概婁速途昂
検査前確認事票

ハ

∩

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていることな 記録確認 O・ 下

必要な図面等が準f薦されていること。 図面等確認 @
検査痢話器が校正されており有効>司限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 泉t・ (91

系統構成が完了していること心
立会/

∽

28



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(三号検査)

添付資料 3下 2

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-14

検査午月日 :今弁づ 年  / 月 /4日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管

別添 1参照の太線枠内の範匪l

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

,通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

磁

目視

備考

`記録石窪認は、工事計画に基づ吉申請者が行った試験 `検査の品質記録 (※)による。

※適合性確認検査成績書の識別番号:T2-3・ 055げ (その1)         、

2守



原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気夕‐ビンに係るものを除く。)にあらては、

次の事項    、

9 原子炉構機冷却設備に係る次の事項

(9)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

・可搬型

軽微変更届出 関原発第 123号 平成 3o年 5月 24日

”
Ｃ

浬
郭
只
く
じ

（↓
営
銅
↓
牌油
冨
コ
）

変 更 後

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

|(次頁べ続 く)

変
｀
更 前

最 高 1最高

使 用 外径
| (!=1

個数

(注 I

使 用 厚 さ
材 料 取付箇所

圧 カ 温度

(MPa) (℃ ) (電破) (HHl)

保管場所

(ジャ

ツ ト

(注 1) (注 1 傲
　
５０Ａ
２

ポ リエ

ステル

(内張 り

都 )

合成 ゴ

ム

蛇
　
　
盗
ψ

滋

　

３40

(次貢入続 く)

名  称

´
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



い
一

(前頁からの続き)

取付箇所材 料
厚 さ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

個数

外 径

(譴 Ill)

最高最高

温度庄 カ

使 用使 用

(℃ )(MPa)

変 更 後

儡01

名   称

(前買からの統 き)

大容量

ポンプ

出口

ライン

送水用

ホ!ス

取付箇所

(注 11)

(前買か らの続 き)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名
厚 さ

(Illn)(mln)

最高最 高

温度圧 カ

(℃ )(MPa)

使用 外 径使 用

:・
Tk議責かBあ差ぎ,

変 更 前

取付箇

遭
鶉
兵
蛭
じ

（↓
彗
碗＝
牌沌
馬
コ
）



耀
　
　
ｍ

縞
鰤
賊
⑬

最高

使用

圧カ

(MPa)

変更なし

名  ‐
称

厚 さ

変 更 後

(IIとB)

個数材 料
取付

箇所

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

取付箇所

取付

く注注ヽ12)

個数

１
　
予

備

材料

SUS3

04

(注 3)

厚 さ

(Illm)(llulェ )

外 径

(注 2)

25A

変 更 前|

最高最高

使用使 用

温度圧 カ

(℃ )(MPa)

(注 1)

60

格納容器雰囲

気ガス

サンプリング

冷却水

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

名  称

ルブシ

ホース

(注 1

0”
ド

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)メ エガにて規定する呼び径を示す。                              一

(注3)メ ■力仕様によるものとし、完成品として一般産業語の規格来び基準に適合するものでみづて、仁用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用犀力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるもめを使用する。

(注7)当該ホー春   (必要基

遭
鶉
只
く
じ

（↓
営
頓
■
ドｈ
蔦
即
）

以上を保管する。



(注8)当 該ホー

(注9)公称値

碁 陸本    )
鮭n当該孝ニホ_ル 尋 悌要

以上を保管する。

以上を保管する。

(注11)実用発電用界子炉の設置、運転等に関する親員ll改正に係る通正化

(注 12)

(注13)1,2号機共用の予備は、1号機設備である。

(注14)最景に敷設した場合す)本数

碑

遭
郭
只
卜
激
）
（↓
営
釧
＝
牌れ
馬
コ
）



検査結果一覧表

成績書管理番号 11-■ 4

”
ギ

特記事項

感 し

検査立会責任者

絢 つ_.ク″伊'ノ主任技術者

I陶撫弩ぎ律爾 箔

原子力検査官

療 ハ
孜ヽ

？

―

写 野 上 み

検査結果

一融

検査年月日

令和  と
~ 

年

二月2▼ 日



関西電力株式会社高浜発電所第 写号機

共通事項

添付資料 1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-14

検査年月日 i冷約 ∫年 3月 ?ョ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

Fヘ

∫
′~ヽ

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 C謗・
二

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

‐
請書 どお りであるこ

と。

記録確認 蓮診:―

工事計画の認可番号の

記載が 適切 で あるこ

と。     :

記録確認 ⑧,■

as



関西電力株式会社高浜発電所第 2・号機

―        (三 号検査)

添付資料3=1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-14

検査年月日 :冷企 二年 二 月 2η 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

ハ

∩

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q
必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ◎・T

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと疲び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良 ○

系統構成が完了していること。
立会/

働 ○

Fも



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-14

検套年月日 :浴彿 5年 3 月 2負 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管   :・
別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

置
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0014

31η  
イ



原子炉冷剖系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)に あうては、次の事項

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用糧度、外径、厚さ及び材料

,可搬型

工事計画本 文  (原規規発第 16061051号Ⅲ  平瘍亀28年 6月 10日   認 可 )

的
∞

淫
郭
牌
含
＼
じ
　
（↓
営
明常
∞
れ
遥
コ
）

変 更 後

一
1最高使用 最高使用

温  度

(℃ )

名 称 圧  カ

(MPa)

外  径 厚   さ 材  料 取付箇所

(■un) (mm)

保管場所 はD:

取付箇所 :

(ジヤケッ騨船

ポジエステル

(内張 り部)

ゴム

又は

合成樹脂

(注 3)くと2)

50A

(注 1)

60

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用

1甲ホース

(注 1)

1.2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前



工事計画本文 (関原発第 382号 平成 30年 2月 7日  にて別表・ガイ ド改正)

”
ф

取付箇所

取付箇所

個  数

2

(予備 1)

外 径 厚 さ 材  料

(面) (llul)

(ジ ャケット部 )

ポ リエステル

(内 張 り部)

ゴム

又 は

合 成樹脂

(注 2)| (注 3)

50A

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 1)| (注 1)

1.2 60

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用

■mホ
・

女

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

湮
郭
岸
Ｏ
＼
じ
　
（↓
営
Ы
れ
∞
れ
遥
コ
）



工事計画本文 (原規規発第 1606105号●平成 28年 6月 10日 認可)

む

変 更 後

名 称

最高使用 1最高使用

圧  力 温  度

(MPa)  .  (R3)

外 径

一　
　
厚 さ 材 料 取付笛所

(mm) (mm)

保管場所 (注働
:

取付箇所 :(ジヤケットi船

|ポ ジエステル
(注3)

(内 張 り部)

ゴム

又 Iま

合成樹脂

B余熱除去ポンプ

海水JH水用

lhホース

く連I) (注 1) (注2)

40A1.2 60

|

|

|

|

|

|

|

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前

浬
鶉
ド
含
＼
じ
　
（◆
轡
銅
常
∞油
導
コ
）



外  径 厚   さ 材  料 個  数

|

取付箇所

(HIll) (mm)
J

保管場所

(ジ ヤケント部)

ポ リエステル

(内 張 り部)

ゴム

ヌtは

合成樹脂

取付箇所

(注 3)

１

一

(予備 1)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

60

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 1)

1.2

名 称

B余熱除去ポンプ

海水排水用

■hホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (関原発第 382号 平成 30年 2月 7日  にて別表 ,ガイ ド改正)

苓
ゝ

翌
郭
畔
奮
＼
じ
　
一（◆
習
ぃ
＝
ω
沌
遂
コ
）



変 更 後

取付箇所

保管場所 は騨
:

厚  さ 材  料

(llm)

(ユ 3)

SUS304

名 称

最高使用

圧   カ

(MPa)

最高使用

温  度 外

(℃ )   (lllm)

径

格納容器雰囲気ガス

サンブ リング冷却水

屋外排水jい

フレキンブルホース

(注 :〕 (注 1) (ユ 2)

25A0 60

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前

本
】

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)

(注 1)重大事故等時における使用時の値                            フ

(注2)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(注3)メ と力仕様によるものとし、完成品として一般産業品てメ)規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるも
')を

使用する。

(注 4)

(注 5)

(注 6)

当輩ホー不
■

本 (必要本           )メ 上を保管する。

1・ 2号襟共用の予備は、 1号機にて設置する。

本数にういては当該ルー トで最長に敷設 した場合を記載

運
郭
ド
Ｇ
＼
じ
　

（か
営
ａ
＝
∞
油
遥
コ
）

(牛7)当該本
工

掛   (必 要本            以上を保管する。



ェ事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 23年 6月 10日  認可)

(注8)当 該本一
■   (必

要本装          )以 上を保管する。

(注9)公称値    ャ

(注 lo)当 該マニホール
Чr(必 要台            以上を保管する。

虎

翌
郭
岸
金
＼
じ

”
（↓
営
銅■
ωれ
遥
コ
）



ぺ
子

＼
障

工事計画本文 (関原発第 382号 平成 30年 2月 7日  にて別表・ガイ ド改正)

(注 1).重大事故等時における使用時の値      
′
                     |

(注2)メ ーカにて規定する呼び径を示す。       .

(注3)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであつて、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。

(注4)

(注5)1・ 2号機共用の予備は、 1号機設備である。

(注6)最長に敷設 した場合の本数 (

(注7)公称値

ヨ
郭
牌
令
＼
じ
　
（◆
営
り常
∞
油
遂
コ
）

取付箇所

保管場所

取付箇所 :

SUS304 １

一

個  数

(予備 1)

材  料 _

(mm)

(注 3)

(mm)

(注 2)

25A

厚   さ外  径戸上  力 i温  度

(ヽlPa)|:(℃ )

(注 1)

60

1'一
一

0

最高使用最高使用

格納容器

雰囲気ガス

サンプ リング

冷却水

屋外排水用

フレキシブル

ホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称

lm

名



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書
∩

要 領 書 番 号  :原規規収第 1610072号 99

1成績書管理番号:1-15

堪湯静1年
1キ

月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

成績書管理番号 :1-15

命

i令

3検査期日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者  検査結果下覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

ョ   告無5年  ,月 ,2日

と あ す年牛月中

|



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第Ь43号

関原発第618号

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第293号

関原発第562号

関原発第 585号

関原発第 137号

関原発第209号

関原発第 580号

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

(202

(202

(202

(202

(202

(2012

(202

(202

(202

(202

(2｀02

8年 10月  7日 )

0年 3月 20日 )

0年 4月 20日 )

0年  7月  4日 )

0年 8月 20日 )

0年 12月  5日 )

1年  2月  1日:)

1年  2月  6日 )

1年 4月  4日 )

9年 5月 16日 )

9年  6月 24日 )

9年 8月 23日 )

0年 1月 31日 )

0年 2月 26日 )

0年 3月 24日 )

0年  4月  7日 )

1年 4月 30日 )

1年 8月 2日 )

2年 2月 28日 )

2年 3月 15日 )

2年 6月  10日 )

2年 7月  1日 )

2年 12月 27日 )

成績書管理番号 :1-15

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

エ



検査結果す覧表

成績書管理番号 :1-15

Q

特記事項

住 こ

検査立会責任者

がゆ″、タレσ`ノ 主任技術者

_掟宅η惚そヤ砕邪配i名

原子力検査官

芽望〒 f咎 ‐え
ユ

ノマ野 ュ 各

検査結果

ヽ

及

検査年月日

令和  ふ
‐

年

/月 /2日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録

1   共通事項       「

 ヽ               成績書管理番号 :1下 15
・`     ナ険査年月日1舟静

jギ  た Fノ 2日

検 査テ場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

∩

∩

今

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。 ヽ| .

記録確認

検 査 をす るェ事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と心・

記録確認 ⑬ ―

工事計画|の認可番号の

′
記載が適切で ある こ

とも

記録確認 O―



―      添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-15

林査年戸日1命令 5‐  ′/月 メュ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ○・一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認
Θ

・ ―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認
@・ T

系統構成が完了していること。
立会/

m Θ

・ サ

デ



添付資料 3下 2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-15

検套年月日 :今ゃLI年  /月 ノみ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原
,光麟

■:キ神
'キ

t津

“

Bl歩五及多鼈説. 獅芍争え

驚、身ィ'ビンの″ヽ了癌 ナ伸

上廠ι落

笠筆恩雛親のみ姦(驀洗葉控轟)

“
。

ポンプ

主酉己篤之空1

別添 1'か照の太線枠内の範囲 と謗とを

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通水検査

系統性能検査

。運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

他
目視 ・

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2i30555、 T2-3-0607

る



男げ添1(1/13)(令和5年 1月 12日 )

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次

の報                                 ,
7 非常用炉らL醐 その他原子炉注水設備に係る次の事項

(1)ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度〔主

要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇所

以下の設備の予備は、既作の出号機設備 (3ケ機及び4号機業用,であイサ、本工事誰叩で1号

機、2号機、 3居・機′支び■尋‐機共用とする.

,W「搬型 (1/2)

7

可搬式代替低
'It注

水ポンプ

, 1:卜 3)

変 更 前 変 更 後

第     釉ミ

うず巻形

常      貯 '

機      千nt t主 ,)

最 i再 れと町llキ ′サ I I

最 所 使 環:温 lit i

m /h/欄

n

lヽPA

で

mm

hl観

mm

1.55

穀  |さ   1■   '持

烈| ||十  11 棒

|

一
ヽ

ｈ
要
■

法

横

一特

中 面  il 氏

下 山  争 幅

ホ

与

Ｖ

i“  l11,l 蕊  ゝ

脅

榊

７

　

″

　

一
　

始
一

デ
イ
　

ン

バ

一　
　
一

ケ

　

ケ

拗

個

取  付  釣  所

久ぺ‐ジ

^続
く



月J添1(2/13)(令 和5年 1月 12日 )

(242)｀

(雄 1)義夫寧敵等時 (こ れ iす る使郷時の値

(,と2)公 称11

(注 i' 1・ 2・ 3。 4巧‐機糞璃モのを捕!よ 、3号機殻姉である占

r′

"い｀
:

嫁
動
機

博イJ

導

IⅢ
ギ
r彎

i =

士__
,,算ょ,,

散 身

メJ

十
一二

変 更 後

付  織  所 |

r″ゝ

8



工事計画本文 (関原発第382号 平成30年2月 7日 にて届出)

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高傑用温度、外径、厚さ及び材料

・可搬型

6

遭
郭
只
く
岳
）
（↓
営
銅
＝
ド油
馬
ｍ
）

管場所 :

所

取付箇所個  数材  料

(illm)

厚   さ

(注 3)

径

(題ml)

外

(注 2)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)(注 1)

最高使用

圧  カ

(MPa)

可搬式代替低圧

注水ポンプ

口及水用

mホ ー ス

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

称名



工事計画本文 (関原発第123号 2018年5月 24日 にて軽微変更届出)

一〇

保管場所 :

佃教 1  取付箇所材 料

変更な し

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

(次 頁へ統 く)

際管場所

(イ 14,12)

(mm)

(ユ |,11)

取付鶴所

(11■ 1)

1劇 数

m)

称名
犀 さ外径

最 高最 高

温 度ナrブジ

(℃ )(MPa) (お

使用 1使 用

■

材料

(mm)

犀 さ

(m驚 )

外径

(注 1)(注 1)

占r搬式

代替低圧

注水

ボンプ

可搬式

R答低,1:

注水

ポンプ

出 ri

接続口

変 更 後変 更 前

最 高最 高

使 用使 用

温 度肘 力
名  称

(MPa).(R3)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
本
設
備

遭
郭
只
ミ
岳
Ｘ
↓
誉
”
常
牌れ
籠
コ
）

次ぺ▼ジヘ続く



変 更 後

材料 佃教 取付衛所

(前頁からの続き)(前 買からの統 き)

厚 さ

(mm)

外径

(mm)

最高

使用

湿度

(℃ )

最高

使用

妊カ

(MPa)

名 i称

引f

常
用
炉
,い

冷
蝉
設
備
そ
rノ )

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 獲 前

(ユ イ:Ⅲ l)

取付簡所

(前 買からの統き)

ritl と

厚 さ
材 料 停l教

(mm)

(前買からの続き)

最 高

使 用 外 径

温度

(k') (lRれ )

最高

使用

圧カ

(MPa)

名  称

可撫・式

代替低座

注水

ポンプ

Ⅲ∫搬式

代替低圧

注水

ポンプ

出口

接続日

非

常

用

炉

心

冷

却

設
備

そ

の
他

原

子
獅
注

水

設
備

遭
郭
只
里
お
Ｘ
↓
習
働
■
ドれ
ヽ
コ
）

次ページ岱続く



(注 3)メ ニカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用|オ料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態tiぉいて強度が確保できるものを使用する。

(注4)1・ 2,3・ 4号機共用の手備は、3持催設備である。                   |
(注6)当該ホーヌ

1本 (芝、琴本政)以4を外管する。

(注6)公称値                                 ‐

(注8)1・ 2考機共用の予備は、 1号機にて設置する。

(注9)当ンホ▼神 (必要本 )以上を保管する。

(注 10)本数については当該ルー トで最長に敦設した場合を記載

(注■)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規卿1改藤に係る迫正化

(注 12)可搬式代替低圧注水ポンプの保有数と同じ数登
一　』〕ド‐ｆ

遭
辣
只
く
Ｓ
）
（↓
轡
銅＝
ド沌
蔦
コ
）



一ｕ

工事計画本文 (関庶発第382号 平成30年 2月 7日にて届出)

(注 1)重本事故等時における使用時の値

(42)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(注 3)メ ーカ仕様 に よるもの とし、完成 品 として一般産業品の規格及び基準に適合す るものであって、使用材料 の特性 を踏 まえれ上で、

重大事韓等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。

ヨ
郭
只
ミ苫
じ
（↓
朝
３
常
伴油
毬
Ш
）

取付箇所

付箇所

管場所

個  数

(注 1)(注 1)

料材さ

(注 3)

(■lm)

(注 2)

(mlm)

厚径

最高使用最高使用

外温  度圧   カ

(℃ )(MPa)

可搬式代替低圧

注水ポンプ

送水用1孟
ホース

(フ ランジ継手付、

ランジ継手なし)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

称名



(注4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

(注8)

(注9)

1・ 2・ 3・ 4号機共用の予備は、 3号機設備である。

公称値

可搬式代替低圧注水ポンプの保有数と同じ数量

1・ 2号機共用の予備は、 1号機設備である。

最長に敷設 した場合の本数

， 一

遭
郭
只
く
お
）
（↓
営
い
常
μ準
馬
コ
）



う

原子炉冷却系統施設
i

力a圧水型発電・用原子炉施設に係るもの (蒸気夕

=ビ
ンに係るものを除く。)にあって,事次の事墳

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次あ事項             .
(1)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用燥度、外径、「厚さ及び材料

・常識   r
(次のベージに続 く)

D

一引

遭
郭
只
く
お
）
（↓
営
伽
常
中油
き
ｍ
）



変 更 後

|

1材厚   さ 料

(mm)|'

7.1 04TP

(注3,3)

7.1 ISUs304TP

(注 3)

7.1

/
SUS304TP

/
5.5

外  径

(Hlm)

(注 3)

165,2

(注 3)

89.1

(注 3)

165.2

(注 3)

165。 2

/

/
89,1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

40

(注 15)

40

最高使用

圧  力

(MP五 )

(注 15)

0

(注 X5)

1.3

名 称

(注 56)

復水タンク

プロー配管

接続回

弁  (2CWi301)

復水タンク

非
常
用
炉
υい
冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前
′

材   料外 径1厚 さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

屋  力

(MPa)

名    称

゛

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク年弁 (2-6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。        ド

(注3)公称値

(注4)■ルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。                                    ヽ

(注5,属子炉格納れ設のうち辱力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉あ附属施設 (火 災防護設

い
」
辣
只
る
＼
あ
）
（↓
営
伽常
騨油
馬
コ
）



備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事yで等時に使用                                             、

(注7)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 うよ記載内容は、設計図書によると

(注8)=ルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク｀弁 (2-3926)」 と記載

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注11)記載の道正化を行う。既工事計画書には「SUS27TP」 と記載

(注 12)記載の適I化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (2工8926)～弁 (2-LCVttH5B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2-88HA(B)」 と記載

(注 14)記栽の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書の「原子炉格納容器」の「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重大事故等時における使用時の値

(注 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2,881lA、 B)｀弁 (歩 8812At B)」 と記載

(注 17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (2-8958)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2「8958)～弁 (28809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ八日母管～弁 (歩5400)」 と記載

(注20)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポン~プ
出口集合母管～弁 (28803A、 B)お よび弁 (2-8816)(2-

FE943取付部を除く)」 と記載

(注 21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管
～
弁 (2-8815)及び弁 (2-8814)(2-FE940取

付部を除く)」 と記載                '
(注22)記載の道正化を行うЬ既工事計画書には「弁 (2-8815)～ 分岐点」と記載

(注 23)記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (?T8942A、 B、 C)」 と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8942A、 B、 C)ん余除去ク●ラ出日谷流点」と記載

(注25)エルボを示す。

4

遭
郭
ス
ｒ
苫
じ
（↓
営
荀常
牌沌
馬
Ш
）



一〇

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注29)

(注30)

(注31)

(注 32)

(注33)

(注34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注41)

(注42)

評載の適正化を行う。既工事計画書には「2-F,943お よび2 FE940取付部 (レ
′ジュエサ4*3～ レジューサ4× 3)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8803A、 B)～ レジ■エサ (6× 3)」 と記載

記載の適
=ィ

ヒを行う。既工事計画書には「レジューサ (6X3)～ほう酸注入タンク」と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジュ‐サ (6× 3)～弁 (2■ 8801A、 B)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「奔 (2-8801A、 B)｀分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (た8944A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行うど既工事計画書には「弁 (2-8944A、 B(0)～主冷却材管ループ低温側注入ライン合流点」と記載

評載の道手Frを行う。‐既工事計画書には「 (最小)9.5」 と記裁

記載の道正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5/工 /(最小)9.5」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (28816)～分岐点」と記載                     
｀

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点た逆止弁 (2-8937A、 B、 C)´ 」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8814)～分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8939A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「オ
‐
(2-8987C)及 び弁 (2-8939C)～ 弁 (2二8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)0.5/(最小)9.5/(最小)9,5」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書にlま 「逆止弁 (メ893【 A、 B)及び逆止弁 (2-8989At B)｀ 余熱除去クーラ出日合流点」と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (歩8973A、 B、 C)～弁 (外8945A〔 B、 C)」 と記載

余熱除去設備と兼用

余熱除去
~設

備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クエラ出ロラインと非常用炉心冷却設備 との取合点～弁 (2-8818A、 B)及び

弁 (2-8819)」 と記載

(注43)

(注 44)

(注 45)

(注 46)

浬
募
只
騨奨
ドじ
（↓
掛
い
■
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馬
題
）



(注 47) 記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8818A、 B)走 逆工弁 (2Ta971A、 B)を経てコ
=ル ドレグル‐夕B注入ラインヘ

の分岐点」を記載                   ‐                      |

記載の適正化を行う。既工事計画書には「コール ドレグループB注入ラインヘの分岐点～逆止弁 (2i8973A、 B、 C)iと 記載

記載の適正化を行う9既工事計画書には「弁 (2二8819)～分岐点」と記載

記載の瀬正化を行う。雖工事計画書には「分岐点え逆止弁 (2-8935A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工

=計
画書には 「弁 (2-3935A、 8)～弁 (2-8940A、 B)」 と記載     |

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「アキ■ムレ■夕A、 B、 C～弁 (2-8808A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2i8808A、 Bi C)～逆止弁 (2-8948A、 B、 C)」 と記載

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器客全設備)と 兼用

蒸気タエビンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注 48)

(注49)

(注50)

(注51)

(注52)

(注53)

(注 54)

(注55)

(注56)
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検査結果工覧表

成績書管理番号 :1-15

毬

特記事項

奪し

検査立会責任者

洋ンラェ,夕_と'/主任技術者

燃雀環残避1蹄力痛旅妬

原子力検査官

・欲
　
各

さ
（ ハ

ｆヽ
７
て

・
ｌ

回
壁
カ 庄

検査結果

雄

検査年月日

令和 さ 年

P月二9日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項  i
成績書管理番号 :1-15

検査年月日 :舟も5年 1月 を9 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

∩

∩

4

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査だ柩る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 電設・一

検 査 をす る工事 のエ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

記録確認 ○・・



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-15

検査年月日 :冷知 S年 3月 29日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていることも 記録確認 こ動・T

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 廷診!一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・O

系統構成が完了していること。
ユ

O―

井



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用講検査記録

(三号検査 )

成績書管理番号 :1-15'

オ父弯年月日:今
か ら年 三 月 29ョ

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

飛

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験 と検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0005、 T230006

。日視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

と3



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :1工 15

検査年月日:牟余 F年 二 月ヽ 2守 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

立食

い :

rn

検査結果 検査方法測定値等項 目: 機巻対象設備猛
~|

粧通水検査主配管

目移i※
i

以下余白



原子炉冷因I系統施設

力‖圧水型発電用原子炉施設に係るも″)(恭気タービンに係るも9)を 除く。)に あつては、

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主雌管の名称、最病使用圧力(最高使用温度、外径、庫さ及び材料

,常設

ヽ

次の事項

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年・6月 lo日  認可)

彎

涎
郭
畔
含
＼
照
）

（↓
営
萌
載
ω
油
遂
コ
）

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注■8)

9.3

(注3,働

11.1

(注 3)

9.3

/
7.1

(注 3)

11,1

/
9.3

外   径

(Hllm)

(注 3)

267.4

(注 3)

355。 6

(注 $〉

267.4

/
165,2

t注 3)

355。 6

/

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

0ヽ 15,

10

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 IS〉

0

名 称

(歳調 )

燃料取替用水

タンク出白配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

八 日配管分岐点

原 子炉下部

ギャビティ

注水ポンプ

及び  .

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

高使用|

度

(℃ )

外   径 厚   さ

(電 llll) (mm)

名 称

(次ページに続 く)



つ
ヽ
リ

忘

(次ページに続く)

変 更 後

材  料

SUs304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(Dm)

(注3,F

9,3

(澁 818

■1,1

(とも

9,3

/
7.1

(注 3

1111

/
9,3

外  径

(阻BI)

(注 3)

267.4

点■3)

355.6

(注 3)

267.4

/
165.2

くと3)

355,6

1ノ///

267.4

最高使用

圧  力
.

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )イ

0 40

名 称

燃料取替用水

タンクE白配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入 日配管分岐点

原子炉下部

キヤビテ千

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

‐注水ポンプ

非
常
用

,泌

冷

そ

他
原
子

変 更 前

材   料

最高使用

通  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(1題1) (mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

浬
辣
騨
命
＼
煮
）

（↓
営
ｕ
常
ω
ｈ
導
コ
）



DD

エ

(次ぺ‐ジに続 く)

変 .更 後

材  料

SUS304TP

SUS804TP

SUS304TP

厚   さ

(HMH)

(注き,(

7,1

(注3,S)

8.2

(イト3,S

9.3

外   径

(■m)

(注 1)

165.2

1注 3)

216.3

(ユ ii3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1動

95

最高使用

歴  カ

(MPa)

(注 [5〉

0

名 称

燃料取替用水

タンク出日配管

I分
岐点

及び  |

B電動補助

給水ポンプ

入口鍵管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び
~

恒設代替抵圧

注水ポンプ

そ

変 更 前

最高使用|

温  度
|

|(℃ )

名 称 タト 雀雪屏

|

料

(強m)

選
琳
岸
６
＼
К
）

ス
◆
智
頓
載
ω
油
遥
コ
）



DD

淫

(次ページに続 く)

変 更 後

材  料

SUS304田

SUS304田

犀   さ

(am)

(江3,も ,

11.1

(注 3)

913

/
7.1

外  径

(m!m)

(注 3)

355。 6

T出 ,

267.4

/
165.2

最高使用

温 ■ 度

(℃ )

こ注15)

95

最高使用

圧  カ

(1lPa)

(注 18)

名 称

(綽S〉

燃料取替用水

タング出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポシプ

八日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用 !

炉
,い

冷
却
設
備 ィ

そ
の

他
原
子
炉
注
水
識
籍

変 更 前

材   料

最高使用

圧  カ

(MPa) |

1最高使用

温  度 外  径 厚  さ

(℃ ) (mm) (電m)

名 称

れ
二
郭
ド
奮
＼
爪
）

（◆
営
朝
＝
∞
れ
遮
コ
）



つ
〔
ジ

卜
'

ー

遭
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一
含
＼
照
）
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営
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遥
コ
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変 更 後

材― 料

|

SUS304TPI

―

SUS304TP

厚   さ

(Hll強)

355。 6

/
216,3

11,1

/
812

(連 3〉

35516

/
355.6

/
267。 4

11.1

/

11.1

/

9,3

外   径

(Illln)

最高使用

温  度

(℃ )

(注15)

す

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 15)

∵

名 称

_  く注9

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び   ―

B竃動補助 
―

・給水ポンプ

八日経管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

最高使用
―

圧  i力 |

(MPa)

最高使用

温  度―

(℃ )

外  径 料

(:l甑)

名 称



D乃

″

遮

変 更 後

材   料

SUS304TI

SUS304質

SUS304雪

SUS304T「

SUS304TF

厚   さ

(mm)

Oi3,8)

6.0

(泣3,9

7.1

(道3)

7.1

/
6.0

(注3)

7.■

/
7.1 1

/

7.1

(注 3,Sl

7.1

外  径

(即理)

(注 3)

114.3

(注a)

と65。 2

(注 1)

165。 2

/
114.3

(注 3)

165.2

/
t65。 2

1/

165ぉ 2

く注3)

165。 2

最高使用

温  度

(4)

でユ
'115)

95

て注15〕

150

使 用

名 称 カ

非
常
用

,い
原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ鋳
そ
の

他
療

(ユ 119

2.7

A内部スプレ

クエラ

出日配管合流点

炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

|

外  径 厚   さ

(皿m) (鵬1)

高使用

度

(℃ )

名 称

遭
郭
ド
合
＼
烹
）

（◆
智
釧
常
ω
油
遥
Ш
）



DD

変 更 後

材  料

(注 34)

SUS27TP

SUS304TP

!  (ギ I:54〕

SUS27TP

厚    さ

(1〕m)

(注 3.8,34)

6.0

く,11(,.お ,

6.0

(注 3,51〕

6:0

/

/
6。 0

外 .径

(m14)

(注3,34)

と14.3

(,13)

114.3

(子に3,54〉

114.3

/

/
l14.3

最高使用

温  度

(℃)

(崖 15)

95

最高使用

圧 ●カ

(MPa)

(注 15)

0

名 称

(津3S,

内部スプレ

クー浣

出ロテス ト

ライン分岐点

コ弁 (2MOV-0496

'  A、  B)

燃料取誉

用水タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
ポ
設
備

変 更 前

外  径 厚  ´さ材   料

(幽) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(次ページに続 く)

習
郭
牌
令
＼
ｒ
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遥
コ
）



―う白
・・ノ

い
ド

習
郭
騨
ａ
＼
К
）

（◆
譜
９増
ω沌
遥
コ
）

(次ペエジに続 く)

変 更 後

材 、 料

く注 34)

SUS27TP

SUS304TP

く‖:51)

SUS27TP

厚   さ

lmm)

は 1,8,S4)

6.0

(ギ 11318)

6.0

(注と,31)

6.0

/
6.0

/
6.0

外 径

(d』ll)

(注 3,34)

114.3

(ユ 113)

li4.3

(V■ 3,S■ )|

1143

/
114i3

/
114。 3

最高使用

温  度

(℃ )

|

(甚 15)

95

最高使用

圧  力

ィ(MPa)

(注 1応 )

2.1

名 称

非
常
用
炉
′b
冷
却

内部スプレ

クーラ

出白テス ト

ライン分岐点
備
そ
の
他
原
子
炉
注

弁̂ (2MOV-6496

A、  B)

燃料取替

用水タンク
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm) (llょB)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(ヽTa)

名 称



つ
一
　

】

能

(次ページに続 く)

変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TF

厚   さ

(Ilun)

(滋 3)

6.0

,/

6.0

/

〈注3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(磁m)

kttS)

114.3

/
114.3

/

(注3)

114.3

/

/
114。 3

最高使用

匡  力

(MPa)

最高使用

温
′
度

(℃ )

く注

2fl

くと1

95

名 称

用 内部スプレ

クーラ

歯ロテス ト

ライン分岐点

′い

そ

夢詳(2瀬OV―む496

A、  3)

:炉

燃料取符

用水タンタ

変 更 前

`オ

  料厚   さ

(H阻 )

外   径

(m盟)

名 称

最高使用

圧   カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

澄
郭
ｒ
Ｇ
＼
薫
）

（◆
営
頓令
ω油
遥
璽
）
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率

変 更 後

材   料

SUS304TP

く逮54)

SUS27TP

SUS304T'

摩  さ

(阻阻)

くとと3,8)

6.0

(注3,541

8.6

(注 3)

6,0

/

/
6,0

最高使用

温  度 外   径

(℃ ) (mm)

(ユエ3)

114: 3

(注3,54)

H4.3

150

114。 3

/

′́ン
″″

ン′
″′

｀

114.3

最高使用

厩  力

(MPa)i

(注 15)

2.7

名 称

非
常
用
炉
心
冷
去p

設
艤

内部スプレ

クエラ

出甲テス ト

ライン分岐点

の

他
原
子
炉

労詳(服OV-6496

A、 B)

燃料取替

用水タンク

変 更 前

材′ 料

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)_

名 称

翌
郭
牌
含
ｏ
＼
Ｒ
）

（◆
轡
割
＝
∞沌
遥
コ
）



ヽ

ィ

変 更 後

厚   さ材   料

(mm)

14ぬ 804TP

(注 3う

711

/
SUS304TP

/
5.5

高使用

力

(MPa)

高使用

名 称

(℃ ) (mm)

(‐ l:1

|

5)|

|

く,11

400 165,2

復水タンク

ブP―配管

接続 日

89.1

165.2
´

(ギ 1(16)

1.3

(ヱ it

ア「‐(2CW■301)
40

165,2

/
復水タンク

/
89。 1

)F
常
用
炉
′い
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 :更 前

材  料

最高使用

圧  ′力

(MPa)

名 称

的

釘

(注 1)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2-6400A、 B)」 と記載        ´

(注 2)SI単位に換算したものである。             !
(注 3)公称値                    ´

(注4)エルボにういては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以_ヒのものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。 ・

(注 5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (天 災防護設

避
辣
騨
命
岸＼
爪
）

（◆
轡
銅
＝
∞
沌
遂
コ
）



ф
∝

備)の うち消火設備 と兼用

(注o)重人事故等時に使用

(注 7)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図普による。

(注8)エルボにういては管と同等以 にの厚さのものを選定する。

(注 9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2-8926)」 と記載

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用            :

(注 11)記載の適ili化 を行 う。既工事計画書には「SOS27TP」 と記載

(注 12)記載の適正化を行 う。班工事計画書には「逆生弁 (矛8926)～弁 (2-LCV-115B、 D)」 と記載            t
(注 13)記載σ)道 ll化 を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2-881lA、 B)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 うも記載内容は、班工事計画書 (ノ)「原子炉格納容器」の「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重大事故等時における使用時の値

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (2二 881lA、 B)～弁 (2-8812A、 B)」 と記載

(注 17)記載の道正化を行 う。既I事計画書には 「燃料取換用水タンク～逆止弁 (2-8058)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。RttT事計画書には「逆止弁 (歩8958)～弁 (2-8809A、 B)」 と記載

(注 19)記哉の適正化を行 う6既工事計画書には「余熱除去ポンプ入口母管～弁 (2-5400)」 と記載

(注 20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注八ポンプ出日集合母管た弁 (歩 8803A、 B)お よび弁 (2-8816)(2-

FE943取 付部を除く〕」士記載

(注 21)記載の適正化を行 うも既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8815)及び弁 (2-8814)(2-FE940取

付部を除く)」 と記載     |

(注22)記載のi直 正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8815)～ 分岐点」と記載

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点｀逆止弁 (2-8942A、 B、 C)」 と記載

(注24)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (28942A、 B、 C)～余除去クーラ出日合流点」と記載

(注25)エルボを示す。

ピ
郭
岸
含
時
＼
Ｈ
）

（◆
営
Ы
＝
ゆ
れ
遥

コ
）
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(注26)

(注 27)

(注 28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 86)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注 41)

(注42)

中
´

記載の適正化を行 う。既工事計山l‐ 普には 「2-FE943お よび2-FE94o取 付部 (レ ジュ▼サ4X3ん レジュエサ4× 3)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書 1と は 「弁 (2T8803A、 B)～ レジユーサ (6X3)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画普には「レジューサ (6X3)～ほう駿注入タンク」と記載

記載の適正化を行 うも既I事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジューサ (6× 3)と ～弁 (2-8801A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 うё既工事計画書には 「弁 (2i8801A、 B)～分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (2い 8944A、 B、 C)」 と記載               ! _

記載の適lri化 を行 う。Bた 工事計画書には 「弁 (2-8944A、 B、 C)～ 主冷却材管ループ低温側注人ライン合流点」と記哉

記載の適正化を行 う。班工事計画書には 「 (最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行 う。既 T.事計画書には 「 (最小)9,5/― /(最小)9,5」 と記載

公称値は既I事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8816)～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8937A、 B、 C)」 と記載       :

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (28814)～分岐点」と記載

記載め適止化を行 う。既工事計画書には 十分岐点～逆止弁 (2「 8939A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8937C)及び弁 (2-8939C)～ 弁 (歩8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計山l書には「 (最 小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行 う。既エフ事計画書には「逆止弁 (?-8937A、 B)及び逆止弁 (2-8939A、 B)～ 余熱除去クーラ出口合流点」と記

載                ,

記載の道正化を行 う。班工事計画書には「弁 (2■ 8973A、 B、 C)～弁 (2-8945A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備 と兼用                                          才    .

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラ出ロラインと非常用炉心冷却設備 との収合点～弁 (2-8818A、 B)及び

弁 (2T8819)」 と記載

(注 43)

(注 44)

(イ主43)

(注 4o)

涎
郭
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含
∞
＼
照
）
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つD

(注47)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8818A、 B)～逆止弁 (歩8971A、 3)を経てコール ドレグルエプR注入ラインヘ

の分岐点」と記載

(注48)記載の適正化を行う。既工事計画書には fコ ール ドレグループB注入ラインヘの分岐点～道上弁 (2-8973A、
・

B、 C)」 と記載

(注49)記載の道正化を行 う。既工事計画書には F弁 (2-8819)～ 分岐点」と記載

(注 59)記載?適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-3985A、 も)」 と記載         ｀

(注 51)｀ 記載の道正化を行う。既工事計画書にはイ弁 |(2-S935A、 B)～弁 (2-8940A、 B)」 と記載

(注 52)i記載の適正化を行う。雛工事計画書には 下ァキ■ムィータA、 B、 C営弁 :(2-8808A、 B、 C)」 と記載

(注53)記載の適正化を行う。班工事計画書には「弁 (2二 8808A、 B、 C)～逆止弁 (2-8948A、 B、 C)」 と記載

(注54)米設備は既存の設備である。    ,                         ｀

(注55)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用    .
(注 56)恭気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備) と兼用

〕
ω

浬
募
μ
含
ド＼
薫
）

（◆
智
銅常
∞油
遥
コ
）



別添2(1/2)(令和5年3月 29日 )

至

士
≡
叢
一望
士
挙
色

一ド
一斜
―
”
―
卜
いム

驚

苺

Ｎ

擢

芯

〕

報

Ｌ
一

て

逹

ぶ

＜

髯

代

コ

ミ

望

（祭
ギ
．載
章

φ
導
｛

＜
↓
）

（く
ど

察
毬
葛
ぐ
ド
筆

神
轟
驚
）

導
黎
ギ

ヽ
Ｃ
Ｓ
Ｃ

ヾ
ミ
諄
終
尊

く
襲
）

巨
擦

К
Ｏ
終
聟
葦

薄
基

一
く

Ａ
■
―

９



別添2(2/2)(令和5年3月 29日 )
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :1下 15

―ト

特記事項

声デレ
/

検査立会責任者

ぬ抱考ポ? 主任技術者

′本ヽメタ、葬じ′/生/■虎粥

原子力検査官

‐
彰 八 考

考 下範 顔

検査結果

R

検査年月日

令和
丁 年

月13目

1今
4



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項

検査年月i日 :

検 査 場 所 :

検査前確認事項  
′

'

使用前検査申請書の確認

β

∩

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。     、
｀

記録確認

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。     ‐ |

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

とき

記録確認

各



添付資料 3二 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号

検套年月日:F劫紳路 4″

検 査 場 所 :関西電力株式会社

検査前確認事項

備考確認方法 結果確認事項

記録確認申請者の品質記録が準備されていること。

図面等確認必要な図面等が準備されていること。

記録確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

立会/
系統構成が完了していること。

金 今3



添付資料 3,2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査)

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設  :
非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

化学体積制御設備

ポンプ、主配管

計測制御系統施設

ほう酸注入機能を有する設備     :
ポンプ、主配管

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプて主配管

別添1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

6通水検査

系統性能検査

i運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

されt据付けされi所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

礎
鶏

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0001、 T2-3-0002、 T2-3-0006、 T2-8-0007、

T2-3-0008、  T2-3-0011、  T2-3-0055

窃 4∠|



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10口 認可)

原子炉冷却系統施設

力i妊水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸 気タービンに係るもα)を 除く。)に あつては、次の事項

7 非常舛I炉 心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(1)ポ ンプめ名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原

動機の種類、出力、個数及び取付箇所

(1/2)。常設

選
郭
牌
含
＼
嵩
）

（↓
轡
ｍ載
ドｈ
ｓ
コ
）

変 更 後

憶設代替低圧注水ポンプ に1)

うず巻形

変 更 前

名 称

m3/h/fttl

m

MPa

℃

mm

lnlli

l■ lYl

mm

mm

mm

種 類

容 量 (注り

揚 程 (ユ

'2,

最 高 使 用 圧 力 (在を〕

最 高 使 用 温 度 (■動

吸  込_口  径

I Wi 出  日 径

主
要
|十

法

ケ エ シ ン グ 厚 さ

た ヽ

横

T島 さ

材
料

ケ シ ン グ

ケーシングカバー

個 数

ポ
ン

プ

(次ペ ー ジに続 く)



変 更 後

恒設代替低圧注水ライン

二相誘導電動機

変 更 前

kW/個

系  統   名

(ラ イ ン 名 )

収
付
簡
所

種 類

出 力

個 数

取 付 箇 所

ポ
ン

プ

原
動
機

(2/2)

涎
郭
μ
奮
＼
滸
）

（↓
替
朝
載
卜
沌
ヽ
コ
）



変 更 後

料
|

本オ

ー

SUS 304TF

SUS304

SUS304TP

さ

(選3,

7.1

(注

7.1

/
7.1

/

(注3.8)

7.1

外  径

銀
・ (滋舘)

165,2

(と3)

16542

/
165。 2

/

(盗 3)

165,2

(注 15)

150

(注 15)

200

使用

名 称 力

非
常
用
炉

｀

心

冷
却
識
備
そ
:の

B内部ネプレ

ターラ

出菌と亀管分岐点

弁 (2MOV=8746)

行き・

2。 7

他

子
・

炉  

―

注
水
識
鶴

弁 (2MOV-8746)

クエラ

出瞬轟管合流点
4.1

変 更 前

高使用

カ

島

名 称 さ

(MPa) (℃ ) (8盟置)、 (個El)

霞桂用温度、外後、厚さ及び材料
D

(7)主配管の名称、最高使用藤力、最

。常設       |

ぶ

畠

ヨ
募
伴
０
＼
溺
）
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れ
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）



D
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郭
呼
含
＼
誂
）

（か
営
９
常
掛
沌
岳
コ
）

変 更 後

料

(注 3,

9.3 304TP

(注と,

11.1 04TP

04TP

04TP

名 外  径

|(mm)

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入日配管分岐点

267.4

)F
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

355.6

0 40 267.4

/
165.2原子炉下都

′キャビティ
′

注水ポンプ

及び

恒設代誉低圧

逮水ポンプ

355.6

/

267.4

変 東 前

材  料

最高使用
|

名 称 旺  力
|

(MPa)

報

お

(次ページ鳴続く)



D

変 更 後

厚   さ材  '料

(■配1)

(甚 3,

7.1 304TP

(産 3,

8.2 804TP

(ユ13,

9.3 TP

外  径

(mm)

(注0

165.2

く遠3)

216.3

(注3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )ヽ

(注 I動

95 ヽ

最高使用

圧 .カ

(MPa)

(注ェ5Ⅲ

0

名 称

燃料取替屈水・

タンク出I日 配管

分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

八日配管分岐点

非
常
用
炉
,い

冷
却
誠
備
そ

子 原子炉下部

キャビテイ
′

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

i注水ポンプ

注
水
設
儀

変 更 前

材   料外   径

|

「:(溢 さ

(mm)‐

最高使用

温  度

(℃〉

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

奇

亀

(次太―ジに続 く)

聖
郭
一
６
＼
濫
）

〈◆
営
朝令
卜油
エ
コ
）



一↓
，
マ

―
ぅ

遭
蘇
ド
台
＼
悩
）

（↓
替
９■
ドれ
ヽ
コ
）

変 更 後

材   料

SUS304TP

(注

9,3

/
7,1

厚   さ

(mm)

(注 3,

11!1

外  径

(mm)

(注 3)

355.6

(歳 3)

267.4

/
165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(注

95

名 称

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉

燃料取替用水

タンク出日配管

分岐点

及び

B篭動補助

給水ポィプ

八日配管分岐点

(注

0

注
水
設
備

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低巌

注水ポンプ

変
Ⅲ
更 前

最高使用

圧  カ

(MPa) (阻 ) (阻m)

名 称

魂

Ｕ

(次ペィジに続く)



つ為
′メ

訃
苧

釦
一

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

さ

(題H4)

(注 3】

1141

/
8.・2

(注 3)

11.1

/
11,1

1/
9。 3

外 径

(IB4)

(緯 3)|

355.6

/
216.3

(注 3)

355。 6

/

355.6

/

267,4

最高使用

温 ・ 度

(4).

95

最高使用

屋  カ

(藻Pa)

(注 1働

0

|

|

名
‐
称

非
常
屈
炉
,心

冷
却
設
備
そ

燃料取替用水

タンク出白配管

分球点.

及び

B竃動輔助

給水ポンプ

ハ日配管分岐点
の イ

r,と

原

―

子
炉
注
水
設 :

籍

原子炉下部

キャじティ

注水ボンプ

及び

恒設代替4氏圧

ン

変 更 前

材  料厚 さ

(題 )

最高使用

臣  カ

(lIPa)

名 称

選
郭
岸
貧
＼
誂
▼

（◆
営
ｕ常
卜
れ
岳
コ
）



つ
‐
っ

卑

崎Ｐ

遭
郭
ド
含
＼
謡
）

（↓
轡
碗れ
され
こ
コ
）

変 更 後

材   料

SUS304T'

SUS304TP

SUS304TP

7.1

/
7,1

/
7,1

(注 3,

7.1

厚 さ

(醇m)

(津 3,8)

6.0

(注 3,8,

7.1

(注 3)

7.1

/
6.0

外  径

(mm)

(注 3)

とと4.3

(注 3)

165,2

〈注 3〉

165,2

/1
114.3

益
J

165。 2

/
165.2

/
16512

(注 3)

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

恒設代替低摩

注水ポンプ i95

2.7

B内部スプレ

クエラ

出日麓管合流点

150

最高使用

圧  カ

(脳Pa)

名    称

非
常
用
炉
′苫
冷
却|

設
備
そ
の i

他
原
子
炉
注
水
識
備

変 更 前

最高使用

圧  カ

(MPa)

厚   さ 料

(阻 m)′

名 称



)

翌

郭

岸

Ｇ
＼

沼

）

（
◆

ざ

い
常

卜
沌

工

Ⅱ
）

神

移

変 更 後

材  料

SUS304TP

厚   さ

(図m)

(注 3, 8)

3,9

外  径

(饉韓)

市ヽaⅢ

60.5

名    称

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の                 (

恒設代替低圧

.注水ポンプ

出日配管分岐点

(注

弁  (2V工6484) 2。 7 95

他
原
子

注

恒設代替低庄

注水ポンプ

出日説管合流点水
設
備

変 更 前

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚   さ 料

(m) (Blm)

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称



一

、
デ

″

乃

市

‡

畢

劇165

(と3,8)

7i l

165。 2

/

165,2

4/

く注3)

165.2

/
165.2

/
165.2

(注 3)

165,2

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧・  カ

(MPa)

2.7 40

可搬式代替低圧

注水 ライン

接続 ロ

恒設代替低圧

注水ポンプ

出日配管合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

称名材  料

(醒■)

厚   さ

最高使用

温  度

(℃)

最高使用

圧  力

(MPa)

渡
郭
一
（３
＼
誂
）

（◆
営
観
載
卜
ｈ
ヽ
コ
）

(次ページに続く)



D為
ノ

卑
名

SUS304TP

材  料

SUS304TP

(主と3,3)

7.1

(Ilun)

厚   さ

く注 3,8)

3.9

(注3)

165.2

(性3)

6045

(mm)

外  径

(注 1司

95

最高使用

温  度

(℃ )

(濃 lS〕

2.7

最高使用

鷹  カ

(と霞)a)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の

注水フイン

接続口

恒設代替低座

注水ポンプ

出日配管合流点

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 後

称名材  料さ

(■m)

厚

最高使用

圧  カ

(MPa)

称名

奨
郭
ド
含
ド＼
誂
）

（◆
轡
観
常
卜
ｈ
岳
コ
）



」
、ィツ 〕

変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TF

(注51

SUS3041T

SUS304TF

厚    さ

(tBm)

6015

〈と3`

8.7

89。 1

(注 3,

11.1

(注 3.

89。 1

(43,

11.1

(注3)

とと∫1′

/
8.7

外  径

(1コm)

(と 3)

89.1

/
60,S

最高使用

庄  カ

(慰 a)

高使用

度

く℃)

(,ai く注 1

18.8 150

名 称

売てん配管

分岐点

弁ヽ (2V-8579)

充てん配管

、合流点

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

最高使用|

温  度

(℃ )'

外  径 厚   さ

(mm) (電磁■)

最高使用

F土  カ

(MPa)

名 称

魂

縦

(次ベージに続 く)

選
鶉
μ
含
Ю＼
∞９
　
（↓
轡
頓常
島

ドω
コ
）



ヽ
リ

率

島
TP

/

1

11.1

/

1liと

/
11.1

/
TP

(mm)

材  料厚   さ

/
89.1

(注3)

8911

/

(14m)

外  径

(注 a)

89。 ■

/
89.1

/

非
常

用
炉
心
冷
却
設
備
そ

の
地
原
子
炉
注
水
設
備

18.8弁‐(2V一患5'9) 150

充てん配管

合流点

充てん配管

分岐点

変 覚:後

高使用|

力

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

称料材

(置
'凰

)

厚   さ

(m盤)

外  径

(℃)

使用最高使用

圧 、カ

(MPa)

称名

選

郭

瞬

（岳
＼

嵩

）

（◆

営

朝
載

卜
油

お

コ
）



変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TF

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(江 3)

7,1

(注 3)

5.5

(イ i13,8)

7.1

(注 3)

7.1

/

/
5,5

外  径

(mm)

(注働

165。 2

(注 3)

89,1

(ツ ii3)

165,2

(注 3)

165,2

/

/
89.1

最―高使用

温  度

(℃ )

(注 15)

40

くユi■ 5)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 15)

0

tイ 1「 15)

1.3

名 称

復水タンク

ブロー配管

接続回

チド(2CW-301)

復水タンク

)F
常
用
炉
′い
冷
謝〕
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外   径 厚   さ

(lllェl) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧   カ

(MPa)

名 称

祟

韻

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タシク
～
弁 (2-6400A、 B)」 と記載

(注2)dl単位に換算したものである。

(注 3)公称値

(注 4)エルボについては既I事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安企設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設

ピ
郭
〕
含
心
＼
謡
）

（↓
営
い■
か
れ
“
コ
▼



学

望

備)の うち消火設備と兼用  ′

(注6)重大事故等時に使用

(注7)既工事計画書に記載がなぃため記載の適正化を行う。講載内容は、設計図書による。

(注8)エルボについては管と同等以_上 の厚さのものを選定する。

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (2-8926)」 と記載

(注 16)訂・測制御系統施設のうちほう酸注八機能を冶
°
する設備と兼用

(注 11)記載の適工化を行う。班工事計画書には「SUS27T')」 と記載

(注 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (/8926)～弁 (2-Lむv― H5B、 D)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行う志既工事計画書には「格納容器サンプ～弁 (2-88 HA、 B)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。記載内容イェ 班工事計画書の「原子炉格納容器」の「原子炉格納容器本体」による。

(注 15)重大事故等時における使用時の値

(注 16)記載σ)適
=化

を行う。既工事計画書には「弁 (2-881lA、 B)～弁 (2-8812A、 B)」 と記載  ′

(注 17)記載あ適I化を行う。班工事計画書には F燃料収換用水タンク～逆止弁 (2=8953)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8958)年 弁 (2=8809A、 い)」 と記載

(河i19,記載の導正化を行 う。班手事計画書には「余熱除去ポンプ入山母管
～
弁 (歩5400)」 と記載        、

(注 20)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/再
「

注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8803A、 B)お よび弁 (2i8816)(2-

FE943取付部を除く)」 と記載 ―

(注 21)記載の適工化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (28815)及 び弁 (2-8814)(2ずE940取

付部を除く)」 と記載              ソ

(注22)記載あ適

=fヒ

を行 う。伊光工事計画書には「弁 (2-8815)～分岐点」と記載

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8942A、 B、 C)」 と記哉

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8942A、 B、 C)～余除去クエラ出口合流点Jと 記載

(γi25)エルボを示す。    ィ

渓
郭
ド
含
Ы
＼
溺
）

（◆
習
針
■
卜
沌
あ
コ
）



誌卍∵
かｏ

(注26)記載の適F化を行う。既工事計画書には「2-FE943お よび2-FE940H文 付都 (レ ジュ‐サ4X3～ レジューサ4× 3)」 と記載

(れ27)記載の適1に化を行う。
'光

工事計画書に嬉
「弁 (2-8803A、 B)～ レジューサ (6X3)」 と記載

(注28)記載の適正化を行う。既:「事計画書には「レジューサ (6Xe)～ほう酸注入タンク」と記載

(注29)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ほう酸注入タザク出ロレジューサ (6X3)～弁 (歩8801A、 B)」 と記載

(注 30)記載の
Ⅲ
適正化を行う。既工宇計画書には「弁 (2-8801A、 B)～分岐点」と記載

(注 31)記載 6″)適正化を行 う。既i事計画書には「分岐点～逆↓弁 (歩8944A、 B、 C)」 と記載

(注 32)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (歩8944A、 B、 C)～ 主冷却材管ループ低温側注入ライン合流点」と記載

(注 33)記載の適正化を行う。既■事計画書には「 (最小)9.5」 と講載

(注 34)記載の適■:化 を行 う。既止事計画書には「 (最小)9.5/― /′ (繍小)9.5Jと 記載

(注 35)公称値は既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行う。

(注 86)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8816)～ 分岐点」と記載

(注37)記載の通韮化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8987A、 B、 C)」 と記載               :

(注 38)記畿の適二i化を行う。既工事計画書には「弁 (2■8814)ん分岐点」と記載

(注39)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8939Af B、 C)」 と記載

(注40)記哉の適正化を行 うと既工事計画書には「弁 (2-8937C)及び弁 (歩命930C)～弁 (2r89400)」 と記載

(注41)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.51と 記載

(注42)記載の適正化を行 う。既上書計画書にイま「革止弁 (2工 8937A、 B)及び逆止弁 (2-意 939A、 B)～ 余熱除去クーラ出口合流点」と記

載

(注43)記載あ適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-8973A、 B、 C)～弁 (128945A、 B、 C)」 と記載

(注 44)余 舞ヽ除去設備 と兼用            :

(注45)余昇(除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する.設備 と兼用

(注46)記載の適正化を行 う。既工事計画書にlま 「余熱除去クーラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点～弁 (2-8818A、 B)及び

「弁 (2-8819)」 と記載

翌
郭
牌
含
ω
＼
那
）

（◆
営
朝
＝
ふ
油
岳
コ
）



つ

(注47)

工事計画本文
‐
(原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)

記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-3818A、 B)え逆止弁 (2-8971A、 B)を経てコー″ ドレグループB注入ライン今

の分岐点」と記載  
す                   .               ´

記載の適正化を行う。既工事計画書には「コ‐ル ドレぞアィープB注入ラインヘの分岐点～逆止弁 (2-8973A、 B、 C):」 と記載

記載の道正化を行う。、既工事計画書には「弁 (作o819)●分岐点」
｀
と記載                 l

記載の適正化を行う9既工事計画書には「分岐点年逆止弁 (2-8035A、 B)」 と記哉

記載あ適正化オど行うど既工事計ltti善 には「弁 (2-8995A、 B)～弁 (2-8940A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う心既工事計画書には「アキユムレエタA、 B、 C～弁 (歩8808A、 お、C)」 と記載

艶載あ適止化を
′
ィュ
‐
う1既工事計歯書た注

'「

弁 (歩8808A、 ko)～ 逆止弁 (2-8948A、 KC)と と記載

本設備は既存の設備で:あ るざ― ,                      ■               ′

原子炉格紳施設ゅうわ屋力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用;

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設ゅうち圧力低滅設備そめ他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注43)

(注 49)

(注50)

(注51)

(注 52)

(注 53)

(注54)

(注55)

(注 56)

＄

全

渓
郭
ド
含
ミ＼
悩
）

（◆
替
朝常
Ｇ
］
３
コ
）
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工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)

8 化学体積制御設備に係る次の事項

(2)ポ ングの第称、種類、容量、揚程又は吐出産力、最高使用にノJ、 最高使用温度、主要甘法、材料及び個教並びに原動機の種類、

出プJ及 び個数       i                                       t1/2)

湮
郭
牌
含
∽
＼
悩
）

（↓
営
頓
＝
心
油
冨
コ
）

ンプ (trl)

mm

(次ページに続 く)



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)

(2/2)

よ
赴
が
①
∞

翌
郭
牌
含
ｏ
＼
濫
）

（↓
智
碗
＝
卜
沌
岳
コ
）

ポンプと同じ

変更な し

C充てん/
高圧注入ポンプ

C充てん/
高圧注入ライン

プ

変 更 後変 更 前

高圧注入ライン高圧 注入 ライ ン

B充 てん/A充 てん/

A充 てん/
注入ポ ンプ

取 付 筒 所
(・9

kW/4コ

取
付
衛
所

ポ

ン
プ

床
動
機

耳
~丁 ~

個

●ド
'Ⅲ

|

数

類種

出 力

系  統   名

(ラ イ ン 名 )

一　

　

　

　

　

一

一
　

　

．
　

一
　

　

一

金 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

設  置  床

一の
号

一上護

番

一防

両

水・途

区



よ弾
∝↓

工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月、24日  にて軽微変更届出)

選
鶉
μ
Ｏ
ｏ
＼
濫
）

（◆
営
頓
＝
卜
油
冨
Ｈ
）

変 更 前 変 更 後

充てん/高圧注入ポンプは1)

変更なしポ

ン
プ

m

/h/3
m

程

類

品

種

容

材
料

名 . 称

MPa

℃

mm

mm

mm

工lm

mm

mmケ▼ シ ン グ厚 さ

た      て

横

さ

グ
．
ダ

一
一数

ン

ヽ
ン

ケ ー シ

ケ ー シ

カ     バ

力
一度
．
径
一
径

圧

温

日

口

用

用

使

使
．

込
一出

高

高

吸

吐

揚
　
　
　
最

最

　
　

主
要
寸
法

(次ベージに続 く)



工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出|)

(2/2)

駐
車
Ч

変更な し

変 更 後

t

i

l

kW/個

途 水 防 護 上 の

耳
|

降|イ

箇 |

所 |

ポ

ン
プ

数

種

|

i

I

雄 水 防 護 上 の

函己慮が必要な高さ

B

動

原

機

C充てん/

隠 画 番 号

設   置  ‐床

取 付 簡 所 申
|い

高圧注入ポンプ高圧注入ポンプ

C充 てん/B充てん/
ン高圧注入ラ圧注入ラインライン

出

機

系  統   名

(ラ イ ン 名 )

変 更 前

A売てん/
高圧注入ポン

A充てん/

湮
郭
騨
奮
牌＼
濫
）

（◆
替
銭
＝
ふ
沌
あ
コ
）
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__メン    、

1工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

(注a)注記irつ いて記裁φ層正1と を行う。既土事計画書に記奪角がないため記裁の過正fヒ を行う。平成28年 o月 10日 付け原規規発第

1 1606105号
I礫て認可 れヽた既五書計画書には r評載の適正化を行う志既手事計画書には「横置多段片吸込うず巻きポンプ」と評

載」と記載

(注9)非常用炉Ⅲ冷却設備その他原子炉注水設備及び計漂l部!御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備に使用すぢ拶J‐合の記載事項

瑞
　　（い

習
郭
滓
（遥
＼
泌
）

（↓
替
頓
常
卜
沌
エ
コ
）



♯

魏

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

證
郭
畔
奮
ω
＼
溺
）

（↓
営
枷
＝
卜
沌
Ｓ
コ
）

変_更 後

材   料

変更なし

SUS304TP

変更な し

'撃

  さ

(mh)

(注 3)

11.1

/
11.1

/

(注 12)

8.7

外   径

(1■ Hl)

(注 3)

88.9

/
88.9

/
〔注12)

60.5

最―高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  力

(M'a)

名 為

(津呵

充てん/高圧
|

注入ポンプ

ーA、  B、  C

出 ロ レジ ューサ

(4X3)

充てん/高圧

注入無ンプA、 B

出、ロライン

分岐点

及び

充てん/高圧

注入ポンプC

出ロライン

分岐点

上流 レジュ‐―サ

(4× 3)

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

材  料

SUS27TP

(施 3,42)

SUS304TP

SUS27TP

厚   さ

(mm)

(注 t.4)

11.1

(注8,42)

ll.1

(注9,6)

11.1

/
11.1

/

外 ‐ 径

(ml■ )

(い !3)

88:9

(注 3,12)

88。 9

(注 3,6)

88,9

/
88.9

/

最高使用

温  度

(℃ )

150

名 称 1邑

|

1

1

高使用

,ヵ

(MPa)

(■ H'

充てん/高圧

注入ポンプ ~

A、 B、 C

出 ロ レジューサ

(4X3)

化
学
体
積
制
御
設
備

充てん/高圧 |

注入ボンプA、 BI

出ロライン

分岐点

及び

充てん/高圧 I

(注

18,8

注入ポ ンプC

出 ロライン

分岐点

上流 レジュエナ

(4× 3)

(次ベージに続 く)



‐
)あ

υ

訳ユＶ
φ
∞

変 更
・

後

材  料

変更なし

厚   さ

(mm)

最高使用
|

温  度

(℃ )十
1空てllull)径

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

充てん/高圧

注入ポンプ

A、 IB、 C

出ロレジューサ

(4× 3).

充てん/高圧

注入ボンプA、 B

出ロライン

分岐点

及び

充てん/高圧

注入ポンプC

出 ロライ ン

分岐点

上流 レジューサ

(4X3)

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

材  料

SUS

高使用‖

'慶

(℃ ) 臨
径 厚   さ

(1日11)

(注 3, (注3,

114,3

/

88.9

11。 と

/
11.1

18,8 150

名 称

(注 11)

充そん/高圧

注人 ポ ンプ

A、  B、  C

出ロレジューサ

(4X3)

充てん/高圧

注入ポンプA、 B

出ロライン

分岐点

及び

充てん/高圧

注八ポンプC

出ロライン

分岐点

上流 レジエーサ

(4X3)

化
学
体
績
制
御
設
備

ヨ
郭
」
（ポ
＼
謡
）

（↓
営
頓載
卜油
お
コ
）



率

島

変 更 後

材  料

変更な し

11.1

/
1111

/
(麟 !

11.1

厚   さ

(Elm)

外  径

(lm■)

(注う

88,9

/
88。 9

/
(注 1動

89。 1

昂〔
‐
高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

充てんライン側

レジューサ

(4X3)

弁  (2MOVi8107)

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

材  料

SUS27TP

(注 15)

SUS304TP

〈れ6)

SUS27TP

厚   さ

(■Hl)

(注 3,4)

1lr l

(注 3,■ )

11:1

(注3,

11.1

/
11.1

/

‖

(と I芝 )

11.1

外  径

(lЩll)

(注 3)

88.9

(43)

88,9

(注3,6)

88.9

/
38,9

/
(注 12)

88.9

最高使用

温  度

(℃ )

150

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

18.8

名 称

(注

]

充てんフイン側

レジュ‐サ

(4X3)

弁  (2MOV-8107)

化
学
体
積
制
御
設
備

聟
郭
μ
Ｓ
ｍ
＼
溺
）

（◆
営
萌
＝
卜
れ
ヽ
コ
）
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(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「売てんポンプ八ロライン集合母管」と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。 |           ‐   |  ́   I

(注3)公称値         J

(注4)エルボについては既工事計画書に記哉がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、 ｀

記載内容は、設計図書による。      `      争  ´

選
郭
梓
０
６＼
沼
）

（◆
轡
釦常
ふ麺
“
コ
）

:変  更 後

材  料

変更なし

高使 高

名 称 さ

(MPa) (℃ ) (I田 )ゝ (mm)

化
‐学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

材  料

ASTM

A132

F304

相当‐)

厚
｀ さ

(1ド■)

(最小)

9.4

/

/
(最小)

9,4 1

tと8)

(9,4

/

/
9.4)

外 径

(llull)

嘲

(差 し濁

部の内鶴

61.1

/

/

最高使用

温  度

(℃ )

343

最高使用

名 称 圧   力

(MPa)

(注 6)

化
学
体
積
部l

御
設
備

チト(2AOV-8145)
17.16

弁 (2V=8377)



(注5))'常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備来び計榔制御不統施設のうちほう酸注人機能を有する設備 と兼用

(注6)既工事計画書に記載がないため評載の適正Iヒ を行う。記載内容は、設計図書によると

(注7)記載の適正化を行 う心既工事計画書にt4「 弁 (2-8706A、 B)～充てんポンプ入ロライン集合母管」と記載      ,

(注 8)非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備と兼用             ｀

(注9)記載の適正化を行 うと既手事計画書には「弁 (2-1,CV-115B、 D)～充てんポンブ入由ライン集合再管」と記載      ―

(注 10)記載め適正化オど行う。現工事計画書には「充てんポンプ入ロライン集合母管～充てんポンプA、 8、 C」 と記載

(注 11)記載の適正化を行う。既上事計画書には「充てんポンプA、 B、 C出 ロレジユーサ (4X3)～ 充てんポンプ出ロライン集合!母管」

と記載

重大事故等時に使用

記載 l′つ適正化を行うも既I事計画書には「充てんポンプ出ロラィラ集合母管レジュ●サ (4× 3)～ レジュ_サ (4X3)

記載の適正化を行う。班I事計画書には「レジューサ (4×F)～弁 (2-8107)」 と記裁

記載の道正化を行う。既工事計画書には「SUS27TP」 と記載  ・

記哉の道正化を行う。既と事計画書には「弁 (2-8107)年 抽出水再生ク●ラ八日」と記載

童大事故等時における使用時の値

記畿の進正化を行う。班工事計画書には「抽出水再生クーラ～弁 (2-3146)」 と記載

記載の適正化を行うξ既工事計画書には「弁 (2-8146)｀ 弁 (2-8378B)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-IvcV460)～抽出水再生クエラ～ィジエーサ (3× 2)」 と記載

本設備は記載の適正化のみ行うヽ のであり、手続き対象外である。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8149A、 Bt C)～抽出水非再生クーラ」と記載

エルボを示す。                |
記載の適れi化を行うυ既工事計画書には「 く最小)6.1」 と記載

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

記載 の通 正化 を行 う。既 工事計画 書 には 「SUSF304相 当 (ASTM A182 F304)」 と記載

(注 12)

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 13)

(注 19)

(注 20)

(注 21)

(注22)

(イ主23)

(注 24)

(注25)

(注26)

」と記載

Ｊ

妊

翌
郭
中
奮
瀾
＼
沼
）

（↓
営
侃
載
添
沌
岳
コ
）



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)

(注27)記載の適I化を行う。既工事計画書には「 (最小)6.1/(最小)6.1/(最小)611」 と記載

(注ウ8)記載の適
=化

を行う。既工事計画書には「 (最小)6.1/(最小)6.1/― 」と記載

(注29)記載の適正化を行うむ既工事副…画書には「弁 (2-LCV-115E)｀ レジューサ (8X4)」 セ記載

(注 30)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (8X4)～充てんポンプ入ロライン集合母管」と記載

(注31)記載の適正化を行う3既I事計画書には「充て
～
ポンプ出ロライン集合母管分岐点～弁 (2-8105)」 と記載

(注32)記載の適工化を行う。既工事計画書には「弁 (2-3105)～ レジューサ (3× 2)」 と記載

(注33)記哉 の適 Ⅲィぃ々 行 う。班工事計画書lこ は 「レジエーサ (3X2)～封水注入 フィル タA、 B～ レジューサ (3× 2)」 と記載

(注34)エルボについては管と同等以上の厚さのものを導定する。

(注35)記載の適■i化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～各冷却材ポンプヘの分岐ラインレジューサ (3X2)」 と評載

(注36)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ レジューサ (2Xl)」 と記載   ‐

(注 37)記載の適正化を行すと既工事計画書には「レジューサ (2Xl)～弁 (外8860A、 B、 C)～ レジユーサ (2× 1)」 と記載

(注 38)記載の檻正化を行 う。既工事計画書には「ィジューサ (2Xl)～ レジューサ (2Xf 1/2)」 と記載

(注39)記載の遺正化を行 う。既工事計画書には「ィジユーサ (3× 2)～封水フィルタ～封水クーラ丸弁 (2-8484(2-8482)」 と記載

(注40)記載ブ)適正化を行 う。既工事計画書イ|は 「充てんラインからの分岐点～弁 (2-8145)」 と記載

(注41)記載の道正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5」 と記載

(注42)SUS27TP同 等材 (SUS304TP)への取替 えを行 う。

(注 43)記載内容は、既工事計画認可申請書 (平成23年 8月 1日 付け関原発第203号工事計画認可申請書、平成23年 3月 15日 付け平成23・

8・ 01原第6号 にて認可)に よる」なお、本工事計画は、認可された工事計画に対 して、基本設計方針の変更を行 うことに伴い申

請するものである。

蚤
郭
岸
奮
∞
＼
濫
）

（◆
営
釦常
さ
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コ
）



1関西電力株式会社

高浜発電所第 21号機
―
使i用前検査成績書

浴

要領書番号 :原規規収第 le10072号 99

成績書管理番号 11■ 16     !

今紳 5年 s月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請    検査申請す覧表のとおり

3検査期日 今級 F年 3「 ゑ守F

成績書管理番号 :1-16

命

自

至 今40S年 3月弐日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果‐覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録「

|



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 26.0号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第 293号

関原発第 562号

関原発第 585号

関原発第 137号

関原発第 209号

関原発第 580号

(平成 28年 10月  7日 )

(平成 30年  3月 20日 )

(平成 8o年 4月 20日 )

(平成 30年  7月  4日 )

(平成 30年  8月 20日 )

(平成 30年 12月 .5日 )

(平成 31年 2月  1日 )

(平成 31年  2月  .6日 )

(平成 31年 4月  4日 )

(2019年  5月 16日 )

(2019年  6月 24日 )

(2019年  8月 23日 )

(2020年  1月 31日 )

(2020年  2月 26日 )

(2020年  3月 24日 )

(2020年  4月  7日 )

(20211年  4月 30日 )

(2021年 、8月  2日 )

(2022年  2月 28日 )

(2022年 3月 15日 )

(2022年 6月 10日 )

(2022年  7月  1日 )

(号 022年 12月 27日 )

成績書管理番号 :1-16

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果二覧表

成績書管理番号 :1-16

い

特記事項

な し

検査立会責任者

承イう″「夕_t'1シ年任技術者

鉾笠隠髭弩fr轍 名

原子力検査官

徽ヽ去 ハ

写ヽ
・
マ
″Ｉ

卿
ン 一庄 在

検査結果

一Ｒ

検査年月日

令和 ` 年

3月 ?町 日



添付資料
!1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
:       :             成績書管理番号 :1■ 16

1・    t            検査年月日 :今祭 5年 3角 二
q日

検査場所∫関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

ハ

「
れ

1

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることき

記録確認 Cり・二

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 罐勢・ア

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。      (

記録確認
①

・ 耳

午



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成4責書管理番号 :1-16

冷知5年 3角 2貿 目
関西電力株式会社高浜発電所

検査年月日

検 査 場 所

検査前確認事項

命

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬ ‐

:必要な図面等が準備されていること9 図面等確認 Q,T
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。,               ・

記録確認 Oi

系統構成が完了しているとと,

`



添付資料 3T2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

(三号検査) :
成績書管理番号 :1-16

検査年月日 :′今 牟しう
~年

 S月  増 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

ポンプ :

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ

主配管           _
別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・運転性能検査

系統機能検査

,通水検査

設備及び機器が手妻計画に従ぃ製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

遣

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-30005

・ヽ目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

▲



添付資料 3-3

'関西電力株式会社高深発電所第 2号機i使用前検査記録

|  (三 号検査)

,(立 会検査)     i
成績書管理番号 :1-16

｀
               検査年月日 :冷々ュ5年  3月 ,η

｀
日

:検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

′
~、

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

ポンプ 運転性能検査
※2 性

目視
※1

主配管 通水検査 監

以下余自

備考

※ 1:別添 1の太線枠内の範囲 (検査範囲の詳細については、別添 2参照)

※2 判定基準 :容量 120m3/h/個以上、揚程 150m以上

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
・      検査用計器∵覧表

i 成績書管理番号 :1-16
検査年月日 :今る 5年 二 月27日

検査項目 検査用計器 管ユ里番号 測定範囲 測定精度
校正年月霞

有効期限
備考

系統性能

検査

圧力計

2018/8/21

次回定刻事業者検査

まで

2018/8/21

次回定期事業者検査

まで ―

流量計

202と /8/と と

次固定期事業者検査

まで

以下余白

腰



ヽ 0

原子炉冷方ギ〕系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係る`もの (蒸気タービンに係るものを除く⇔)にれつては、次の事項

7 引ミ常用炉とい冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事f良

(1)ボンプの名称、種類、容量、揚程又は吐‖i鷹力、最高使用Ⅲ力、最高焦用温度、主要寸法、材料、個数及び収
|く
l衛所並びに原

動機の種類、出力、l倒 数及び取付衛所
・ 常 設

工事計画本文:(原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)

(1/2)

遭
辣
牌
奮
＼
じ
　
（◆
替
ｍ載
ω沌
遮
コ
）

変 更 後

原子炉下部キャビティ注水ポンプ (注 1)

うず巻形

2.7

95

1

変 更 前

~~― 一――
「

___エーー「_~――――___上～1_…___

名 称

mユ /h/個

m

MPa

℃

mm

mm

mm

皿血

“

lm

Πlm

種 類

容 量  (イ
12)

揚 程  (注
夕,

最 高 使 用 歴 力 (42'

最 高 使 用―温 度 (注 2)

1吸  込  山 径

|

口li 出  日 径

主
要
寸
法

|ケ ー シ ン グ厚 さ

た イ

横

高      さ

ケ ー シ ン グ
材
料 ケ‐シングカバr

個 教

ポ
ン

プ

(次ページに続 く)



(2/2)

変 更 後

原子炉下部キャビティ注水ライン

二相誘導電動機

1

変 更 前
― ―

― ___‐ ___―
… ……!ヽ_

kw/11舌 |

系 統 ネ

(ラ イ ン 名 )

取
イヽli

箇
,折

設 置 床

溢 水 防1護 上 の

配慮が必要な高さ

種 類

出 カ

佃 数

上挟  付  筒  所

ポ
ン

プ

原
動
機

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納本器安全設備 )

重木事故等時における使用時の値

公称値

原子炉下部キヤビティに注水する場合の値         ・

原子炉格納容器内にスプレイする場合の値

復水タンクの水を燃料取替用水タンクに供給する場合の値

と兼用
＼
⑤

渡
郭
岸
筍
＼
じ
　

（↓
営
い
＝
ω
れ
導

コ
）



原子炉格納施設

加圧 水型発電用原 71炉施設に係 るものにあつては、次の事項

3 1+_力 低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(1)格納容器安全設備に係 る次の事項

り 主配管のネ称、最高使用屋力、最高使用温度、外径、

・常設

厚 さ及び材料

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平1成 28年 6月
‐
10日  認可)

濃
郭
牌
含
＼
９
　
（◆
営
ω
栽
∞
沌
遥
コ
）

変 更 後

材  料

(注 26)

SUS27TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

庫 さ

(HШl)

(注3,26,27)

5.5

(注3.27)

5.5

(注3,27)

5.5

(注 3,27)

7.1

(浦4)

7.1

/

5.5

外   径

(叩)

(注 3,26〉

88,9

(江 3)

88.9

(注 3)

89。 1

(注 3)

165,2

('13)

165。 2

/

89,1

最高使用

温  度

(℃ )

(,1を 9)

95

最高使用

圧   力

(ヽlPa)

(注 9)

2.7

名 称

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出日配管

分岐点

弁 (2MOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

外

|

径 |ナ享  さ

(Hlttl) (mla)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(次ペエジに続 く)



―う
４
，
″

＼
ド

(次ページに続 く)

変 更 後

厚   さ 材  料

(節阻)

:を1
(嵐 26)

SUS27TP

峯ls歳岬
(速3,

5。 5 1乱s務:

(注 3,

7.1 ls叫ふ

TP

外  径

(mm)

(注3,20

88.9

(注 3)

88,9

(注 3)

89,1

(注 a)

165。 2

(注 3)

16542

/
89.1

駐高使用

温  度

(℃ )

(注9)

95

最高使屈

圧  カ

(監観a)

(注 0〉

247

名 称

原子炉下部

キャビティ注水

ボンプ出口寵管

分岐点

格
納
容
器
安
全
設
備

弁  (2逝OV-5420)

最

温 径 料

最
‐高使用

庄  カ

(IIPa)

名 ( 称

澄
郭
洋
含
＼
９
　
（◆
轡
頓
載
∞
沌
薔
瓢
）



D工、ジ

”ヽ

遭
郭
岸
Ｇ
＼
じ
　
（◆
譜
頓
鞘
等
型
遥
コ
）

変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

厚  さ

(mm)

(注3)

5.5

/

/

5。 5

(注 3)

7.1

/

/
7と 1

外  径

(mm).

88.9

/

/
89。 1

2.7 95

165。 2

/

/

名 称

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出日配管

分岐点

格
納
容
器
安
企
設
備

'弁 (2MOV-5420)

変 更 前

材  料名 称

高使用

カ

(MPa)

厚   さ

(協重)



‘
ν つ

ヽゝ
ｆ

変 更 後

厚   さ材  料

(即m)

(r‐ 13,

5.5' TP

(注 3】

5.5 Tr

外  径

(mm)

(ユ ii3)

88.9

く注3)

88,9

最高使用

温  度

(℃ )

(注9)

138

(注 9〕

138

最高使用

屋  カ

(MPa)

(ユ I:9)

2.7

く注9)

2丁 7 1

名 称

弁 (2超OV-5420)

格
熱
容
器
安
全
設
備

触容器貫通部

PEN毎 301‐

通都

PEN幹301

弁  (2V-5421)

変 更 前

材  料厚   さ

(lllll)

名    称

浬
郭
騨
合
＼
９
　
（◆
智
頓
常
∞沌
遂
コ
）



D（

〉

SUS304T,

SUS304TF

SUS304Tr

材  料

SUS304TF

(注 3)

7.1

/
5,5

(注 3)

5,5

/
5.5

/

(Elm)

厚  さ

5.5

(進 3)

く注3)27〕

7.1

(注 3)

165,2

(注 3)

165。 2

/
89。 1

(注 3)

88を 9

/
88。 9

/

(観阻l

外  径

(注 3〕

88,9

最高使用

屋  度

(℃ )

(注9)

138

(MPa)

_2.7

(注9)

弁 (2V●5421)

下部キヤビティ

取合点

格
納
容
器
安
全
設
備

称名材   料

最高使用
―

圧  カ

(MPa)

最

温

(H阻)

厚   さ

変 更 前

称名

いヽ

(注 1)記裁の適正化を行 う。既工事計画書

(注2)SI単位に換算 した ものである。

(注3)公称値

には「弁 (2-6400A、 B)～内部スプレポンプ (SP-1、 A、 B、 C、 D)への分岐点」と記裁

渡
郭
【
弯
＼
じ

・
（◆
営
９

，
∞
ｈ
遮
コ
）



＼ё

(注 4)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備そσ)他原子炉注水設備及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設備)の う

ち消火設備 と兼用

(注5)既 工事計画普に記載がないため記載の適王化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注6)記載の適正化を行 う。既工事計L白耳讐には「格納容器サンプ8～弁 (2-6408A、 8)」 と記載

(注 7)記載の適正化を行 う。記載内容は、既I事計画書「原子炉格納容器」によるむ

(注 8)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 と兼用       
´

(注9,重大事故等時におけ_る 使用時の値

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (外6408A、 B)～内部スプレイポンプ今の合流点」と記載

(注 H)エルボにらぃては既I事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と口等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプヘの分岐点:～ 内部スプレポンプ入ロレジューサ (10又 8)」 と記載

(注 13)記載の適工化を行 う。既工事計画書には 「内部スプレポンプ出ロレジューサ (8× 6)～ 内部スプレクーラヘの合流点」と記載

(注 14)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレクーラ入日合流点～内部スブレクーラ出日分岐点」と記載

(注 15)重人事故等時に使用

(注 16)記載の迪正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレクーラ出口分岐点～外部 しゃ⌒い壁貫通都」と記載    ‐

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (2-6417A、 B)～■ゼクタ」と記載

(注 19)エルボを示す。

(イ上19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出口分岐点～エゼクタ～内部スプレポンブ人日管」と記載

(注20)記載の迪正化を行 う。既工事計画書には「よう素除去薬品タンク～弁 (2-64174、 8)」 と記載

(注 21)記裁の道正化を行 う。既工事計画書には 「外部 しやへい壁貫通部～レジューサ (8× 6)」 と記載

(注22)記載の適正化を行 うじ班上事計画書には「オリフィス～内部スプレリングヘッダ (lA、 2A、 3A、 4A、 lB、 2B、 3B、 4B)」 と記載

(注23)記載の適I化 を行 う。既工事計画書には 「内部スプレクーラ出自分岐点～弁 (2-6411A、 B)」 と記載

(注24)SUS27TP同 等材 (SUS304TP)への取替 えを行 う。

ヨ
郭
岸
含
＼
り
　
（尋
譜
９常
ω沌
遥
画
）



(注25)記載の適正化を行 うじ既工事計画書には「レジューサ (S× 6)お よび分岐点～オヅフィス」と記載

(注26)本設備は既存の設備である。

(注27)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

h

遭
郭
岸
Ｇ
＼
じ
　

（↓
営
釦
＝
ω
沌
遥
コ
）



別添2(1/1)(令 和5年 3月 29日 )
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